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１．外部評価にあたって





　蛋白質研究所は、1958 年に大阪大学の理学部と医学部が母体となり全国共同利用の附置研究所とし
て、赤堀四郎先生を初代所長として大阪大学に設置されました。設立当初から、化学、生物学、物理学、
医学の研究者が集まり、生命活動を担う重要な分子である蛋白質を核に学際的な研究を展開し、分子レ
ベルから個体レベルで生命現象を理解していくことを目指した研究を続けるとともに、共同利用研究所
としての活動を通して国内外の蛋白質科学研究をリードしてきたと自負しています。
　設立時には、蛋白質有機化学研究部門、蛋白質溶液学研究部門、蛋白質代謝部門の 3つの部門（研究室）
のみから構成されていた蛋白研ですが、蛋白質科学、生命科学の進歩とともに、より幅広い分野を研
究対象として発展してきました。2020 年 10 月には、従来の部門ではカバーできなかった蛋白質相互作
用ネットワークに基づく生命現象の解明を目指した「蛋白質ネットワーク生物学研究部門」と、日本
蛋白質構造データバンク（PDBj）の活動や様々な蛋白質構造解析技術の高度化とそれらを連携した相
関構造解析技術の開発を通して共同利用・共同研究拠点としての諸機能をさらに強化することを目指
した「附属蛋白質次世代構造解析センター」を設置し、現在では、5 研究部門 19 研究室（寄附研究部
門を含む）、附属蛋白質次世代構造解析センター 6研究室からなる組織に発展しています。

　創設時から、全国から多くの研究者が来所され、研究所の施設・装置や研究のノウハウを共有して研
究を行うことができる全国共同利用研究所として活動してきましたが、共同利用制度の改革により 2010
年 4 月からは、蛋白質研究共同利用・共同研究拠点に選ばれて、蛋白質研究のコミュニティにより一層
貢献できる体制を作り、さらに活発に活動を続けています。この活動では、共同研究員、国際共同研究、
客員フェローといった研究活動を推進するための事業、研究者コミュニティの形成や情報交換の場を提
供する蛋白質研究所セミナーの開催と支援、SPring-8 の放射光ビームライン、超高磁場核磁気共鳴
（NMR）装置群、最新鋭のクライオ電子顕微鏡などの大型装置の利用支援、蛋白質研究の基礎となる蛋
白質構造データベースの構築と公開などが行われており、蛋白質科学を中心とする生命科学の研究拠点
として活動を続けています。特に、データベース事業においては、蛋白質構造データバンク（PDB）の
世界 4拠点の一つとして PDBjを運営し、アジア・オセアニア地区のデータ登録や種々のサービスを行
うとともに、PDBj-BMRBとして生体系NMRデータバンクを米国BMRBと共同で運営しています。また、
放射光ビームラインでは、台湾国立放射光科学研究センターとの共同研究協定を通じたアジア・オセ
アニアの構造生物学ネットワーク形成を進めています。この様な国際活動や協力に基づいた国際共同研
究制度とともに、様々な国際的な共同利用・共同研究活動を進め、現在、15の研究機関と学術国際交流
協定を結んで国際的にもプレゼンスを示しています。
　
　蛋白研の教員は、先端的な研究を進める一方で、それらの研究に裏打ちされた講義や実習を、大阪大
学理学部、医学部と工学部、および大学院理学研究科、医学系研究科、生命機能研究科、工学研究科の
学生に対して積極的に行っており、学部生と大学院生あわせて約 120名前後の学生が、蛋白研で教育を
受け、研究を行っています。さらに、30 人程度の博士研究員が様々な研究プロジェクトに関与して、
日夜研究を進めています。

　国立大学法人大阪大学の第 3期中期目標・中期計画は令和 3年度に終了し、次の令和 4年度から始ま
る第 4期を見据えて大学改革に対する様々な具体的な施策が開始されようとしております。特に、平成
28 年度から令和 3 年度において本研究所が実施している蛋白質研究共同利用・共同研究拠点の事業に
対しては平成 30年度に中間評価が行われ、蛋白質科学に関するデータや多くの設備を共同利用に供し、
共同利用・共同研究の成果がインパクトファクターの高い学術誌に発表されているとの評価を受けまし
た。しかし、蛋白質に関する研究は全国の大学で活発に行われている状況であり、今後、蓄積された豊
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富な研究資源を活用し、研究機関としての優れた取組を維持しながら、その専門性を生かして、異分野
融合研究の推進や国際ジョイントラボの形成に向けた更なる取組が求められています。 

　これまでの蛋白質研究共同利用・共同研究拠点の中核として SPring-8 の放射光ビームラインや超高
磁場核磁気共鳴（NMR）装置群の共同利用ならびに日本蛋白質構造データバンク（PDBj）の構築と公
開に加えて、最先端のクライオ電子顕微鏡や固体 NMR 装置も設置され、構造生物学の一大拠点となっ 
ています。これらの新規な装置群の導入だけでなく、独自に開発を進めている情報解析や計算科学のプ
ログラムによる蛋白質の構造・機能の予測・シミュレーションや、蛋白質の発現・精製・観測における種々
の独創的な研究開発も広く行われて成果を挙げています。これらの研究を通して、蛋白質の構造決定を
行うことがゴールとなりがちであった従来型の構造生物学から脱却し、X 線結晶学や NMR だけでなく
電子顕微鏡・質量分析・分光学・シミュレーション・モデリングなど種々の手法を統合してマルチスケー
ルで生命科学研究がなされる構造生命科学の推進と、より高次な機能解明を目指した「蛋白質ネットワー
ク生物学研究」の研究領域を開拓していきたいと考えております。構造に基づくこの統合的な生命科
学は、世界的にも今後の重要な科学分野として認識されています。

　蛋白質研究所は、蛋白質をキーワードに、生物学、物理学、化学、医学、情報科学、生物物理学、
農学など 幅広い分野の研究者が在籍し、異分野融合研究を進めています。
　さらに、研究者・学生が一堂に会して研究交流を進める「蛋白研リトリート」（年 1回）や所内の最 
新の研究を発表する「蛋白研コロキウム」（隔月）を開催し、本研究所内研究者・学生間の相互理解 を
深めています。
　共同利用・共同研究拠点の中間評価の指摘を受けて、より広い分野との異分野融合研究を進めるこ
とを目指し、平成 30 年度からは、若手研究者による年 1 回の微生物病研究所との「微生物病研究所・
蛋白質研究所合同若手セミナー」を開催、また、令和元年度より若手研究者を対象とした「新分野開
拓支援プログラム」を創設するなど、次世代の生命科学研究実現に向けた異分野領域研究の推進のた
めの環境整備を積極的に行っています。

　研究所の国際的な活動としては、公募による国際共同研究の実施、外国人客員教員の招へい、国際的
な蛋白研セミナーの実施など、共同利用・共同研究拠点の活動としてこれまでも広く実施してまいりま
した。
　また、国際研究協力活動として、国際共同研究促進プログラム、二国間交流事業共同研究、研究拠点
形成事業など、国際共同研究の強化と水平展開を図っています。さらに、Asia Pacific Protein Association
（APPA）と連携した蛋白質研究所セミナーを開催し、アジア太平洋地域の蛋白質研究者との交流と、
共同研究の活性化を図っています。中間評価以降に 2 件が国際ジョイントラボに採択され、研究室 1：
　1 の国際ジョイントラボに加えて、より広い視野での国際化を目指すために、部局間学術交流協定を積
極的に締結・活用して、国際共同研究の組織的強化に努めています。

　蛋白質研究所ではこれまで、「要覧（日本語版および英語版）」を継続して発行し、国内外に対して研
究所の紹介、研究内容の発信を行っております。一方、自己評価点検を年度ごとに積み上げて行くため
の「蛋白質研究所レポート」を毎年発行し、蛋白質研究所全体としての研究、教育、社会貢献をまとめ
るとともに、個人を含む各研究部門、センターの研究活動を研究所内外へ報告することによって、自己
点検評価を推進しています。この年度毎の自己点検評価に加え、蛋白質研究所ではその研究活動や研究
体制の見直しが必要と思われる重要なタイミングで外部評価を行っております。まず、附属プロテオミ
クス総合研究センターの新設（平成 14年度）に先立つ平成 12年度に外部評価を実施しました。その後、
平成 22 年度に行われた共同利用・共同研究拠点の認定に先立ち平成 19 年度にも外部評価を実施して
おります。また、平成 25年度に行われた共同利用・共同研究拠点の中間評価に先立ち、平成 24年度には、
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海外からの外部評価として Siddhartha Roy教授（インド Indian Institute of Chemical Biology所長）に外
部評価を行っていただきました。さらに、平成 27 年度に予定されている第 2 期の共同利用・共同研究
拠点の認定に先立ち、中間評価やミッションの再定義などへの対応と第 3期中期目標・中期計画につい
て外部評価を実施しました。

　今回の外部評価は、令和 3 年度に予定されている第 3 期の共同利用・共同研究拠点の認定に先立ち、
中間評価や蛋白研の改組などへの対応と第 4 期中期目標・中期計画について外部から評価をいただくた
めに実施いたしました。
　この外部評価は、令和 2 年 11 月～令和 3 年 3 月にわたり、国内の学識経験者で特に共同利用にご造
詣の深い 6名の先生方にお願いし、各研究室の代表者によるプレゼンテーションの後、ヒアリング形式
で行いました。外部評価委員は以下の先生方です。（敬称略、あいうえお順）

外部評価委員会委員
　京都大学　物質－細胞統合システム拠点
　　　教　　授　　見　學　美根子

　名古屋大学　大学院理学研究科
　　　名誉教授　　近　藤　孝　男

　九州大学　生体防御医学研究所
　　　教　　授　　佐々木　裕　之

　理化学研究所　生命機能科学研究センター
　　　生体分子動的構造研究チーム
　　　チームリーダー　　嶋　田　一　夫
　
　東京大学　大学院工学系研究科
　　　教　　授　　津　本　浩　平

　東京大学　医科学研究所
　　　教　　授　　中　井　謙　太

　令和 2年 12月 15日に外部評価委員会を開催（オンライン開催）し、研究所の共同利用・共同研究拠
点に関する取り組みや機能の状況に関して、以下の視点から評価をいただきました。

【評価項目】
　1．研究
　　　担当をお願いした研究室について、研究の目標とそれに基づく研究テーマの設定および研究方
　　法は適切か。（担当以外の研究室についても、可能であればコメントをお願いします。）

　2．予算・体制
　　　共同利用・共同研究拠点の運営・支援体制がどのように整備され、機能しているか。
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　3．拠点活動
　　　共同利用・共同研究拠点の活動が適切に行われているか。

　4．教育
　　　共同利用・共同研究を活かした人材養成の取組及び蛋白研の学部学生・大学院学生・ポスドク
　　等若手および外国人研究者の育成は適切に行われているか。

　5．外部資金等の研究経費
　　　研究活動に必要な研究経費の確保に努めているか。

　6．情報公開・社会連携
　　　研究所の活動を十分に社会に発信しているか。

　7．国際交流
　　　大学附置研究所として、また共同利用・共同研究拠点として、十分な国際交流活動を行ってい
　　るか。

【総合討論】
　1．研究所の活動状況と領域構成は適切であるか（改組に対するコメントもお願いします）。

　2．研究所の将来の方向性について、蛋白質科学、生命科学等の将来展望を見据えた方向性が示され
　　ているか。

　本評価書は、以上の外部評価をまとめ、今後の研究所の対応も記載いたしました。なお、前半には
評価対象の状況を紹介する蛋白質研究所の概要を記載しております。評価委員の先生方にいただいた
評価や提言を真撃に受け止め、今後の研究所の発展を期したいと考えております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和 3年 3月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪大学蛋白質研究所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所長　中川　敦史
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評価委員会委員長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授　北條　裕信
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２．蛋白質研究所の概要
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NMR⨨⩌࢜ࣛࢡ�ࠊ㟁Ꮚ㢧ᚤ㙾⩌ࡢ࡞ᆺᶵჾࡢ⏝ᥦ౪ࠊࡸ⺮ⓑ㉁ᵓ㐀ࢡࣥࣂࢱ࣮ࢹ㸦PDB㸧➼ࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡢ

㛤Ⓨ࣭㐠Ⴀࡧࡼ࠾࣮ࢸࢽ࣑ࣗࢥ⪅✲◊ࠊ࡚ࡗ⾜ࢆ♫ᑐ࡚ࡋᗈࡃ⺮ⓑ㉁⛉Ꮫࡢ⯆�3ࠋࡿࡣࢆ㸧ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊

✲ᣐⅬࡢ⤌ࢆࡳάࠊ࡚ࡋᏛࡣࡽࡉᅜࡢᯟࢆ㉸ࡓ࠼Ꮫ⏕࣭Ꮫ㝔⏕ࡢᩍ⫱ࡧࡼ࠾ⱝᡭ◊✲⪅ࡢேᮦ⫱ᡂࢆᐇ㊶ࠋࡿࡍ

2010ࠊࡾࡼάືࡢᡤ✲◊ࡓ࠸ᇶ࡙ᛕ⌮࡞࠺ࡼࡢࡇࠉ ᖺࡣࡽඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲ᣐⅬᩥ࡚ࡋ㒊⛉Ꮫ┬ࡽㄆᐃࡉ

᥎ࢆ✲◊ⓑ㉁⺮ࠊࡵ㐍ࢆࡾࡃ࡙ࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ⪅✲◊ࠊࡋᥦ౪ࢆሙࡢ✲◊ࡓࢀඃ࣮ࢸࢽ࣑ࣗࢥ✲◊ⓑ㉁⺮ࡢ�ᅜෆእࠊࢀ

㐍ࡿࡍᅜ㝿ᣐⅬࡢ࡚ࡋάືࠋࡿ࠸࡚ࡅ⥆ࢆ

ࡢ᰿ᖿࡢࡑ�ࠊࡃࡋⴭࡣ㐍Ṍࡢ⛉Ꮫ⏕ࡢ㏆ᖺࠉ ⓑ⺮࠺ᢸࢆᙺࡢάື⏕�ࠋࡿ࠸࡚ࡋ㐍Ṍ㏿ᛴࡶⓑ㉁⛉Ꮫ⺮ࡿ࡞ࡘ1

㉁ࠊࡣ✲◊ࡢᚑ᮶ࡢ◊✲ศ㔝ࡢ᭦ࡿ࡞῝ຍࡢࡑࠊ࠼ᯟࢆ㉸ࡢ≀⏕ࡓ࠼㝵ᒙᵓ㐀ࢆಠ▔ࡢ࣮ࣝࢣࢫࢳ࣐ࣝࡿࡍᵓ㐀◊✲

ࠊࡵࡓࡿࡍᑐᛂせồ࡞࠺ࡼࡢࡑ�ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵồࡀᒎ㛤࡞ࡓ᪂ゎ⌮ࡢ⬟ᶵࡢࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ⏝ⓑ㉁┦స⺮ࡽ

2020ᖺ 10᭶ࠕ�ከ㝵ᒙ⺮ⓑ㉁⤫ྜ◊✲㒊㛛 Ꮫ◊✲㒊㛛≀⏕ࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿⓑ㉁⺮ࠕ�ࢆࠖ� 㐠ࡢ�ᆺタഛࠊࡋ⦆Ⓨᒎⓗࠖ�

Ⴀ㧗ᗘ≉ࠕ�ࡵࡓࡿࡍ㝃ᒓ⺮ⓑ㉁ゎᯒඛ➃◊✲࣮ࢱࣥࢭ ࣮ࢱࣥࢭ㝃ᒓ⺮ⓑ㉁ḟୡ௦ᵓ㐀ゎᯒࠕ�ࢆࠖ� ࠊ࡚ࡋ⤌ᨵࠖ�

⺮ⓑ㉁◊✲ࡿ࡞ࡽࡉࡢᙉ⊂ᛶࡢ㧗ࡢ✲◊࠸᥎㐍ࢆ┠ᣦࠋࡿ࠸࡚ࡋ

ⓑ㉁⺮�ࠊ�ᡓᚋࠋࡓࡗ࠶άⓎ࡛ࡀ✲◊ࡢⓑ㉁⺮ࠊ࡚ࡋ୰ᚰࢆ་Ꮫ㒊Ꮫ㒊⌮ࡽḟᡓ௨๓➨ࠊࡣ࡚࠸࠾㜰Ꮫࠉ

ࡿࡏࡉᒙⓎᒎ୍ࡋᢎ⥅ࢆ⤫ఏࡢ✲◊ⓑ㉁⺮ࡢ࡛ࡲࢀࡑࠊ࡚ࡋᑐᛂໃࡢࡇ�ࠋࡓࡵጞࡏぢࢆ㐍ᒎ࡞㏿ᛴୡ⏺ⓗࡣ✲◊ࡢ

࡚ࡋ୰ᚰࢆ�㉥ᇼᅄ㑻⌮Ꮫ㒊ᩍᤵࠋࡓࡗࡲᙉࡀពぢࡢࡿ࠶ࡀᚲせࡿࡍ⨨タࢆ࣮ࢱࣥࢭྜ⥲ࡢ✲◊ⓑ㉁⺮�Ꮫෆࠊࡵࡓ

タ❧ィ⏬ࠊࢀࡽ⦏ࡀ㜰Ꮫࡣ 1955ᖺ⺮ⓑ㉁◊✲ᡤࡢタ⨨ᩥࢆ㒊┬ᥦࠊࡋ⩣ᖺ⌮Ꮫ㒊㝃ᒓタ࡚ࡋ⺮ⓑ㉁◊

✲タࡢタ⨨ࡀㄆࠋࡓࢀࡽࡵ�࡚ࡋࡃࡌྠࢆ 1956ᖺࠊ᪥ᮏᏛ⾡㆟⥲ࠊ࡚࠸࠾ᅜඹྠ⏝ࡢሙ࡚ࡋ⺮ⓑ㉁ࡢ

◊✲タࢆタ❧ࡿࡍᚲせࡢࡿ࠶ࡀỴ㆟ࠋࡓࢀࡉ࡞ࡀᅜ❧Ꮫ◊✲ᡤ༠㆟ࡢ✀ࡢࡇࠊࡣタࢆᏛ㝃⨨ࡢඹྠ⏝◊✲

ᡤ࡚ࡋ㜰Ꮫタ⨨ࡀࡇࡿࡍ㐺ᙜ࡛ࡿ࠶⤖ㄽࠋࡓࡋ

�1958ࠊࡣ�㜰Ꮫ⺮ⓑ㉁◊✲ᡤࠊ࡚ࡋᬒ⫼ࢆྥື࡞࠺ࡼࡢࡇࠉ ᖺ 4 ᭶ 1 ᪥ᅜඹྠ⏝◊✲ᡤ࡚ࡋⓎ㊊ࠊࡋ㉥ᇼ

ᅄ㑻ᩍᤵึࡀ௦ᡤ㛗௵ࡢࡑ�ࠋࡓࢀࡉᚋࠊ�ᖺ㆕グ㍕ࡢⓎᒎࠊ࡚⤒ࢆ�⌧ᅾࠊ�ᮏ◊✲ᡤࡣ 4 ◊✲㒊㛛 18 ◊✲ᐊ 1 ࣥࢭ

࣮ࢱ 6◊✲ᐊࡧࡼ࠾ᐤ㝃◊✲㒊㛛 1◊✲ᐊࡿ࡞ࡽయไ2010ࠊࡓࡲ�ࠋࡿ࠸࡚ࡗ฿ࡿ࠼ᩚࢆᖺ 4᭶➨ 1ᮇࡢ⺮ⓑ㉁◊✲

ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲ᣐⅬ࡚ࡋㄆᐃࡢࡑࢀࡉᮇᮎホ౯ࠊ࡚ࡅཷࢆᘬࡁ⥆ࡁ 2016 ᖺᗘࡽ➨ 2 ᮇࡢ⺮ⓑ㉁◊✲ඹྠ⏝࣭

ඹྠ◊✲ᣐⅬࡀ㛤ጞࡀࢃ�ࠊࢀࡉᅜࡢ⺮ⓑ㉁◊✲ࡢ୰᰾ࢸࢽ࣑ࣗࢥ⪅✲◊࡚ࡋ㈉⊩୍ࡢࡵࡓࡿࡍᒙࡢດຊ࠸࡚ࡅ⥆ࢆ

ࠋࡿ࠶࡛ࢁࡇࡿ

2020ࠉ ᖺᗘࠊࡣ�⺮ⓑ㉁⛉Ꮫࡢᛴ㏿࡞㐍Ṍࠊ�ᚑ᮶ࡢᯟࢆ㉺ࡓ࠼᪂࠸ࡋ◊✲ศ㔝ࡢᒎ㛤ᑐᛂࠕ�ࠊࡵࡓࡿࡍከ㝵ᒙ⺮

ⓑ㉁⤫ྜ◊✲㒊㛛 Ꮫ◊✲㒊㛛≀⏕ࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿⓑ㉁⺮ࠕ�ᗫṆࡢࠖ� ࡚ࡵྵࢆ᪂タࡢࠖ� 4 㒊㛛ࡢ⦅ࠕ�ࠊࡽࡉ�ࠊ࠸⾜ࢆ㝃

ᒓ⺮ⓑ㉁ゎᯒඛ➃◊✲࣮ࢱࣥࢭ ࣮ࢱࣥࢭ㝃ᒓ⺮ⓑ㉁ḟୡ௦ᵓ㐀ゎᯒࠕ�ࡽࠖ� ࠋࡓࡗ⾜ࢆ⤌ᨵࡢࠖ�

㸯 ⌮ᛕᒎᮃ

㸰 ἢ㠉

⺮ⓑ㉁◊✲ᡤࡢᴫせ
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� ᖺ㆕ 
1956 ⌮Ꮫ㒊ࡃࡥࢇࡓࠕ㉁◊✲タࠖタ⨨ 

1958 ᅜඹྠ⏝ࡃࡥࢇࡓࠕ㉁◊✲ᡤࠖタ⨨㸦⺮ⓑ㉁᭷ᶵᏛ◊✲㒊㛛ࠊ⺮ⓑ㉁⁐ᾮᏛ◊✲㒊㛛ࠊ⺮ⓑ㉁௦ㅰ◊✲ 

㒊㛛㸧㐠Ⴀ༠㆟Ⓨ㊊ 

1959 㓝⣲ᛂᏛ◊✲㒊㛛ࠊ⺮ⓑ㉁≀⌮ᵓ㐀◊✲㒊㛛ࡢቑタ 

1960 ⺮ⓑ㉁Ꮫᵓ㐀◊✲㒊㛛ࠊ⺮ⓑ㉁⏕⌮ᶵ⬟◊✲㒊㛛ࠊ⺮ⓑ㉁⏕ྜᡂ◊✲㒊㛛ࢆቑタ 

1961 ᪧ୰அᓥࢫࣃࣥࣕ࢟ᮏ㤋㸦4,130 ੍㸧❹ᕤ 

 ⨨タ࣮ࢱࣥࢭࢻࢳࣉ࣌ 1962

1964 ⺮ⓑ㉁≀ᛶ◊✲㒊㛛ࡢቑタ 

1965 㫽グᛕ㤋ෆศᐊ㸦569 ੍㸧ࢆタ⨨ 

1967 ⾑ᾮ⺮ⓑ㉁◊✲㒊㛛ࡢቑタ 

1971 ⌧ᅾࡢ྿⏣ࢫࣃࣥࣕ࢟ᮏ㤋㸦7,873 ੍㸧ཬࡧᶵᲔᲷ㸦644 ੍㸧❹ᕤ 

1972 ⌧ᅾࡢ྿⏣ࢫࣃࣥࣕ࢟⛣㌿ 

1977 ⺮ⓑ㉁ᶵ⬟ホ౯◊✲㒊㛛㸦ᐈဨ㒊㛛㸧ࡢቑタ 

⾑ᾮ⺮ⓑ㉁◊✲㒊㛛ࢆ⺮ⓑ㉁ᶵ⬟ไᚚ◊✲㒊㛛ྡ⛠ኚ᭦ 

1978 ⤖ᬗゎᯒ◊✲࣮ࢱࣥࢭタ⨨ 

1979 ⤖ᬗゎᯒ◊✲࣮ࢱࣥࢭᲷ㸦1,505 ੍㸧ཬࡧ㉸ఏᑟ᰾☢Ẽඹ㬆⨨Ჷ㸦267 ੍㸧❹ᕤ 

1988 ⺮ⓑ㉁ᕤᏛᇶ♏◊✲࣮ࢱࣥࢭタ⨨㸦㝈 10 ᖺ㸧㸦࣮ࢱࣥࢭࢻࢳࣉ࣌ཬࡧ⤖ᬗゎᯒࡢ࣮ࢱࣥࢭᗫṆ࣭㌿㸧 

1998 ⏕యศᏊゎᯒ◊✲࣮ࢱࣥࢭタ⨨㸦㝈 10 ᖺ㸧 

タ⨨㸦㝈࣮ࢱࣥࢭ✲◊ྜ⥲ࢫࢡ࣑࢜ࢸࣟࣉ 2002 10 ᖺ㸧㸦⏕యศᏊゎᯒ◊✲ࡢ࣮ࢱࣥࢭᗫṆ㸧 

2005 ᅜ❧Ꮫἲே㜰Ꮫ㝃⨨⺮ⓑ㉁◊✲ᡤ㸦ᅜඹྠ⏝㸧⛣⾜ 

2005� �  ⏕యศᏊㄆ㆑㸦࢜ࣂࣛ࢝ࢱ㸧ᐤ㝃◊✲㒊㛛ࡢタ⨨ 

2006 ◊✲ᡤᮏయࡢᨵ⤌� 4 ◊✲㒊㛛 12 ◊✲ᐊయไࠋእᅜே◊✲ࡢࣉ࣮ࣝࢢタ⨨ 

2007 ᝈࢫࢡ࣑࢜ࢸࣟࣉ㸦Shimadzu㸧ᐤ㝃◊✲㒊㛛ࡢタ⨨ 

2008      ඹྠ◊✲ᣐⅬᲷ㸦1,149 ੍㸧❹ᕤ 

2009      ᮏ㤋⪏㟈ᨵಟᕤᐇ 

2010     ⺮ⓑ㉁◊✲ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲ᣐⅬㄆᐃ㸦➨୍ᮇ㸸6 ᖺ㛫㸧 

2012 ⺮ⓑ㉁ゎᯒඛ➃◊✲࣮ࢱࣥࢭタ⨨㸦ࡢ࣮ࢱࣥࢭ✲◊ྜ⥲ࢫࢡ࣑࢜ࢸࣟࣉᗫṆ㸧 

2016     ⺮ⓑ㉁◊✲ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲ᣐⅬ࡚ࡋ⥅⥆ㄆᐃ㸦➨ᮇ㸸6 ᖺ㛫㸧 

ከ㝵ᒙ⺮ⓑ㉁⤫ྜ◊✲㒊㛛ࡢタ⨨ 

� � � �  ࡢᵓ㐀⏕≀Ꮫ㸦᪥ᮏ㟁Ꮚ㸧ᐤ㝃◊✲㒊㛛࣮ࣝࢣࢫࢳ࣐ࣝࡧࡼ࠾㸧ᐤ㝃◊✲㒊㛛ࣆࢵࢽᏛ㸦⛉࣒࣮ࢯࢡࣜࢺ࣐ 

タ⨨ 

 ᪥ᮏࠕࡓࢀࡉ⨨タࡵࡓ࠺⾜ࢆ㐃ᦠࡔࢇ㐍ࡾࡼࡀᵓ㐀⏕≀Ꮫ㸦᪥ᮏ㟁Ꮚ㸧ᐤ㝃◊✲㒊㛛࣮ࠖࣝࢣࢫࢳ࣐ࣝࠕ 2018

㟁Ꮚ YOKOGUSHI ༠ാ◊✲ᡤࠖⓎᒎⓗゎᾘ 

2020� � � ከ㝵ᒙ⺮ⓑ㉁⤫ྜ◊✲㒊㛛ࢆ⺮ⓑ㉁ࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ⏕≀Ꮫ◊✲㒊㛛ᨵ⤌ 

⺮ⓑ㉁ḟୡ௦ᵓ㐀ゎᯒ࣮ࢱࣥࢭタ⨨㸦⺮ⓑ㉁ゎᯒඛ➃◊✲ࡢ࣮ࢱࣥࢭᨵ⤌㸧 
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� � � � � � � � � � � � � � � � � � �

Ṕ௦ᡤ㛗 
ึ� ௦  ㉥ ᇼ � ᅄ 㑻  1958 ᖺ  4 ᭶  1 ᪥ 㹼 1961 ᖺ 11 ᭶ 30 ᪥ 

2 � ௦  ఀ ໃ ᮧ ᑑ ୕  1961 ᖺ 12 ᭶  1 ᪥ 㹼 1965 ᖺ 11 ᭶ 30 ᪥ 

3 � ௦  㕥 ᮌ �    1965 ᖺ 12 ᭶  1 ᪥ 㹼 1969 ᖺ  8 ᭶ 14 ᪥ 

4 � ௦  ᡂ ⏣ � ⪔ 㐀  1969 ᖺ  8 ᭶ 15 ᪥ 㹼 1971 ᖺ  8 ᭶ 14 ᪥ 

5 � ௦  ゅ ᡞ � ṇ ኵ  1971 ᖺ  8 ᭶ 15 ᪥ 㹼 1982 ᖺ  4 ᭶  1 ᪥ 

6 � ௦  Ἠ � � ⨾   1982 ᖺ  4 ᭶  2 ᪥ 㹼 1985 ᖺ  3 ᭶ 31 ᪥ 

7 � ௦  బ ⸨ � �   1985 ᖺ  4 ᭶  1 ᪥ 㹼 1987 ᖺ  3 ᭶ 31 ᪥ 

8 � ௦  ᇼ ᑿ � Ṋ ୍  1987 ᖺ  4 ᭶  1 ᪥ 㹼 1989 ᖺ  3 ᭶ 31 ᪥ 

9 � ௦   㒊 � ᖾ ㍤  1989 ᖺ  4 ᭶  1 ᪥ 㹼 1993 ᖺ  3 ᭶ 31 ᪥ 

1 0 ௦  ୰ ᕝ � ඵ 㑻  1993 ᖺ  4 ᭶  1 ᪥ 㹼 1995 ᖺ  3 ᭶ 31 ᪥ 

1 1 ௦  㷂 ᒣ � ᩥ ኵ  1995 ᖺ  4 ᭶  1 ᪥ 㹼 1997 ᖺ  3 ᭶ 31 ᪥ 

1 2 ௦  ி ᴟ � ዲ ṇ  1997 ᖺ  4 ᭶  1 ᪥ 㹼 1999 ᖺ  3 ᭶ 31 ᪥ 

1 3 ௦  ୗ す � ᗣ Ⴙ  1999 ᖺ  4 ᭶  1 ᪥ 㹼 2000 ᖺ  3 ᭶ 31 ᪥ 

1 4 ௦  Ọ  � ඞ ஓ  2000 ᖺ  4 ᭶  1 ᪥ 㹼 2004 ᖺ  3 ᭶ 31 ᪥ 

1 5 ௦  㜿 ஂ ὠ ⚽ 㞝  2004 ᖺ  4 ᭶  1 ᪥ 㹼 2006 ᖺ  3 ᭶ 31 ᪥ 

1 6 ௦  ᭶ ཎ �  Ṋ  2006 ᖺ  4 ᭶  1 ᪥ 㹼 2008 ᖺ  3 ᭶ 31 ᪥ 

1 7 ௦  ┦ ᮏ � ୕ 㑻  2008 ᖺ  4 ᭶  1 ᪥ 㹼 2010 ᖺ  3 ᭶ 31 ᪥ 

1 8 ௦  㛗 ㇂ � ಇ   2010 ᖺ  4 ᭶  1 ᪥ 㹼 2014 ᖺ  3 ᭶ 31 ᪥ 

1 9 ௦  ୰ ᮧ �  ᮌ  2014 ᖺ  4 ᭶  1 ᪥ 㹼 2018 ᖺ 3 ᭶ 31 ᪥ 

2 0 ௦  ୰ ᕝ � ᩔ ྐ  2018 ᖺ  4 ᭶  1 ᪥ 㹼    

 

 

ྡᩍᤵ 

ῦ 㔝 � ᮁ 

㧗ᮌ � ಇኵ 

Ọ � ඞஓ 

㜿ஂὠ⚽㞝 

᭶ཎ � Ṋ 

┦ᮏ � ୕㑻 

㛵ཱྀ � Ύಇ 

⏣ᔱ � ṇ 

㛗㇂ � ಇ 

ྜྷᕝ � ᫂ 

୰ᮧ � ᮌ 

ᚋ⸨ � ♸ඣ 
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㸱� ᶵᵓ 

ᶵᵓᅗ㸦2020 ᖺᗘ㸧 

所長 ᵢᶇᶐᶃᶁᶒᶍᶐ

教授会 ᵤᵿᶁᶓᶊᶒᶗᴾMᶃᶃᶒᶇᶌᶅ

運営協議会 ᵟᶂᶋᶇᶌᶇᶑᶒᶐᵿᶒᶇᶔᶃᴾᵡᶍᶓᶌᶁᶇᶊ

専門委員会 PᵿᶌᶃᶊᴾᶍᶌᴾᵨᶍᶇᶌᶒᴾᵳᶑᵿᶅᶃᵍRᶃᶑᶃᵿᶐᶁᶆ

研究部門 Rᶃᶑᶃᵿᶐᶁᶆᴾᵢᶇᶔᶇᶑᶇᶍᶌ

蛋白質化学研究部門 ᵢᶇᶔᶇᶑᶇᶍᶌᴾᶍᶄᴾPᶐᶍᶒᶃᶇᶌᴾᵡᶆᶃᶋᶇᶑᶒᶐᶗ

蛋白質有機化学研究室 ᵪᵿᶀᶍᶐᵿᶒᶍᶐᶗᴾᶄᶍᶐᴾPᶐᶍᶒᶃᶇᶌᴾᵭᶐᶅᵿᶌᶇᶁᴾᵡᶆᶃᶋᶇᶑᶒᶐᶗᴾ

蛋白質ナノ科学研究室 ᵪᵿᶀᶍᶐᵿᶒᶍᶐᶗᴾᶄᶍᶐᴾNᵿᶌᶍᶀᶇᶍᶊᶍᶅᶗ

分子創製学研究室 ᵪᵿᶀᶍᶐᵿᶒᶍᶐᶗᴾᶄᶍᶐᴾPᶐᶍᶒᶃᶇᶌᴾᵱᶗᶌᶒᶆᶃᶑᶇᶑᴾᵿᶌᶂᴾᵣᶖᶎᶐᶃᶑᶑᶇᶍᶌᴾ

機能・発現プロテオミクス研究室 ᵪᵿᶀᶍᶐᵿᶒᶍᶐᶗᴾᶄᶍᶐᴾPᶐᶍᶒᶃᶇᶌᴾPᶐᶍᶄᶇᶊᶇᶌᶅᴾᵿᶌᶂᴾᵤᶓᶌᶁᶒᶇᶍᶌᵿᶊᴾPᶐᶍᶒᶃᶍᶋᶇᶁᶑᴾ

膜蛋白質化学研究室 ᵪᵿᶀᶍᶐᵿᶒᶍᶐᶗᴾᶄᶍᶐᴾMᶃᶋᶀᶐᵿᶌᶃᴾPᶐᶍᶒᶃᶇᶌᴾᵡᶆᶃᶋᶇᶑᶒᶐᶗᴾ

蛋白質構造生物学研究部門 ᵢᶇᶔᶇᶑᶇᶍᶌᴾᶍᶄᴾPᶐᶍᶒᶃᶇᶌᴾᵱᶒᶐᶓᶁᶒᶓᶐᵿᶊᴾᵠᶇᶍᶊᶍᶅᶗ

機能構造計測学研究室 ᵪᵿᶀᶍᶐᵿᶒᶍᶐᶗᴾᶄᶍᶐᴾMᶍᶊᶃᶁᶓᶊᵿᶐᴾᵠᶇᶍᶎᶆᶗᶑᶇᶁᶑᴾ

蛋白質結晶学研究室 ᵪᵿᶀᶍᶐᵿᶒᶍᶐᶗᴾᶄᶍᶐᴾPᶐᶍᶒᶃᶇᶌᴾᵡᶐᶗᶑᶒᵿᶊᶊᶍᶅᶐᵿᶎᶆᶗᴾ

電子線構造生物学研究室 ᵪᵿᶀᶍᶐᵿᶒᶍᶐᶗᴾᶄᶍᶐᴾᵡᶐᶗᶍᵣMᴾᵱᶒᶐᶓᶁᶒᶓᶐᵿᶊᴾᵠᶇᶍᶊᶍᶅᶗ

超分子構造解析学研究室 ᵪᵿᶀᶍᶐᵿᶒᶍᶐᶗᴾᶄᶍᶐᴾᵱᶓᶎᶐᵿᶋᶍᶊᶃᶁᶓᶊᵿᶐᴾᵡᶐᶗᶑᶒᵿᶊᶊᶍᶅᶐᵿᶎᶆᶗᴾ

蛋白質高次機能学研究部門 ᵢᶇᶔᶇᶑᶇᶍᶌᴾᶍᶄᴾIᶌᶒᶃᶅᶐᵿᶒᶃᶂᴾPᶐᶍᶒᶃᶇᶌᴾᵤᶓᶌᶁᶒᶇᶍᶌᶑ

分子発生学研究室 ᵪᵿᶀᶍᶐᵿᶒᶍᶐᶗᴾᶄᶍᶐᴾMᶍᶊᶃᶁᶓᶊᵿᶐᴾᵿᶌᶂᴾᵢᶃᶔᶃᶊᶍᶎᶋᶃᶌᶒᵿᶊᴾᵠᶇᶍᶊᶍᶅᶗᴾ

ゲノム-染色体機能研究室 ᵪᵿᶀᶍᶐᵿᶒᶍᶐᶗᴾᶄᶍᶐᴾᵥᶃᶌᶍᶋᶃᴾᵿᶌᶂᴾᵡᶆᶐᶍᶋᶍᶑᶍᶋᶃᴾᵤᶓᶌᶁᶒᶇᶍᶌᶑᴾ

高次脳機能学研究室 ᵪᵿᶀᶍᶐᵿᶒᶍᶐᶗᴾᶄᶍᶐᴾᵟᶂᶔᵿᶌᶁᶃᶂᴾᵠᶐᵿᶇᶌᴾᵤᶓᶌᶁᶒᶇᶍᶌᶑ

オルガネラバイオロジー研究室 ᵪᵿᶀᶍᶐᵿᶒᶍᶐᶗᴾᶄᶍᶐᴾᵭᶐᶅᵿᶌᶃᶊᶊᶃᴾᵠᶇᶍᶊᶍᶅᶗᴾ

蛋白質ネットワーク生物学研究部門 ᵢᶇᶔᶇᶑᶇᶍᶌᴾᶍᶄᴾPᶐᶍᶒᶃᶇᶌᴾNᶃᶒᶕᶍᶐᶉᴾᵠᶇᶍᶊᶍᶅᶗᴾ

細胞システム研究室 ᵪᵿᶀᶍᶐᵿᶒᶍᶐᶗᴾᶄᶍᶐᴾᵡᶃᶊᶊᴾᵱᶗᶑᶒᶃᶋᶑ

計算生物学研究室 ᵪᵿᶀᶍᶐᵿᶒᶍᶐᶗᴾᶄᶍᶐᴾᵡᶍᶋᶎᶓᶒᵿᶒᶇᶍᶌᵿᶊᴾᵠᶇᶍᶊᶍᶅᶗ

細胞核動態情報研究室 ᵪᵿᶀᶍᶐᵿᶒᶍᶐᶗᴾᶄᶍᶐᴾNᶓᶁᶊᶃᵿᶐᴾᵢᶗᶌᵿᶋᶇᶁᶑ

感染病態システム研究室 ᵪᵿᶀᶍᶐᵿᶒᶍᶐᶗᴾᶄᶍᶐᴾIᶌᶄᶃᶁᶒᶇᶍᶌᴾᵱᶗᶑᶒᶃᶋᶑ

客員PI研究室 ᵪᵿᶀᶍᶐᵿᶒᶍᶐᶗᴾᶍᶄᴾᵴᶇᶑᶇᶒᶇᶌᶅᴾᵱᶁᶇᶃᶌᶒᶇᶑᶒᶑᴾ

附属施設 ᵱᶎᶃᶁᶇᵿᶊᴾRᶃᶑᶃᵿᶐᶁᶆᴾᵤᵿᶁᶇᶊᶇᶒᶇᶃᶑ

蛋白質次世代構造解析センター RᶃᶑᶃᵿᶐᶁᶆᴾᵡᶃᶌᶒᶃᶐᴾᶄᶍᶐᴾNᶃᶖᶒ-ᵥᶃᶌᶃᶐᵿᶒᶇᶍᶌᴾPᶐᶍᶒᶃᶇᶌᴾᵱᶁᶇᶃᶌᶁᶃᶑ

プロテインデータバンク研究室 Pᶐᶍᶒᶃᶇᶌᴾᵢᵿᶒᵿᴾᵠᵿᶌᶉᴾᵨᵿᶎᵿᶌ

高磁場NMR分光学研究室 ᵪᵿᶀᶍᶐᵿᶒᶍᶐᶗᴾᶄᶍᶐᴾᵳᶊᶒᶐᵿ-ᵦᶇᶅᶆᴾMᵿᶅᶌᶃᶒᶇᶁᴾᵤᶇᶃᶊᶂᴾNMRᴾᵱᶎᶃᶁᶒᶐᶍᶑᶁᶍᶎᶗ

高輝度放射光結晶解析研究室 ᵪᵿᶀᶍᶐᵿᶒᶍᶐᶗᴾᶄᶍᶐᴾᵱᶗᶌᶁᶆᶐᶍᶒᶐᶍᶌᴾRᵿᶂᶇᵿᶒᶇᶍᶌᴾRᶃᶑᶃᵿᶐᶁᶆ

高分解能クライオ電子顕微鏡研究室 ᵪᵿᶀᶍᶐᵿᶒᶍᶐᶗᴾᶄᶍᶐᴾᵦᶇᶅᶆᴾRᶃᶑᶍᶊᶓᶒᶇᶍᶌᴾᵡᶐᶗᶍ-ᵣM

生体分子解析研究室 ᵪᵿᶀᶍᶐᵿᶒᶍᶐᶗᴾᶄᶍᶐᴾᵠᶇᶍᶋᶍᶊᶃᶁᶓᶊᵿᶐᴾᵟᶌᵿᶊᶗᶑᶇᶑ

産学・国際連携研究室 ᵭᶎᶃᶌᴾᵱᶎᵿᶁᶃᴾᵪᵿᶀᶍᶐᵿᶒᶍᶐᶗᴾᶄᶍᶐᴾᵟᶂᶔᵿᶌᶁᶃᶂᴾPᶐᶍᶒᶃᶇᶌᴾᵱᶁᶇᶃᶌᶁᶃᴾ

寄附研究部門 ᵢᶇᶔᶇᶑᶇᶍᶌᴾᶍᶄᴾᵢᶍᶌᵿᶒᶃᶂᴾᵤᶓᶌᶂᴾRᶃᶑᶃᵿᶐᶁᶆ

マトリクソーム科学（ニッピ）寄附研究部門 ᵢᶇᶔᶇᶑᶇᶍᶌᴾᶄᶍᶐᴾMᵿᶒᶐᶇᶖᶍᶋᶃᴾRᶃᶑᶃᵿᶐᶁᶆᴾᵿᶌᶂᴾᵟᶎᶎᶊᶇᶁᵿᶒᶇᶍᶌᴾ

技術部 ᵲᶃᶁᶆᶌᶍᶊᶍᶅᶗᴾᵢᶇᶔᶇᶑᶇᶍᶌ

事務部 ᵟᶂᶋᶇᶌᶇᶑᶒᶐᵿᶒᶇᶍᶌ

庶務係 ᵥᶃᶌᶃᶐᵿᶊᴾᵟᶄᶄᵿᶇᶐᶑᴾᵱᶃᶁᶒᶇᶍᶌ

会計係 ᵟᶁᶁᶍᶓᶌᶒᶇᶌᶅᴾᵱᶃᶁᶒᶇᶍᶌ

拠点プロジェクト班 PᶐᶍᶈᶃᶁᶒᴾᵲᶃᵿᶋᴾᶍᶄᴾᵨᶍᶇᶌᶒᴾᵳᶑᵿᶅᶃᴾᵍᴾRᶃᶑᶃᵿᶐᶁᶆᴾᵡᶃᶌᶒᶃᶐ

研究支援係 Rᶃᶑᶃᵿᶐᶁᶆᴾᵱᶓᶎᶎᶍᶐᶒᴾᵱᶃᶁᶒᶇᶍᶌ

広報室 PᶓᶀᶊᶇᶁᴾRᶃᶊᵿᶒᶇᶍᶌᶑᴾᵭᶄᶄᶇᶁᶃ

図書室 ᵪᶇᶀᶐᵿᶐᶗ

卒業生担当室 IPRᴾᵟᶊᶓᶋᶌᶇᴾᵭᶄᶄᶇᶁᶃ
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㸲� ◊✲ᡤࡢ㐠Ⴀ 

㸲㸫㸯� ᩍᤵ 

⺮ⓑ㉁◊✲ᡤࡢ㐠Ⴀࠊࡵࡓࡢᑓ௵ᩍᤵࡿ࡞ࡽ⺮ⓑ㉁◊✲ᡤᩍᤵ㸦௨ୗࠕᩍᤵ 㸧ࠖࠊ࡚ࡋ⧊⤌ࢆẖ᭶ᐃࡢᩍᤵ

ࢆ㛤ദྛࠊࡋ✀㡯ࡢᑂ㆟ࠊሗ࿌ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆᩍᤵࡣ◊✲ᡤࡢᑓ௵ᩍᤵࡶຍࠋࡿ࠸࡚ࡗࢃ 

㸲㸫㸰� ⿵బ㆟ 

2004 ᖺ 4 ᭶ࡾࡼᡤ㛗 2 ࡕ࠺ࡢᡤ㛗ࠋࡿ࠸࡚ࡋẖ᭶㛤ദࢆᡤ㛗⿵బ㆟ࡓࡵྵࢆ㛗࣮ࢱࣥࢭࠊࡁ࠾ࢆྡ 1 ࠊࡣྡ

ඹ㏻タ㐠Ⴀጤဨጤဨ㛗ࡀࢀࡇࠊࡾ࠾࡚࡚࠶ࢆ◊✲ᡤࡢᇳ⾜㒊࡚ࡋᶵ⬟ࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

㸲㸫㸱� ᡤእጤဨࡴྵࢆጤဨ 

ᅜඹྠ⏝◊✲ᡤ࡚ࡋᏛෆእࡢᏛ㆑◊✲⪅ࠕࡴྵࢆ⺮ⓑ㉁◊✲ᡤ㐠Ⴀ༠㆟ ✲◊ⓑ㉁⺮ࠕࡴྵࢆ⪅✲◊⥺୍➨ࡢᏛෆእࠊࠖ

ᡤᑓ㛛ጤဨࠖࢆタ⨨ࠊ࡚ࡋ◊✲άືࠊ㐠Ⴀ≧ἣᑐࡿࡍᥦゝࠕࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡅཷࢆ⺮ⓑ㉁◊✲ᡤ㝃ᒓ⺮ⓑ㉁ḟୡ௦ᵓ㐀ゎᯒ

ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲ᑓ࣒࣮ࣥࣛࣅయ㉸ศᏊ」ྜయᵓ㐀ゎᯒ⏕ࠕࠊඹ࠺⾜ࢆ㐠Ⴀࡢ࣮ࢱࣥࢭࠊࡾࡼ㐠Ⴀጤဨ࣮ࠖࢱࣥࢭ

㛛㒊 ᑓ㛛㒊ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹⓑ㉁❧యᵓ㐀⺮ࠕࠊࠖ ㉸㧗☢ሙࠕࠊࠖ NMR ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲ᑓ㛛㒊ࠖ࢜ࣛࢡࠕࡧࡼ࠾㟁Ꮚ㢧

ᚤ㙾ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲ᑓ㛛㒊ࠖࢆタࠊࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࠊ࣒࣮ࣥࣛࣅࠊ࡚ࡅ㉸㧗☢ሙ NMR࢜ࣛࢡࠊ㟁Ꮚ㢧ᚤ㙾ࡢά⏝ࢆ

ᅗྛ࠺ࡼࡢࡇࠋࡿ࠸࡚ࡗ✀ጤဨ࡚࠸࠾Ꮫእ◊✲⪅ࢆጤဨ࡚ࡋ㏄ࠊ࠼እ㒊ࡢࡽពぢࠊホ౯ࡾྲྀࡢධࠊࢀඹྠ⏝ࡢ

᥎㐍ࢆᅗࠋࡿ࠸࡚ࡗ 

㜰Ꮫ⺮ⓑ㉁◊✲ᡤ㐠Ⴀ༠㆟ጤဨྡ⡙� � � � � � � � � � 㸦2020 ᖺ 4 ᭶ 1 ᪥⌧ᅾ㸧 

༊� ศ Ặ� ྡ ᡤ� ᒓ ⫋� ྡ ௵� ᮇ 

㆟� 㛗 ୰ᕝ� ᩔྐ 㜰Ꮫ⺮ⓑ㉁◊✲ᡤ ᡤ� 㛗 2018.4.1 㹼 2022.3.31 

Ꮫ
ෆ
ጤ
ဨ 

ୗᲄ� ┿ྖ 㜰Ꮫ࣮ࢱࣥࢭࢹ࣓࣮ࣂࢧ ᩍ� ᤵ 2017.4.1 㹼 2021.3.31 

㛗⃝� ୣྖ 㜰Ꮫ⏕ᶵ⬟◊✲⛉ ᩍ� ᤵ 2017.4.1 㹼 2021.3.31 

୕ᮌ� ⿱᫂ 㜰Ꮫᚤ⏕≀◊✲ᡤ ᩍ� ᤵ 2018.4.1 㹼 2022.3.31 

ᚿ㈡� ྥᏊ 㜰ᏛᏛ㝔⌮Ꮫ◊✲⛉ ᩍ� ᤵ 2019.4.1 㹼 2021.3.31 

㎷ᕝ�  㜰ᏛᏛ㝔⸆Ꮫ◊✲⛉ ᩍ� ᤵ 2020.4.1 㹼 2022.3.31 

Ꮫ
እ
ጤ
ဨ 

㐲⸨� � ồ 
ዉⰋඛ➃⛉Ꮫᢏ⾡Ꮫ㝔Ꮫ 
ඛ➃⛉Ꮫᢏ⾡◊✲⛉ࢫ࢚ࣥࢧ࢜ࣂ

㡿ᇦ 
ᩍ� ᤵ 2018.4.2 㹼 2022.3.31 

ᑠᯘ� Ṋᙪ ᮾிᏛᐃ㔞⏕⛉Ꮫ◊✲ᡤ ᩍ� ᤵ 2018.4.1 㹼 2022.3.31 

ᓥ⏣� ⨾ᶞ 㫽ྲྀᏛ་Ꮫ㒊㝃ᒓ㝔 ᩍᤵ㸭 
⸆㒊㛗 2018.4.1 㹼 2022.3.31 

୰ᒣ� ₶୍ Ꮫඹྠ⏝ᶵ㛵ἲே 
⮬↛⛉Ꮫ◊✲ᶵᵓ� ᇶ♏⏕≀Ꮫ◊✲ᡤ ᩍ� ᤵ 2018.4.1 㹼 2022.3.31 
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⚟⃝� ⚽ဢ ி㒔ᏛᏛ㝔⏕⛉Ꮫ◊✲⛉ ᩍ� ᤵ 2018.4.1 㹼 2022.3.31 

ୖᮧ�  ᰴᘧ♫⸆᥈⣴◊✲ᡤ ୖᖍ◊✲ဨ 2020.4.1 㹼 2022.3.31࣐࣮ࣇᖇே ࡾࡳ

ゅ⏣� 㐩ᙪ ᮾிᏛᏛ㝔⌮Ꮫ⣔◊✲⛉ ᩍ� ᤵ 2020.4.1 㹼 2022.3.31 

Ύᐑ� ၨஅ බ┈㈈ᅋἲேࢇࡀ◊✲� Ꮫ⒪ࢇࡀ

ἲ࣮ࢱࣥࢭศᏊ⏕≀⒪◊✲㒊 㒊� 㛗 2020.4.1 㹼 2022.3.31 

 
㜰Ꮫ⺮ⓑ㉁◊✲ᡤ㝃ᒓ⺮ⓑ㉁ḟୡ௦ᵓ㐀ゎᯒ࣮ࢱࣥࢭ㐠Ⴀጤဨྡ⡙ 

㸦2020 ᖺ 10 ᭶ 1 ᪥⌧ᅾ㸧 

༊� ศ Ặ� ྡ ᡤ� ᒓ ⫋� ྡ ௵� ᮇ 

ጤဨ㛗 ୰ᕝ� ᩔྐ 㜰Ꮫ⺮ⓑ㉁◊✲ᡤ ᡤ� 㛗 2018.4.1 㹼 2022.3.31 

ᡤ
ෆ
ጤ
ဨ 

ᰩᰨ� ※Ⴙ 㜰Ꮫ⺮ⓑ㉁◊✲ᡤ ᩍ� ᤵ 2018.4.1 㹼 2022.3.31 

㧗ᮌ� ῟୍ 㜰Ꮫ⺮ⓑ㉁◊✲ᡤ ᩍ� ᤵ 2012.4.1 㹼 2022.3.31 

㧗ᑿ� ᩄᩥ 㜰Ꮫ⺮ⓑ㉁◊✲ᡤ ᩍ� ᤵ 2019.4.1 㹼 2021.3.31 

Ꮫෆ 
ጤဨ ගᒸ� � ⸅ 㜰Ꮫ㉸㧗ᅽ㟁Ꮚ㢧ᚤ㙾࣮ࢱࣥࢭ ᩍ� ᤵ 2015.4.1 㹼 2021.3.31 

Ꮫእ 
ጤဨ ᵽཱྀ� ⰾᶞ රᗜ┴❧Ꮫ Ꮫ㛗 2015.4.1 㹼 2021.3.31 

 

㜰Ꮫ⺮ⓑ㉁◊✲ᡤᑓ㛛ጤဨጤဨྡ⡙ 
㸦2020 ᖺ 10 ᭶ 1 ᪥⌧ᅾ㸧 

༊� ศ Ặ� ྡ ᡤ� ᒓ ⫋� ྡ ௵� ᮇ 

ጤဨ㛗 ᒣୗ� ᩔᏊ ᒸᒣᏛᏛ㝔་ṑ⸆Ꮫ⥲ྜ◊✲⛉ ᩍ� ᤵ 2020.4.1 㹼 2021.3.31 

Ꮫእጤဨ 

ᚋ⸨� Ꮚ 㔠ἑᏛࢇࡀ㐍ᒎไᚚ◊✲ᡤ ᩍ� ᤵ 2020.4.1 㹼 2022.3.31 

㇏ᓥ� ᩥᏊ ி㒔Ꮫ࣭ࢫࣝ࢘⏕་⛉Ꮫ◊✲ᡤ ᩍ� ᤵ 2020.4.1 㹼 2022.3.31 

ฟᮧ� ㄔ 
ᾏ㐨Ꮫ 
Ꮫ㝔ඛ➃⏕⛉Ꮫ◊✲㝔 ᩍ� ᤵ 2020.4.1 㹼 2022.3.31 

ຍ⸨� ᖾᡂ 
ᮾᏛ 
ᮍ᮶⛉Ꮫᢏ⾡ඹྠ◊✲࣮ࢱࣥࢭ ᩍ� ᤵ 2019.4.1 㹼 2021.3.31 

῝⏣� ྜྷᏕ ᮾிᏛᏛ㝔⌮Ꮫ⣔◊✲⛉ ᩍ� ᤵ 2019.4.1 㹼 2021.3.31 

ᒣୗ� ᩔᏊ ᒸᒣᏛᏛ㝔་ṑ⸆Ꮫ⥲ྜ◊✲⛉ ᩍ� ᤵ 2019.4.1 㹼 2021.3.31 

Ꮫෆጤဨ 
⏥ᩫ� ṓ 㜰ᏛᏛ㝔⏕ᶵ⬟◊✲⛉ ᩍ� ᤵ 2020.4.1 㹼 2022.3.31 

ෆᒣ  㐍 㜰ᏛᏛ㝔ᕤᏛ◊✲⛉ ᩍ� ᤵ 2019.4.1 㹼 2021.3.31 

ᡤෆጤဨ 
୰ᕝ� ᩔྐ 㜰Ꮫ⺮ⓑ㉁◊✲ᡤ㸦ᡤ㛗㸧 ᩍ� ᤵ 2020.4.1 㹼 2022.3.31 

㧗ᮌ� ῟୍ 
㜰Ꮫ⺮ⓑ㉁◊✲ᡤ 
ศᏊ〇Ꮫ◊✲ᐊ ᩍ� ᤵ 2020.4.1 㹼 2022.3.31 
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� � � � � � � � � � � � � � � � � � �

ᲄ� ⿱ಙ 㜰Ꮫ⺮ⓑ㉁◊✲ᡤ 
⺮ⓑ㉁᭷ᶵᏛ◊✲ᐊ ᩍ� ᤵ 2020.4.1 㹼 2022.3.31 

ཎ⏣� ᜨ 
㜰Ꮫ⺮ⓑ㉁◊✲ᡤ 
⺮ⓑ㉁ࣀࢼ⛉Ꮫ◊✲ᐊ ᩍ� ᤵ 2019.4.1 㹼 2021.3.31 

㸦ὀ㸧2015 ᖺ 4 ᭶ 1 ᪥ᑓ㛛ጤဨつ⛬ࡢᨵṇࢆ⧊⤌ࠊࡾࡼ௨ୗࡢᵓᡂ࠺ࡼࡿ࡞ኚ᭦ࠋࡓࡋ 

� � � ᡤ㛗㸦1 ྡ㸧ࠊ◊✲ᡤࡢᑓ௵ᩍᤵཪࡣᩍᤵ㸦3 ྡ㸧ࠊ◊✲ᡤ௨እࡢ㜰Ꮫࡢᑓ௵ࡢᩍᤵཪࡣᩍᤵ㸦2 ྡ㸧ࠊ 

ᏛእࡢᏛ㆑◊✲⪅㸦6 ྡ㸧 

 

㜰Ꮫ⺮ⓑ㉁◊✲ᡤࠕඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲ࠖጤဨጤဨྡ⡙ 
㸦2020 ᖺ 10 ᭶ 1 ᪥⌧ᅾ㸧 

Ặ� � ྡ ᡤ� � ᒓ ⫋� ྡ ഛ� � ⪃ 

㧗ᮌ� ῟୍ ศᏊ〇Ꮫ◊✲ᐊ ᩍ� ᤵ 
ጤဨ㛗 
（2020.4.1㹼2022.3.31） 

ཎ⏣� ᜨ ⺮ⓑ㉁ࣀࢼ⛉Ꮫ◊✲ᐊ ᩍ� ᤵ 
ጤဨ㛗 
（2020.4.1㹼2022.3.31） 

⸨ཎ� ᩄ㐨 ᶵ⬟ᵓ㐀ィ Ꮫ◊✲ᐊ ᩍ� ᤵ �  

ᰩᰨ� ※Ⴙ ⺮ⓑ㉁⤖ᬗᏛ◊✲ᐊ ᩍ� ᤵ �  

⠛ཎ� ᙲ ࣒ࣀࢤ㸫ᰁⰍయᶵ⬟◊✲ᐊ ᩍ� ᤵ �  

ྂᕝ� ㈗ஂ ศᏊⓎ⏕Ꮫ◊✲ᐊ ᩍ� ᤵ �  

㧗ᑿ� ᩄᩥ ᶵ⬟࣭Ⓨ⌧ࢫࢡ࣑࢜ࢸࣟࣉ◊✲ᐊ ᩍ� ᤵ �  

୰ᕝ� ᩔྐ ㉸ศᏊᵓ㐀ゎᯒᏛ◊✲ᐊ ᩍ� ᤵ �  

ᲄ� ⿱ಙ ⺮ⓑ㉁᭷ᶵᏛ◊✲ᐊ ᩍ� ᤵ �  

ᒸ⏣� ┾㔛Ꮚ ⣽⬊࣒ࢸࢫࢩ◊✲ᐊ ᩍ� ᤵ �  

⏣� ㈗ಇ 㧗ḟ⬻ᶵ⬟Ꮫ◊✲ᐊ ᩍ� ᤵ �  

ຍ⸨� ㈗அ 㟁Ꮚ⥺ᵓ㐀⏕≀Ꮫ◊✲ᐊ ᩍ� ᤵ �  

Ỉཱྀ� ㈼ྖ ィ⟬⏕≀Ꮫ◊✲ᐊ ᩍ� ᤵ �  

୰� ṇே ࣮ࢪࣟ࢜ࣂࣛࢿ࢞ࣝ࢜◊✲ᐊ ᩍᤵ �  

ᐑࣀධ� ὒᖹ�  
㝃ᒓ⺮ⓑ㉁ḟୡ௦ᵓ㐀ゎᯒ࣮ࢱࣥࢭ 
㸦㧗☢ሙ NMR ศගᏛ◊✲ᐊ㸧 ᩍᤵ �  

ᒣୗ� ᰤᶞ 
㝃ᒓ⺮ⓑ㉁ḟୡ௦ᵓ㐀ゎᯒ࣮ࢱࣥࢭ 
㸦㧗㍤ᗘᨺᑕග⤖ᬗゎᯒ◊✲ᐊ㸧 ᩍᤵ �  
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⏕య㉸ศᏊ」ྜయᵓ㐀ゎᯒ࣒࣮ࣥࣛࣅඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲ᑓ㛛㒊ጤဨྡ⡙  
㸦2020 ᖺ 10 ᭶ 1 ᪥⌧ᅾ㸧 

Ặ� � ྡ� ᡤ� � ᒓ� ⫋� ྡ� ௵� � ᮇ� ഛ� � ⪃�

୰ᕝ� ᩔྐ�
㜰Ꮫ⺮ⓑ㉁◊✲ᡤ�

㉸ศᏊᵓ㐀ゎᯒᏛ◊✲ᐊ�
ᩍ� ᤵ� 2020.4.1㹼2022.3.31 

ᑓ㛛㒊㛗�

㸦2020.4.1㹼2022.3.31㸧�

1ྕጤဨ�

ᰩᰨ� ※Ⴙ�
㜰Ꮫ⺮ⓑ㉁◊✲ᡤ�

⺮ⓑ㉁⤖ᬗᏛ◊✲ᐊ�
ᩍ� ᤵ� 2020.4.1㹼2022.3.31 1ྕጤဨ�

ᒣୗ� ᰤᶞ�

㜰Ꮫ⺮ⓑ㉁◊✲ᡤ�

㝃ᒓ⺮ⓑ㉁ḟୡ௦ᵓ㐀ゎᯒࢭ

�࣮ࢱࣥ

㧗㍤ᗘᨺᑕග⤖ᬗゎᯒ◊✲ᐊ�

ᩍᤵ� 2020.4.1㹼2022.3.31 1ྕጤဨ�

⏣� ᕭ� 㜰ᏛᏛ㝔⌮Ꮫ◊✲⛉� ᩍ� ᤵ� 2020.4.1㹼2022.3.31 2ྕጤဨ�

ᵽཱྀ� ⰾᶞ�
රᗜ┴❧ᏛᏛ㝔�

⏕⌮Ꮫ◊✲⛉�
ᩍ� ᤵ� 2020.4.1㹼2022.3.31 3ྕጤဨ�

 

⺮ⓑ㉁❧యᵓ㐀ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹᑓ㛛㒊ጤဨྡ⡙ 
㸦2020 ᖺ 4 ᭶ 1 ᪥⌧ᅾ㸧 

Ặ� � ྡ� ᡤ� � ᒓ� ⫋� ྡ� ௵� � ᮇ� ഛ� � ⪃�

ᰩᰨ� ※Ⴙ�
㜰Ꮫ⺮ⓑ㉁◊✲ᡤ�

⺮ⓑ㉁⤖ᬗᏛ◊✲ᐊ�
ᩍ� ᤵ� 2020.4.1㹼2022.3.31 

ᑓ㛛㒊㛗�

㸦2020.4.1㹼2022.3.31㸧 
➨ 1 ྕጤဨ 

⸨ཎ� ᩄ㐨�
㜰Ꮫ⺮ⓑ㉁◊✲ᡤ�

ᶵ⬟ᵓ㐀ィ Ꮫ◊✲ᐊ�
ᩍ� ᤵ� 2020.4.1㹼2022.3.31 ➨ 1 ྕጤဨ 

ගᒸ� ⸅�
㜰Ꮫ㉸㧗ᅽ㟁Ꮚ㢧ᚤ㙾ࢭ

�࣮ࢱࣥ
ᩍ� ᤵ� 2020.4.1㹼2022.3.31 ➨ 2 ྕጤဨ 

⚄⏣� ㍜� ᕞᏛ⏕య㜵ᚚ་Ꮫ◊✲ᡤ� ᩍ� ᤵ� 2020.4.1㹼2022.3.31 ➨ 3 ྕጤဨ 

༓⏣� ಇဢ�
㧗࣮ࢠࣝࢿ࢚ຍ㏿ჾ◊✲ᶵ

ᵓ࣭≀㉁ᵓ㐀⛉Ꮫ◊✲ᡤ�
ᩍ� ᤵ� 2020.4.1㹼2022.3.31 ➨ 3 ྕጤဨ 

ᒣᮏ� 㞞㈗�

⌮Ꮫ◊✲ᡤᨺᑕග⛉Ꮫ⥲ྜ

࣒ࢸࢫࢩ⏝࣭࣮ࢱࣥࢭ✲◊

㛤Ⓨ◊✲㒊㛛�

㒊㛛㛗� 2020.4.1㹼2022.3.31 ➨ 3 ྕጤဨ 

㰻⸨� ⣧୍�
༠ࣥࣜ࢟ᰴᘧ♫�

పศᏊ་⸆◊✲ᡤ�
◊✲ᡤ㛗� 2020.4.1㹼2022.3.31 ➨ 3 ྕጤဨ 

Bong-Jin Lee 
Seoul National University 
College of Pharmacy㸦㡑ᅜ㸧 Professor 2020.4.1㹼2022.3.31 ➨ 3 ྕጤဨ 

Chwan-Deng 

Hsiao 
Academia Sinica㸦ྎ‴㸧 

Professor 
and 
Research 
Fellow 

2020.4.1㹼2022.3.31 ➨ 3 ྕጤဨ 

 

㉸㧗☢ሙ NMR ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲ᑓ㛛㒊ጤဨྡ⡙ 
㸦2020 ᖺ 10 ᭶ 1 ᪥⌧ᅾ㸧 

Ặ� � ྡ� ᡤ� � ᒓ� ⫋� ྡ� ௵� � ᮇ� ഛ� � ⪃�

⸨ཎ� ᩄ㐨�
㜰Ꮫ⺮ⓑ㉁◊✲ᡤ�

ᶵ⬟ᵓ㐀ィ Ꮫ◊✲ᐊ�
ᩍ� ᤵ� 2020.4.1㹼2022.3.31 

ᑓ㛛㒊㛗�

㸦2020.4.1㹼2022.3.31㸧�

1ྕጤဨ�

ᲄ� ⿱ಙ�
㜰Ꮫ⺮ⓑ㉁◊✲ᡤ�

⺮ⓑ㉁᭷ᶵᏛ◊✲ᐊ�
ᩍ� ᤵ� 2020.4.1㹼2022.3.31 1ྕጤဨ�

ᐑࣀධ� ὒᖹ�

㜰Ꮫ⺮ⓑ㉁◊✲ᡤ�

㝃ᒓ⺮ⓑ㉁ḟୡ௦ᵓ㐀ゎᯒࢭ

�㸦㧗☢ሙNMRศගᏛ◊✲ᐊ㸧࣮ࢱࣥ

ᩍᤵ� 2020.4.1㹼2022.3.31 1ྕጤဨ  
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� � � � � � � � � � � � � � � � � � �

ஂಖ� ᛅᜤ� 㜰ᏛᏛ㝔⸆Ꮫ◊✲⛉� ᩍ� ᤵ� 2020.4.1㹼2022.3.31 2ྕጤဨ�

∦ᖹ� ṇே�
ி㒔Ꮫ࣮ࢠࣝࢿ࢚⌮ᕤᏛ◊

✲ᡤ�
ᩍ� ᤵ� 2020.4.1㹼2022.3.31 3ྕጤဨ�

ຍ⸨� ୍�
⮬↛⛉Ꮫ◊✲ᶵᵓ�

⏕ᡂ᥈✲࣮ࢱࣥࢭ�
ᩍ� ᤵ� 2020.4.1㹼2022.3.31 3ྕጤဨ�

ᘅ᫂� ⚽୍�
ྡྂᒇᏛᏛ㝔⸆⛉Ꮫ◊

✲⛉�
ᩍ� ᤵ� 2020.4.1㹼2022.3.31 3ྕጤဨ�

ඣᔱ� 㛗ḟ㑻�
ᶓᅜ❧ᏛᏛ㝔ᕤᏛ◊✲

㝔�
ᩍ� ᤵ� 2020.4.1㹼2022.3.31 3ྕጤဨ�

 

 㟁Ꮚ㢧ᚤ㙾ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲ᑓ㛛㒊ጤဨྡ⡙࢜ࣛࢡ
㸦2020 ᖺ 10 ᭶ 1 ᪥⌧ᅾ㸧 

Ặ� � ྡ� ᡤ� � ᒓ� ⫋� ྡ� ௵� � ᮇ� ഛ� � ⪃�

ຍ⸨� ㈗அ�
㜰Ꮫ⺮ⓑ㉁◊✲ᡤ�

㟁Ꮚ⥺ᵓ㐀⏕≀Ꮫ◊✲ᐊ�
ᩍ� ᤵ� 2020.4.1㹼2022.3.31 

ᑓ㛛㒊㛗�

(2020.4.1㹼2022.3.31㸧�

1ྕጤဨ�

㧗ᮌ� ῟୍�
㜰Ꮫ⺮ⓑ㉁◊✲ᡤ�

ศᏊ〇Ꮫ◊✲ᐊ�
ᩍ� ᤵ� 2020.4.1㹼2022.3.31 1ྕጤဨ�

ᯇᮌ� 㝧�
㜰Ꮫ⺮ⓑ㉁◊✲ᡤ�

ᶵ⬟ᵓ㐀ィ Ꮫ◊✲ᐊ�
ᩍᤵ� 2020.4.1㹼2022.3.31 1ྕጤဨ�

᪻� 㝯ⱥ� 㜰ᏛᏛ㝔⌮Ꮫ◊✲⛉� ᩍ� ᤵ� 2020.4.1㹼2022.3.31 2ྕጤဨ�

ᔱ� ⠜�
ྡྂᒇᏛᏛ㝔⸆⛉Ꮫ◊

✲⛉�
ᩍ� ᤵ� 2020.4.1㹼2022.3.31 3ྕጤဨ�

ᮧ⏣� ⩏�
⮬↛⛉Ꮫ◊✲ᶵᵓ�

⏕ᡂ᥈✲࣮ࢱࣥࢭ�
≉௵ᩍᤵ� 2020.4.1㹼2022.3.31 3ྕጤဨ�

ᒾᓮ� ᠇�
⟃ἼᏛ⏕Ꮡࢫࢡ࣑ࢼࢲ◊

�࣮ࢱࣥࢭ✲
ᩍ� ᤵ� 2020.4.1㹼2022.3.31 3ྕጤဨ�

 

㸲㸫㸲� ᡤෆྛ✀ጤဨ 
ᡤෆ࡛ࠊࡣ௨ୗࡢጤဨࢆタ⨨ࠊ࡚ࡋ◊✲ᡤࡢ㐠Ⴀ࡞✲◊ࠊ㛵ྛࡿࡍᑓ㛛㡯ࢆᑂ㆟ࠋࡿ࠸࡚ࡋ �  㸦2020 ᖺᗘศ㸧 

ጤဨྡ ጤဨᵓᡂ ጤဨ㛗 

⏘Ꮫᐁ㐃ᦠၥ㢟ጤဨ ᩍᤵᵓᡂဨ㸦ᩍᤵࠊᩍᤵ㸧 
ᡤ㛗 
୰ᕝ� ᩔྐ 

㛗ᮇィ⏬ጤဨ 
ᡤ㛗ࠊᡤ㛗࣮ࢱࣥࢭࠊ㛗 
ᩍᤵ㑅ฟ㸦◊✲ᐊ௵㸧 

ᡤ㛗 
୰ᕝ� ᩔྐ 

㛗ᮇィ⏬ጤဨ ᘓ≀ᩚഛᑓ㛛ጤဨ 

ඹ㏻タ㐠Ⴀጤဨጤဨ㛗࣭ጤဨ㛗ࠊᏳ⾨⏕ጤ

ဨጤဨ㛗ࠊᨺᑕ⥺Ᏻጤဨጤဨ㛗ືࠊ≀ᐇ㦂ጤ

ဨጤဨ㛗ࠊ㑇ఏᏊ⤌࠼ᐇ㦂Ᏻጤဨጤဨ㛗ࠊ

 ᩍᤵ㑅ฟ㸦◊✲ᐊ௵㸧ࠊ㛗࣮ࢱࣥࢭ

ᡤ㛗ᣦྡጤဨ 
ྂᕝ� ㈗ஂ 

㛗ᮇィ⏬ጤဨ 
◊✲ศ㔝࣭యไ᳨ウᑓ㛛

ጤဨ 
ᡤ㛗ࠊᡤ㛗ࠊᩍᤵ㑅ฟ㸦◊✲ᐊ௵㸧 

ᡤ㛗ᣦྡጤဨ 
⠛ཎ� ᙲ 

⺮ⓑ㉁◊✲ᡤ௦㆟ဨ 
ᡤ㛗ࠊ➹㢌ᡤ㛗ࠊ⺮ⓑ㉁Ꮫ◊✲㒊㛛࣭⺮ⓑ㉁ᵓ

㐀⏕≀Ꮫ◊✲㒊㛛࣭⺮ⓑ㉁㧗ḟᶵ⬟Ꮫ◊✲㒊㛛㑅ฟ

㸦ᩍᤵྛ 1 ྡ㸧࣮ࢱࣥࢭࠊ㛗 

ᡤ㛗 
୰ᕝ� ᩔྐ 

ホ౯ጤဨ 
㜰Ꮫホ౯ጤဨጤဨࠊᩍᤵ㑅ฟ㸦ᩍᤵࠊᩍ

ᤵⱝᖸྡ㸧ࡢࡑࠊጤဨࡀᚲせㄆࡓࡵ⪅ 

㜰Ꮫホ౯ጤဨ

ጤဨ 
ᲄ� ⿱ಙ 
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ඹ㏻タ㐠Ⴀጤဨ ◊✲ᐊ௵ 
ᩍᤵᣦྡጤဨ 
ྂᕝ� ㈗ஂ 

Ᏻ⾨⏕ጤဨ 

ᩍᤵ㑅ฟ㸦ᩍᤵࡣࡓࡲᩍᤵ 1 ྡ㸧Ᏻ⟶⌮⪅ࠊ

◊ྛࠊ⪅௵సᴗࠊ⪅╩┘༴㝤≀ಖᏳࠊ⪅⌮⟶⏕⾨

✲ᐊ㑅ฟ㸦ᩍ⫋ဨྛ 1 ྡ㸧࣮ࢱࣥࢭࠊ㑅ฟ㸦ᩍ⫋ဨ

ⱝᖸྡ㸧ࠊົ㒊 1 ྡ 

ᩍᤵ㑅ฟጤဨ 
ᲄ� ⿱ಙ 

ᨺᑕ⥺Ᏻጤဨ 
ᩍᤵ㑅ฟ㸦ᩍᤵ 1 ྡ㸧ࠊᨺᑕ⥺ྲྀᢅ௵⪅ࠊᨺᑕ

ᛶ≀㉁➼ࢆ⏝ྛࡿࡍ◊✲ᐊ㑅ฟ㸦ᩍဨྛ 1 ྡ㸧ࠊ

㑅ฟ㸦ᩍဨ࣮ࢱࣥࢭ 2 ྡ㸧 

ᩍᤵ㑅ฟጤဨ 
⸨ཎ� ᩄ㐨 

㑇ఏᏊ⤌࠼ᐇ㦂Ᏻጤဨ 
㑇ఏᏊ⤌࠼ᐇ㦂Ᏻ௵⪅ࠊ㑇ఏᏊ⤌࠼ᐇ㦂ࢆ

ᐊ㑅ฟ㸦ᩍဨྛྛ࣮ࢱࣥࢭࡧᐊཬ✲◊ྛ࠺⾜ 1 ྡ㸧 

㑇ఏᏊ⤌࠼ 
ᐇ㦂Ᏻ௵⪅ 
⠛ཎ� ᙲ 

ᅗ᭩ጤဨ ྛ◊✲ᐊཬྛ࣮ࢱࣥࢭࡧᐊ㑅ฟ㸦ᩍဨྛ 1 ྡ㸧 
㑅 
㕥ᮌ� Ᏺ 

ື≀ᐇ㦂ጤဨ 
ᩍᤵ㑅ฟ㸦ᩍᤵཪࡣᩍᤵ 1 ྡ㸧ືࠊ≀ᐇ㦂㛵

㐃ྛࡿ࠶ࡢ◊✲ᐊ㑅ฟ㸦ᩍ⫋ဨྛ 1 ྡ㸧ࠊᐇ㦂ື≀

⟶⌮⪅ 

ᩍᤵ㑅ฟጤဨ 
ྂᕝ� ㈗ஂ 

වᴗ➼ጤဨ 
ᡤ㛗ࠊᡤ㛗ࠊ 
ඹ㏻タ㐠Ⴀጤဨጤဨ㛗 

ᡤ㛗 
୰ᕝ� ᩔྐ 

ᗈሗᐊ 
➹㢌ᡤ㛗ࠊホ౯ጤဨጤဨ㛗ࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿࠊ㐠⏝

⟶⌮ጤဨጤဨ㛗ࠊᩍဨⱝᖸྡࠊົ⫋ဨⱝᖸྡࠊ

 ⪅ࡓࡵㄆᚲせࡀᐊ㛗ࡢࡑ

ᡤ㛗ᣦྡᐊဨ 
ྂᕝ� ㈗ஂ 

 ጤဨࣥࣙࢩ࣮࢚ࣜࢡࣞ
ྛ◊✲ᐊ㑅ฟ㸦ᩍ⫋ဨ 1 ྡ㸧࣮ࢱࣥࢭࠊ㑅ฟ㸦ᩍ⫋

ဨ 2 ྡ㸧ࠊ 
ົ㒊ྛಀ㑅ฟ㸦⫋ဨྛ 1 ྡ㸧 

㑅 
ᒣୗ� ᰤᶞ 

 㜵Ṇ➼ᑐ⟇ጤဨࢺ࣓ࣥࢫࣛࣁ
㜰Ꮫேᶒၥ㢟ጤဨጤဨ 
ᩍᤵ᥎⸀ᇶ࡙ࡃᡤ㛗ᣦྡᩍ⫋ဨⱝᖸྡ 

㜰Ꮫேᶒၥ㢟

ጤဨጤဨ 
ཎ⏣� ᜨ 

㒊ᒁሗࢸࣜࣗ࢟ࢭጤဨ 
ᡤ㛗ࠊ㒊ᒁሗࢸࣜࣗ࢟ࢭ࣒ࢸࢫࢩ㈐௵⪅ࠊ 
ᡤ㛗ᣦྡᩍဨⱝᖸྡ 

ᡤ㛗 
୰ᕝ� ᩔྐ 

 㐠⏝⟶⌮ጤဨࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ
ᩍᤵ㑅ฟ㸦ᩍᤵཪࡣᩍᤵ 1 ྡ㸧ྛࠊ◊✲ᐊ㑅ฟ

㸦ᩍဨྛ 1 ྡ㸧 
ᩍᤵ㑅ฟᩍဨ 
⏣୰� ⚽᫂ 

◊✲⌮ᑂᰝጤဨ 
ᡤ㛗ࠊ་Ꮫ࣭⏕≀Ꮫศ㔝ࡢᑓ㛛ⓗ▱㆑ࢆ᭷ࡿࡍ⪅ⱝ

ᖸྡࠊேᩥ࣭♫⛉Ꮫศ㔝ࡢᑓ㛛ⓗ▱㆑ࢆ᭷ࡿࡍ⪅

ⱝᖸྡືࠊ≀ᐇ㦂ጤဨጤဨ㛗ࠊᏛእ᭷㆑⪅ⱝᖸྡ 

㑅 
㧗ᑿ� ᩄᩥ 

ጤဨ ྛ◊✲ᐊ㑅ฟࢺ࣮ࣜࢺࣜ 1 ྡ 
ᩍᤵ㑅ฟୡヰே

௦⾲ 
⏣� ㈗ಇ 

༞ᴗ⏕ᢸᙜᐊ 
༞ᴗ⏕ᢸᙜ⪅㸦ᩍဨ 1 ົ⫋ဨࠊྡ 1 ྡ㸧ࠊᩍဨⱝ

ᖸྡࠊົ⫋ဨⱝᖸྡࡢࡑࠊᐊ㛗ࡀᚲせㄆࡓࡵ

⪅ 

ᡤ㛗ᣦྡ 
ᲄ� ⿱ಙ 

ᩍဨホ౯ጤဨ 
ᡤ㛗ࠊᡤ㛗ྛࠊ㒊㛛㛗࣮ࢱࣥࢭࠊ㛗ࡢࡑࠊጤဨ

ࡀᚲせㄆࡓࡵ⪅ 
ᡤ㛗 
୰ᕝ� ᩔྐ 

ᩍົጤဨ 

㜰ᏛᏛᩍ⫱᥎㐍ᶵᵓ㆟ጤဨࠊ㜰Ꮫᅜ㝿

ὶጤဨጤဨࠊ⌮Ꮫ◊✲⛉⏕≀⛉Ꮫᑓᨷࡢᩍົ

ጤဨ㛗ࠊ㛵㐃◊✲⛉ࡢ༠ຊㅮᗙᩍᤵཬࡧᩍᤵࡽ

ᡤ㛗㑅ฟ㸦ⱝᖸྡ㸧ࡢࡑࠊጤဨࡀᚲせㄆࡓࡵ

⪅ 

ᡤ㛗ᣦྡ 
ᰩᰨ� ※Ⴙ 

 ጤဨࢸࣇ࣮ࢭ࢜ࣂ
ཎయ➼Ᏻ⟶⌮௵⪅ 
㑇ఏᏊ⤌࠼ᐇ㦂Ᏻ௵⪅ 
⏕≀ヨᩱྛ࠺ᢅࡾྲྀࢆ◊✲ᐊࡽ㑅ࡓࢀࡤᩍဨ 

ཎయᏳ⟶⌮

௵⪅ 
⠛ཎ� ᙲ 
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� � � � � � � � � � � � � � � � � � �

㸳� ◊✲ᡤᵓᡂဨ� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 㸦2020 ᖺ 12 ᭶ 1 ᪥⌧ᅾ㸧 
 
⌧ဨᩘ� � � � �  � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �   

教職員 
 

ᩍᤵ 

ᩍᤵ 

13 

 

㸦ே㸧 ᢏ⾡⫋ဨ 5 㸦ே㸧 

ᩍᤵ 12  ົ⫋ဨ 10  

ㅮᖌ 1  კク⫋ဨ 2  

ຓᩍ 16 

 

 ≉௵ົ⫋ဨ 4  

ᐤ㝃◊✲㒊㛛ᩍᤵ 1  ᢏ⾡⿵బဨ 20 

 

 

ᐤ㝃◊✲㒊㛛ຓᩍ 1 

 

 ົ⿵బဨ 20  

≉௵ᩍᤵ 

 

 

 

2     

≉௵ᩍᤵ 2 

 

    

≉௵ㅮᖌ 1     

≉௵ຓᩍ 8     

ᐈဨᩍᤵ 3     

ᣍ⪸ᩍᤵ 4     

ᣍ⪸ᩍဨ 4     

� � � � � �  ィ� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �      129 

 
研究員 
 

≉௵◊✲ဨ㸦ᖖ㸧 

 

19 

 

㸦ே㸧 ≉ู◊✲ဨ 5 㸦ே㸧 

≉௵◊✲ဨ 16  ඹྠ◊✲ဨ 199  

እᅜே≉௵◊✲ဨ 5 

 

 ᅜ㝿ඹྠ◊✲ဨ 42  

ᣍ⪸◊✲ဨ 3  Beamline 219  

   NMR 66  

  19 ࢜ࣛࢡ   

� � � � ィ� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �   593 

 

㸴� ண⟬ 
2019 ᖺᗘỴ⟬㢠� � � � � � � � � � � � � � � � � � � 2020 ᖺ 3 ᭶ 31 ᪥ 

㐠Ⴀ㈝㔠� ே௳㈝ 

� � � � � � � ≀௳㈝ 

70,460 

413,144 

㸦༓㸧 

ཷク◊✲ 279,910  

⛉Ꮫ◊✲㈝⿵ຓ㔠 251,960  

Ẹ㛫➼ࡢඹྠ◊✲㈝ 35,147  

ዡᏛᐤ㔠 85,568  

ྜィ 1,136,189  
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㸵� ⺮ⓑ㉁◊✲ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲ᣐⅬᴗ 

㸵㸫㸯� ᅜෆᐈဨᩍဨ 

2019ࠊ2020 ᖺᗘࡣ௨ୗࡢᅜෆᐈဨᩍဨࡅཷࢆධࠋࡓࢀ㐣ཤ 5 ᖺࡢᐈဨᩍဨᩘ2018ࠊࡣ ᖺᗘ 3 2017ࠊྡ ᖺᗘ 3 2016ࠊྡ

ᖺᗘ 3 2015ࠊྡ ᖺᗘ 3 2014ࠊྡ ᖺᗘ 3  ࠋࡿ࠶࡛ྡ

 

㸵㸫㸰� ⺮ⓑ㉁◊✲ᡤ࣮ࢼ࣑ࢭ 
⺮ⓑ㉁ཬࢀࡑࡧ㛵㐃ࡿࡍ⏕⛉Ꮫࡢ㡿ᇦࡿࡅ࠾㔜せ2019ࠊ࡚࠸ࡘࢡࢵࣆࢺ࡞ ᖺᗘࡣ 12 ࠋࡓࡋᐇࢆ࣮ࢼ࣑ࢭⓑ㉁◊✲ᡤ⺮ࡢ௳  

㐣ཤ㸶ᖺ㛫ࡢ⺮ⓑ◊࣮ࢼ࣑ࢭ㛤ദᩘ 

ᖺᗘ ௳ᩘ 

2019 ᖺᗘ 12 

2018 ᖺᗘ 18 

2017 ᖺᗘ 20 

2016 ᖺᗘ 20 

2015 ᖺᗘ 18 

2014 ᖺᗘ 16 

2013 ᖺᗘ 15 

2012 ᖺᗘ 13 

㸵㸫㸱� ⺮ⓑ㉁◊✲ᡤඹྠ◊✲ဨ 

⺮ⓑ㉁◊✲ᡤ࡛1959ࠊࡣ ᖺᗘࡽඹྠ◊✲ဨไᗘࢆᐇࠊࡋᅜෆእᗈࡃ◊✲ὶᩥࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ㒊⛉Ꮫ┬

ࡓࢀࡉㄆᐃ࡚ࡋⓑ㉁◊✲ඹྠ⏝࣭ඹྠ◊✲ᣐⅬ⺮ࡾࡼ 2010 ᖺᗘࠊࡣࡽᣐⅬᴗࠊ࡚ࡋඹྠ◊✲ㄢ㢟ࡢබເࢆ㛤

ጞࠋࡓࡋඹྠ◊✲ㄢ㢟ࡢ⏦ㄳ௳ᩘࡣᖺࠎቑຍഴྥ2019ࠊࡾ࠶ ᖺᗘࡣ 160 ࡢࠊࢀࡉᐇࡀㄢ㢟✲◊ࡢ௳ 839 ࡢྡ

 ࠋࡓࡋ⏬ཧࡀ⪅✲◊

 

2010 ᖺ௨㝆ࡢඹྠ◊✲ဨᩘ�  

 ୍⯡ 
SPring-8 ࣒࣮ࣛࣅ

 ࣥ
㉸㧗☢ሙ NMR ࢜ࣛࢡ㟁Ꮚ㢧ᚤ㙾 ᅜ㝿ඹྠ◊✲ဨ 

ᖺᗘ ேᩘ ㄢ㢟ᩘ ேᩘ ㄢ㢟ᩘ ேᩘ ㄢ㢟ᩘ ேᩘ ㄢ㢟ᩘ ேᩘ ㄢ㢟ᩘ 

2010 152 57 48 53 15 15 

  

11 11 

2011 142 51 48 52 15 15 9 9 

2012 127 59 52 59 12 12 15 15 

2013 159 69 58 63 14 14 11 11 

2014 174 79 1,350 65 74 12 40 18 

2015 174 76 845 59 58 9 41 15 

－ 16 －



2016 202 80 683 64 61 13 24 7 61 19 

2017 179 69 735 76 72 15 25 9 73 23 

2018 213 69 643 70 66 16 32 7 47 15 

2019 213 71 526 67 73 17 27 5 34 9 

2020 㸦2020 ᖺ 12
᭶ 31 ᪥⌧ᅾ㸧 199 67 219 64 66 17 19 6 42 13 

 
※2014 ᖺᗘࠊࡾࡼグ㍕ࡧࡼ࠾ィୖ᪉ἲࢆ௨ୗࡾ࠾ࡢኚ᭦ࠋࡓࡋ 

SPring-8 ㉸㧗☢ሙࠊ࣒࣮ࣥࣛࣅ NMR࢜ࣛࢡࠊ㟁Ꮚ㢧ᚤ㙾ࠊᅜ㝿ඹྠ◊✲ဨࠊ࡚࠸ࡘேᩘࡢḍ 

◊✲༠ຊ⪅ࡓࡵྵࢆཧ⏬◊✲⪅ࢆᩘ⥲ࡢィୖࡓࡋ㸦2013 ᖺᗘࡣ࡛ࡲ◊✲௦⾲⪅ࢆᩘࡢࡳࡢィୖ㸧ࠋ 

㸵㸫㸲� ㉸㧗☢ሙ NMR ඹྠ⏝◊✲ဨ�  

ᮏ⨨ࠊࡣୡ⏺࡛᭱ࡶ㧗ࡢࢫࣛࢡ㟼☢ሙୗ࡛⁐ᾮ NMR ᐇ㦂࠸࡞࡛ࡲࢀࡇࠊࡾ࠶࡛ࡢࡶ࠺⾜ࢆ㧗ࣝࢺࢡ࣌ࢫ࠸ศゎ⬟

ࡃ࠸࡚ࡋゎ᫂ࢆ⬟ᶵࡢࡑࠊ࠸⾜ࢆᵓ㐀ゎᯒ࡚ࡋ㇟ᑐࢆయ⣔ศᏊ⏕࡞ⓑ㉁」ྜయ⺮ࠊࡋ⏝ࢆᚩ≉ࡢࡇࠋࡘᣢࢆឤᗘ

 ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ⨨タ࡚ࡋⓗ┠ࢆࡇ
㸯H ඹ㬆࿘Ἴᩘ 950MHz  800MHz ࡢ NMR ⨨ࠊࡶࡣ㧗ឤᗘ ᐃ⏝࣭࢜ࣛࢡࡢ 800MHzࠋࡿ࠸࡚ࡋഛࢆࣈ࣮ࣟࣉ

 ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡓࢀࡉタ⛣◊ⓑ⺮࡚ࡋ㐃ᦠ༠ຊࡢ◊⌮ࠊࡣ⨨ࡢ

ඹྠ⪅✲◊ࡢᶵᵓ✲◊ࡿࡍࡵጞࢆᏛࡢᅜෆࠊࡶࡿࡍ᥎㐍ࢆ✲◊ࡢᡤෆ࡛ࠊࡋάࢆᚩ≉ࡢ⨨ࡢࡽࢀࡇ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ⫣㈉᥎㐍ࡢ✲◊ࠊࡋබ㛤࡚ࡋ⏝

㸵㸫㸳� ⏕య㉸ศᏊ」ྜయᵓ㐀ゎᯒ࣒࣮ࣥࣛࣅඹྠ⏝◊✲ဨ�  

⺮ⓑ㉁◊✲ᡤ࡛ࠊࡣ⺮ⓑ㉁」ྜయ㸪⺮ⓑ㉁᰾㓟」ྜయ㸪ࡢ࡞ࢫࣝ࢘⏕య㉸ศᏊ」ྜయࢆ୰ᚰࠊ࡚ࡋ⏕యෆ࡛ᶵ⬟

ⓗ┠ࢆࡇࡃ࠸࡚ࡋゎ᫂ࢆ⬟ᶵࡢࡑࠊ࠸⾜ࢆᵓ㐀ゎᯒࡓࡋ㇟ᑐࢆయศᏊ」ྜయ⏕ࡣ࠸ࡿ࠶యศᏊ⏕ࡢែ࡛≦ࡿ࠸࡚ࡋ

ࢆ࣒࣮ࣥࣛࣅᨺᑕගࠊ࡚ࡋ SPring-8 ࡢ㧗㍤ᗘ࣭పⓎᩓゅࠊࡣ㸦BL44XU㸧࣒࣮ࣥࣛࣅࡢࡇࠋࡿ࠸࡚ࡋ㐠Ⴀࠊࡋ⨨タ

 ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉタィ࡚ࡋ࣒࣮ࣥࣛࣅࡓࡋ≉㹖⥺⤖ᬗᵓ㐀ゎᯒࡢయ㉸ศᏊ」ྜయ⏕ࠊࡋ※ගࢆගࢱ࣮ࣞࣗࢪࣥ

⣙ࡢ࣒ࢱ࣒࣮ࣅࠊࡢ⏝ࡢ࡛✲◊ࡢⓑ㉁◊✲ᡤෆ⺮ࡣ࡛ࡇࡇ 1/2 ✲◊ࡿࡍࡵጞࢆᏛࡢᅜෆ࡚ࡋ⏝ඹྠࢆ

ᶵ㛵⪅✲◊ࡢබ㛤2020ࠋࡿ࠸࡚ࡋ ᖺᗘࡣ 64 ㄢ㢟㸦2020 ᖺ 12 ᭶ 31 ᪥⌧ᅾ㸧2019ࠊ ᖺᗘࡣ 67 ㄢ㢟ࡀ᥇ᢥࠊ⏝ࠋࡓࢀࡉ

2019 ᖺᗘࡢ࣒࣮ࣥࣛࣅ✌ാ㛫ྜࡣィ 4,584 㛫࡛ࠊࡾ࠶⏝ෆヂࠊࡣ⺮ⓑ㉁◊✲ᡤ 1,080 㛫㸦23.6㸣㸧ࠊ㜰Ꮫ

㒊ᒁ 296 㛫㸦6.5㸣㸧ࠊᅜෆᏛ࣭◊✲ᶵ㛵 1,312 㛫㸦28.6㸣㸧ࠊᾏእ◊✲ᶵ㛵 96 㛫㸦2.1㸣㸧ࣉ࣮ࣝࢢ‴ྎࠊ 528

㛫㸦11.5㸣㸧ࠊ⸆➼ᨭᢏ⾡ᇶ┙࣒࣮࢛ࣇࢺࢵࣛࣉᨭᯟ 528 㛫㸦11.5㸣㸧ࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣒࣮࣡ࣥࣛࣅࠊ 48 㛫

㸦1.0%㸧ࢫࣥࢼࢸ࣓࣭ࣥࡆୖࡕ❧࣒࣮ࣥࣛࣅࠊ 696 㛫㸦15.2㸣㸧࡛ࠋࡓࡗ࠶ 

㸵㸫㸴� �  㟁Ꮚ㢧ᚤ㙾ඹྠ⏝◊✲ဨ࢜ࣛࢡ

 

 

 

 

 

 
 
 

⏕యศᏊࡸ⣽⬊ࡢᵓ㐀ゎᯒࡵࡓࡢᑟධࡓࢀࡉᮏ⨨ࠊࡣỈࡓࢀࡉ≧ែ࡛ヨᩱࢆ↓ᰁⰍ࡛ほᐹ࡛ࡿࡺࢃ࠸ࠊࡿࡁ

ࡋ⌧ᐇࢆཎᏊศゎ⬟ゎᯒࡿࡼ㟁Ꮚ㢧ᚤ㙾࢜ࣛࢡ≉ࠋࡿ࠶࡛⬟ྍࡀࢢࣥࢪ࣮࣓ࡿࡼ㟁Ꮚ㢧ᚤ㙾ἲ࢜ࣛࢡ

ୡ௦㟁Ꮚ┤᥋᳨ฟჾ➨-࣓ࣛ࢝ࡢ᪂ᆺࡓ K2 Summit-ࢆഛࠊࡾ࠾࡚࠼㧗ศゎ⬟ゎᯒ㐺࣮ࢲࣝ࣍࢜ࣛࢡࠋࡿ࠸࡚ࡋ

ࢆ 4 ᮏഛ୍ࡕ࠺ࠊࡾ࠾࡚࠼ᮏࡣ㧗ഴᩳࠋࡿ࠶࡛࣮ࢲࣝ࣍ᛴ㏿⤖⨨ࡀ 2 ✀㢮ࡶ࣒࣮ࢺࣟࢡ࣑࢜ࣛࢡࡽࡉࠊ

ഛࠊࡾ࠾࡚ࡋᵝ࡞ࠎヨᩱᑐᛂ࡛࠺ࡼࡿࡁ࿘㎶ᶵჾࡶᐇࠋࡿ࠸࡚ࡋ 
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㸵㸫㸵�  ᅜ㝿ඹྠ◊✲ဨ 
 
ᣐⅬᴗ࡚ࡋᅜ㝿ඹྠ◊✲ㄢ㢟ࡅཷࢆධ2019ࠊࡾ࠾࡚ࢀ ᖺᗘࡣ 9 ㄢ㢟ࢆᐇࠊ࠾࡞ࠋࡓࡋ᮶ᡤࡿ᪑㈝ࡢᨭ⤥ࠊ

ᏛෆᐟἩタࡢඃඛ⏝ࠊ࡞ඹྠ⏝ཧ⏬◊✲⪅ࡢ✚ᴟⓗ࡞ຓᡂࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࡶ 

  ◊✲௦⾲⪅ྡ ᅜྡ ⫋ྡ ᡤᒓᶵ㛵ྡ ◊✲ㄢ㢟ྡ ཷධ◊✲ᐊྡ 

1 
SERRA LEMES 
GLORIA 
LOURDES 

Uruguay 
Associate 
Professor 

Universidad de la 
Republica 
(Uruguay) 

Synthesis of cyclopeptides 
as protential anti-malarials 
by on-resin cyclization. 

⺮ⓑ㉁᭷ᶵᏛ 

2 
GARAY-PEREZ 
HILDA ELISA 

Cuba 
Head of 
Synthetic 
Peptides Group 

Center for Genetic 
Engineering and 
Biotechnology 

Development of a new 
method to conjugate the 
defensin peptide to the 
carrier protein P64K using 
the thioester chemistry 

⺮ⓑ㉁᭷ᶵᏛ 

3 
RAMAMOORTHY 
AYYALUSAMY 

USA Professor 
University of 
Michigan 

Solid-state NMR Studies 
on Bone and other 
biomaterials 

ᶵ⬟ᵓ㐀ィ Ꮫ 

4 
CHUGH 
JEETENDER 

India 
Assistant 
Professor 

Indian Institute of 
Science Education 
& Research 

Plasticity of Protein-RNA 
interactions 

ᶵ⬟ᵓ㐀ィ Ꮫ 

5 
BUDIMAN 
CAHYO 

Malaysia Senior lecturer 
Universiti 
Malaysia Sabah 

Structural analysis of 
active site mutants of 
FK506-Binding Protein35 
(FKBP35) from 
Plasmodium knowlesi 

ᶵ⬟ᵓ㐀ィ Ꮫ 

6 
SONG HYUN 
KYU 

Korea Full Professor Korea University 
Structure of p62 
autophagy receptor 

㉸ศᏊᵓ㐀ゎᯒ

Ꮫ 

7 LEE BONG-JIN Korea Professor 
Seoul National 
University 

Structural and functional 
research on the 
survival-essential factors 
from bacterial pathogens 
for the development of 
novel antibiotics which 
induces suicide 
effect(Phaseϫ) 

㉸ศᏊᵓ㐀ゎᯒ

Ꮫ 

8 
KIM HYOUN 
SOOK 

Korea 
Associate 
Scientist 

National Cancer 
Center 

Crystallographic fragment 
screening and structure 
determination for 
anticancer target proteins 

㉸ศᏊᵓ㐀ゎᯒ

Ꮫ 

9 
CHEN 
CHUN-JUNG 

Taiwan Professor 

National 
Synchorotron 
Radiation 
Research Center 

Crystal structure of the 
functional particulate 
methane monooxygenase 
from Methylococcus 
capsulatus 

㉸ศᏊᵓ㐀ゎᯒ

Ꮫ 
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㸶� ◊✲ᡤࡢᅜ㝿ὶᅜ㝿㈉⊩�  

� ᮏ◊✲ᡤ࡛ࡣእᅜேᣍ࠸◊✲⪅࣭እᅜே≉ู◊✲ဨ㸦᪥ᮏᏛ⾡⯆㸧ࡢࡑࠊࡢ㈨㔠ࡾࡼእᅜே◊✲⪅ࢆ✚ᴟⓗ

1960ࠋࡿ࠸࡚ࡵࡘᅜ㝿ὶࠊࡋ࠸ᣍ ᖺ௦ึࡾࡼࡵ 2019 ᖺᗘᮎྜ࡛ࡲィ 250 ࡽ᭶ࣨᩘࡀ⪅✲◊ࡿ࠼㉺ࢆྡ 1
ᖺ㛫࡚ࡗࡓࢃᮏ◊✲ᡤᅾ࡚ࡋඹྠ◊✲2005ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ ᖺᗘࠊࡽ᪂ࡓ◊✲ᡤ⊂⮬ࡢᅜ㝿ඹྠ◊✲ไᗘࢆタ

ᆺᨺᑕගタࡣ࠸ࡿ࠶ᮏ◊✲ᡤࠊࡅ SPring-8 ࡋ᥎㐍ࢆ✲◊ᅜ㝿ඹྠࡓࡋ⏝ࢆタࡓࡋ⨨タࡀᮏ◊✲ᡤࠊ࡚ࡋᅾ

ไᗘ࣒ࣛࢢࣟࣉ㸪㜰Ꮫ␃Ꮫࡾ࠾࡚ࡋ༠ຊᴟⓗ✚ࡶ࣒ࣛࢢࣟࣉᅜ㝿ὶࡢ⏕Ꮫ㝔ࠋࡿ࠸࡚

㸦FrontierLab@OsakaU㸧ࢆ㏻ࠊ࡚ࡌẖᖺ 2 ྡ⛬ᗘࡢᏛ㝔⏕ࡅཷࢆධࡢࡇࠋࡿ࠸࡚ࢀእᅜே᮶ゼ⪅ࡶᩘࡢᴟ࡚ࡵከࠊࡃ

㒊ᒁ㛫Ꮫ⾡ࡢ௨ୗࠊࡵࡓ࠺⾜άⓎࢆάື✲◊࡚ࡋ༠ຊᅜ㝿ⓗࠊࡽࡉࠋࡿ࠸࡚ࡋ㛤ദ⦾㢖ࡶ➼ㅮ₇ࡸ࣮ࢼ࣑ࢭ

ὶ༠ᐃࡧ⤖ࢆ㸪◊✲⪅ࡢὶࡸᅜ㝿࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩཬࢆࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࡧ㛤ദࠋࡿ࠸࡚ࡋ 
  ᅜ❧㑇ఏᏊ࣭⏕≀ᕤᏛ࣮ࢱࣥࢭ㸦ࣂ࣮ࣗ࢟ 2003 ᖺ㸧ࠊᅜ❧ᨺᑕග⛉Ꮫ◊✲࣮ࢱࣥࢭ㸦ྎ‴ 2007 ᖺ㸧 

ᅜ❧Ꮫ⏕≀Ꮫ◊✲ᡤ㸦ࢻࣥ 2009 ᖺ㸧ࠊிᏛ⺮ⓑ㉁⛉Ꮫ࣮ࢱࣥࢭ㸦୰ᅜ 2014 ᖺ㸧 
� Ꮫᰯ⸆ᏛᏛ㸦㡑ᅜࣝ࢘ࢯ 2015 ᖺ㸧ࠊ�  

ᐃ㔞⏕་Ꮫ◊✲ᡤ㸦⡿ᅜࢫ࣮࢞ࢺᕞ❧Ꮫ࣮ࣛࢪ࣮ࣕࢪ࣮ࣗࢽ 2015 ᖺ㸧ࠊ 
� ᅜ❧Ύ⳹Ꮫ⏕⛉Ꮫ㝔㸦ྎ‴ 2015 ᖺ㸧ࣈ࣮ࣕࢪࣥࣃࠊᏛ㸦ࢻࣥ 2017 ᖺ㸧ࠊ 
ࢻࣥࣛࣝ㸦ࣥࣜࣈࢲ࣭ࢪࢵ࣭ࣞ࢝ࢸࢩ࣮ࣂࢽࣘ   2017 ᖺ㸧ࠊ 

ࢻࣥ㸦࣒ࣛࣉࢱࣥࢼࣦࣝࢸ Ꮫᩍ⫱◊✲Ꮫ⛉ࢻࣥ 2017 ᖺ㸧ࢦ࢝ࢩࠊᏛ㸦⡿ᅜ 2017 ᖺ㸧ࠊ 
� ࣮ࣝࣝᏛ࣒ࣇ࣮࣎⏕≀Ꮫཬࡧ⏕≀ᕤᏛ㒊㸦ࢶࢻ 2017 ᖺ㸧ࠊᅜ❧ࣜࢱᢏ⾡◊✲ᡤ㸦ࣜࢱ 2018 ᖺ㸧ࠊ 
� ᅜ❧Ꮫ⌮Ꮫ◊✲⛉Ꮫᑓᨷ㸦ᕞࣜࣛࢺࢫ࣮࢜ 2020 ᖺ㸧ࠊ 
� ࢩࢿࢻࣥ㸦࣮ࢱࣥࢭ✲◊Ꮫ⏕యศᏊᕤᏛ࢞ࣥࣛࣝ 2020 ᖺ㸧 

 

㸶㸫㸯� ◊✲ᡤᣍࡓࡋ࠸እᅜே◊✲ဨ�   

2019-2020 ᖺᗘ  

※እᅜேᣍ࠸◊✲ဨつ⛬ࡢ 2018 ᖺ 3 ᭶ 31 ᪥ᗫṆ2018ࠊࡵࡓࡢ ᖺ 4 ᭶ 1 ᪥ࡣࡽ⺮ⓑ㉁◊✲ᡤᣍ࠸ᩍဨ➼ཷࡢධ

 ࠋࡓࢀධཷ࡚ࡋᩍဨ࠸ᣍࡾࡼ‽ᇶࢀ
 

ᡤ� ᒓ Ặ� ྡ ཷධ㌟ศ ᅾᮇ㛫 
 Ꮫ࣮ࢱࢫ࣑ࣥࣗ
chair professor 

Hippler Michael ᣍ࠸ᩍᤵ 2020.4.1- 
2021.3.31 

 Ꮫ࣮ࢱࢫ࣑ࣥࣗ
chair professor 

Hippler Michael ᣍ࠸ᩍᤵ 2019.9.1- 
2020.3.31 

 ᅜ❧Ꮫ࣭ࣜࣛࢺࢫ࣮࢜
senior research fellow 

Damien R. Hall ᣍ࠸ᩍᤵ 2019.4.1- 
2020.3.31 

 ᅜ❧⮬Ꮫࢥࢩ࣓࢟
◊✲ဨ 

Elisa Dominguez 
HUETTINGER 

ᣍ࠸◊✲ဨ 
2019.3.30- 
2019.4.29 

 

2018 ᖺᗘ࡛ࡲ 
ᡤ� ᒓ Ặ�  ྡ ◊✲ㄢ㢟 ᅾᮇ㛫 

࣮ࣝࣝᏛ࣒ࣇ࣮࣎㸦ࢶࢻ㸧  ࣭
 ᩍᤵ࠸ᩍᤵ Matthias Rögner ᣍࢽࢩ

2019.2.28- 
2019.3.31 

 ᅜ❧Ꮫ࣭ࣜࣛࢺࢫ࣮࢜
senior research fellow Damien R. Hall ᣍ࠸ᩍᤵ 2018.4.1- 

2019.3.31 

ྎ‴Ύ⳹Ꮫ࣭ᩍᤵ Lee Wei Yang ᣍ࠸ᩍᤵ 2018.8.13- 
2018.10.20 

࣮ࣝࣝᏛ࣒ࣇ࣮࣎㸦ࢶࢻ㸧  ࣭
ᖍᩍᤵ Matthias Rögner ᣍ࠸ᩍᤵ 2018.3.6- 

2018. 4.3 
National Cancer Institute㸦⡿ᅜ㸧࣭

௵◊✲ဨ Michael Lichten ᣍ࠸ᩍᤵ 2018.3.17- 
2018.4.17 

࣮ࣝࣝᏛ࣭࣒ࣇ࣮࣎ᩍᤵ Matthias Rögner ศᏊᵓ㐀ືⓗ⣽⬊ᶵ⬟ࢆࣉࢵࣕࢠࡢ

ᇙࡿࡵ⤫ྜⓗගྜᡂ◊✲ 
2017.2.22- 
2017.3.12 
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 ᅜ❧⮬Ꮫ࣭እᅜேࢥࢩ࣓࢟
≉ู◊✲ဨ Cesar Aguirre Martinez ⺮ⓑ㉁ࢻ࣑ࣟࡢ⥺⥔ᙧᡂᶵᵓࡢゎ

᫂ 
2016.11.27- 
2018.11.26 

Center for Genetic Engineering and 
Biotechnology࣭Senior Researche 

Jorge Fernández de 
Cossío ᪂つ⺮ⓑ㉁ྠᐃᢏ⾡ࡢ㛤Ⓨ◊✲ 2014.6.4- 

2014.7.18 

◊ࢆ㐠ືᛶᵓ㐀ࡢ㉁ࢡࣃࣥࢱ࡞ࡁᏛ࣭ຓᩍ Tugarinov Vitali ࢻ࣮࣓ࣥࣛࣜ

ࡢࡵࡓࡿࡍ✲ NMR ᪉ἲㄽࡢ㛤Ⓨ 
2013.7.1- 
2013.7.31 

  Ꮫ࣭ᩍᤵ Kristofࢻ࣮࣭ࣥࣛࣟࢫࣂࢺ࢚
Perczel Andras 

NMR 㞟ᵓ㐀ᙧᡂࡢⓑ㉁⺮ࢽ࣑ࡿࡼ

 ✲◊ࡢྜ
2013.5.1- 
2013.5.31 

ᅜ❧⢭⳹Ꮫ࣭ᩍᤵ Yin-Chang Liu 
㓟ࡧࡼ࠾ࢫࣞࢺࢫ DNA ᦆയࡢಟ

ࢀࡑࡢᢚไᅉᏊp53⒆⭘PCNAࡿࡅ࠾

 ᙺࡢࢀࡒ

2013.1.4- 
2013.3.29 

CSIR㸫Indian Institute࣭ᩍᤵ Roy Siddhartha 㑇ఏᏊㄪ⠇ࡢࡑࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿไᚚ 
2012.9.21- 
2012.10.22  

ᅜ❧ྎ‴Ꮫ࣭ᩍᤵ Nei-Li Chen ࢆࢮ࣮࣓ࣛࢯ࣏ࢺ୰ᚰࡓࡋ」ྜయ

⺮ⓑ㉁⤖ᬗࡢᵓ㐀◊✲ 
2012.8.20- 
2012.9.19  

Ꮫ࣭ᩍᤵ Gennaro Esposito β2ࢿࢹ࢘ ⥔⥺ࢻ࣑ࣟࡢࣥࣜࣈࣟࢢࣟࢡ࣑

 ✲◊ࡿࡍ㛵ᙧᡂᶵᵓࡢ
2012.5.22- 
2012.6.22  

 

㸶㸫㸰� ◊✲ᡤᣍࡓࢀࢃ⾜࡚ࡋ࠸ᣐⅬࡢᅜ㝿ඹྠ◊✲ 

2020 ᖺᗘ 

᪂ᆺࢫࣝ࢘ࢼࣟࢥឤᰁᣑࡢⅭࠊᅜ㝿ඹྠ◊✲ဨࡢ᮶ᡤࡋ࡞ࡣ 

2019 ᖺᗘ 
ᡤ� ᒓ� ◊� ✲� ㄢ� 㢟� Ặ� ྡ� � ᅾ� ᮇ� 㛫�

Universidad de la Republica 
(Uruguay) 

Synthesis of cyclopeptides as 
protential anti-malarials by on-resin 
cyclization. 

POSADA TRINDADE 
LAURA 2019.4.4～2019.5.12 

Center for Genetic Engineering 
and Biotechnology 

Development of a new method to 
conjugate the defensin peptide to the 
carrier protein P64K using the thioester 
chemistry 

DIAGO ABREU 
DAVID 2019.5.20～2019.6.16 

Indian Institute of Science 
Education & Research Plasticity of Protein-RNA interactions CHUGH JEETENDER 2019.12.3～2019.12.14 

2020.2.22～2020.3.6 

Universiti Malaysia Sabah  
Structural analysis of active site 
mutants of FK506-Binding Protein35 
(FKBP35) from Plasmodium knowlesi 

BUDIMAN CAHYO 2020.3.1～2020.3.8 

HERMAN UMBAU 
LINDANG 2020.3.1～2020.3.13 

Korea University Structure of p62 autophagy receptor 

PARK SI HOON 2019.7.23～2019.7.25 
2020.2.7～2020.2.9 

KIM BONG HEON 2019.7.23～2019.7.25 
2020.2.7～2020.2.9 

YANG WOO SEOK 2020.2.7～2020.2.9 

Seoul National University 

Structural and functional research on 
the survival-essential factors from 
bacterial pathogens for the 
development of novel antibiotics 
which induces suicide effect(PhaseⅣ) 

KIM DO-HEE 
2019.6.11～2019.6.13 
2019.10.29～
2019.10.31 

JIN CHENGLONG 
2019.6.11～2019.6.13 
2019.10.29～ 
2019.10.31 

National Cancer Center 
Crystallographic fragment screening 
and structure determination for 
anticancer target proteins 

KIM HYOUN SOOK 
2019.4.17～2019.4.19 
2019.10.23～
2019.10.25 

LEE YEON 
2019.4.17～2019.4.19 
2019.10.23～
2019.10.25 
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LIM HYOJIN 2019.4.17～2019.4.19 

LEE JI EUN 
2019.10.23～
2019.10.25 

National Synchorotron 
Radiation Research Center 

Crystal structure of the functional 
particulate methane monooxygenase 
from Methylococcus capsulatus 

LIN CHIEN-CHIH 2020.1.30～2020.1.31 

CHEN NAI-CHI 2020.1.30～2020.1.31 

 

㸶㸫㸱� ᅜ㝿ࡢ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㛤ദ�  

ẖᖺࠊ◊✲ᡤ✲◊ࡢ㛵ಀࡿࡍศ㔝ࡢᅜ㝿ࢆ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㛤ദ2015ࠋࡿ࠸࡚ࡋ ᖺᗘ௨㝆㛤ദࡓࡋᅜ㝿࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ

 ࠋࡿ࠶࡛ࡾ㏻ࡢ௨ୗࡣ

ᖺ� ᗘ ࣝࢺࢱ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ ሙ� ᡤ 㛤ദ᪥ 

2019 ᖺᗘ 
6th International Symposium on Diffraction Structural 
Biology 㸦ISDSB2019㸧 

㜰Ꮫ㤋 2019.10.17-10.20 

2018 ᖺᗘ 
㜰Ꮫ⺮ⓑ㉁◊✲ᡤタ 60 ࿘ᖺグᛕᅜ㝿࣏ࣥࢩ

 ࣒࢘ࢪ
Pioneer the Future of Protein Research 

༓㔛㜰ᛴ2018.11.16 ࣝࢸ࣍ 

2018 ᖺᗘ 
Frontiers of Multiscale Structural Biology: 
Order-disorder transitions and dynamic membrane 
interactions 

㜰Ꮫ㖟ᮥ㤋 2018.5.9 

2018 ᖺᗘ 
Bilateral Symposium between Astbury Center of Leeds 
and IPR, Osaka Univ.   

⺮ⓑ㉁◊✲ᡤ 1 㝵ㅮᇽ 2018.5.10 

2017 ᖺᗘ 
Symposium on Structure and Folding of Disease Related 
Proteins 

 ᅜ❧Ꮫ 2018.1.5ࣝ࢘ࢯ

2017 ᖺᗘ 
Australian National University 㸦ANU㸧 & IPR 2nd Joint 
Symposium 2017 “PROTEIN STRUCTURE AND 
FUNCTION” 

⺮ⓑ㉁◊✲ᡤ㸯㝵ㅮᇽ 2017.12.3-12.5 

2017 ᖺᗘ The Third Trilateral Workshop for Frontier Protein 
Studies 

⺮ⓑ㉁⛉Ꮫୖ࣭࣮ࢱࣥࢭ

ᾏ 
2017.8.31-9.2 

2017 ᖺᗘ Integrative Structural and Chemical Biology ࣮ࣜࢬᏛ 2017.6.8- 6.9 

2016 ᖺᗘ Astbury-IPR Young Scientists Symposium ࣮ࣜࢬᏛ 2017.1.17-18 

2015 ᖺᗘ Trilateral Workshop on Protein Science ிᏛ 2015.4.23-4.25 

2015 ᖺᗘ 
International Symposium on Structure and Folding of 
Disease Related Proteins 

 ᅜ❧Ꮫ 2015.12.5-12.6ࣝ࢘ࢯ
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㸶㸫㸲� ⺮ⓑ㉁ᵓ㐀ࢡࣥࣂࢱ࣮ࢹ�  

㐠Ⴀࡢ㸦PDBj: Protein Data Bank Japan㸧ࢡࣥࣂࢱ࣮ࢹ᪥ᮏ⺮ⓑ㉁ᵓ㐀ࡢ࡚ࡋᣐⅬࢪ

 ࡚࠸ࡘ㸦wwPDB: worldwide PDB㸧ࢡࣥࣂࢱ࣮ࢹᅜ㝿⺮ⓑ㉁ᵓ㐀ࡿ࠶࡛⧊⤌ᅜ㝿㐃ᦠ
 
PDBj ⤫ᣓ㈐௵⪅� ᰩᰨ ※Ⴙ㸦㜰Ꮫ⺮ⓑ㉁◊✲ᡤ㸧 
 

Ḣ⡿࣭᪥ᮏࢆ୰ᚰࡿࡍᵓ㐀࣒ࣀࢤ㸭ᵓ㐀ࠊ࡚ࡗࡼࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ࣭ࢫࢡ࣑࢜ࢸࣟࣉ⺮ⓑ㉁ࡢ❧యᵓ㐀ࢆ

㎿㏿Ỵᐃࡿࡍᢏ⾡ᇶ┙ᩚࡀഛࠊ࡚ࡋࡑࠋࡓࢀࡉ᪥ᮏࡃ⥆ࢀࡑࡧࡼ࠾✲◊ࢡࣃࣥࢱ࣭ࢺࢵࢤ࣮ࢱࡢ⸆➼

ᨭᢏ⾡ᇶ┙࣭࣒࣮࢛ࣇࢺࢵࣛࣉ ࡢ⡿ᅜࡸ࣒ࣛࢢࣟࣉ PSI-Biology ✲◊ᵓ㐀⏕≀Ꮫ࡞㧗ᗘࡢ࡞ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ

ࡢ᪂つࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔⓎぢ࡞Ꮫⓗ⛉ࠊࢀࡉ࡞ࡀⓑ㉁ᵓ㐀Ỵᐃ⺮࡞ࠎᵝ࡞㔜せ࡚ࡗゎ᫂ࡢάື⏕ࠊࡾࡼ

་⸆ရ㛤Ⓨᑐ࡚ࡋᴟ࡚ࡵ㔜せ࡞ሗࢆࡢࡽࢀࡇࠋࡓࡁ࡚࠼⺮ⓑ㉁ᵓ㐀ࠊࡣࢱ࣮ࢹ⺮ⓑ㉁ᵓ㐀ࣥࣂࢱ࣮ࢹ

2014ࠊࢀࡉⓏ㘓㸦PDB: Protein Data Bank㸧ࢡ ᖺ 5 ᭶ࡣᐇ㦂࡚ࡗࡼỴᐃࡓࢀࡉᵓ㐀ࡢࢱ࣮ࢹⓏ㘓ᩘࡣ⥲

ィ 10 ௳ࢆ㉸2020ࠋࡓ࠼ ᖺ 12 ᭶ᮎࡣ 173,005  ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉⓏ㘓ࡀ௳
⺮ⓑ㉁◊✲ᡤ࡛ࠊࡣ⛉Ꮫᢏ⾡⯆ᶵᵓࢫࢡࢸ࣐࢛ࣇࣥ࢜ࣂ᥎㐍࣮ࢱࣥࢭ㸦JST-BIRD㸧࣋ࢱ࣮ࢹࡽ

2001ࠊࢀࡉጤクࢆ㧗ᗘ࣭ᶆ‽ᴗࢫ࣮ ᖺᗘࡽ 2005 ᖺᗘࠕ࡛ࡲ⺮ⓑ㉁❧యᵓ㐀ࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ㧗ᗘࠖ

ࡓࡲࠊ࡚ࡋ 2006 ᖺᗘࡽ 2010 ᖺᗘࠕ࡛ࡲ⺮ⓑ㉁ᵓ㐀ࡢࢡࣥࣂࢱ࣮ࢹᅜ㝿ⓗ࡞ᵓ⠏㧗ᗘࠖࡢㄢ㢟ྡ⛠

⤌ࢆ㸦PDBj: PDB Japan㸧ࢡࣥࣂࢱ࣮ࢹ᪥ᮏ⺮ⓑ㉁ᵓ㐀ࠊࢆ㧗ᗘᵓ⠏ࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹⓑ㉁❧యᵓ㐀⺮ࠊ࡛

2011ࠋࡓࡁ࡚ࡵ㐍࡚ࡋ⧊ ᖺᗘࠊࡣࡽ᪂ࡓ JST ෆタ❧࣮ࢱࣥࢭࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ࣭ࢫ࢚ࣥࢧ࢜ࣂࡓࢀࡉ

㸦NBDC: National Bioscience Database Center㸧ᙉࡃ㐃ᦠࡓࡋ PDBj 2014ࠋࡓࡋ㛤ጞࢆᴗࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ ᖺᗘ

グୖࠊࡣ JST-NBDC ➨ࠕ࡚ࡋ᥎㐍ᴗྜ⤫ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࢫ࢚ࣥࢧࣇࣛࡿࡼ 2 ᮇࡢ⤫ྜ᥎㐍ࣟࣉ

ࡿࡍࠖ⏝ⓗ㐠ྜ⤫㧗ᗘࡢࢡࣥࣂࢱ࣮ࢹⓑ㉁ᵓ㐀⺮ࠕ࡚ࢀࡉ᥇ᢥ࣒ࠖࣛࢢ 3 ᖺ㛫ࡢᴗࠋࡓࢀࢃ⾜ࡀ

ࡽࡉ 2017 ᖺᗘࠕࡣ➨ 3 ᮇࡢ⤫ྜ᥎㐍࣒ࠖࣛࢢࣟࣉ᥇ᢥ5ࠊࢀࡉ ᖺ㛫ࠕࡾࡓࢃ⺮ⓑ㉁ᵓ㐀ࣂࢱ࣮ࢹ

2020ࠋࡿ࠸࡚ࡏࡉⓎᒎ࣭⥆⥅ࢆᴗ࡚ࡋࠖྜ⤫ド㧗ᗘ᳨ࢱ࣮ࢹࡢࢡࣥ ᖺᗘ࣮ࢱࣥࢭࡣࡽᨵ⤌క

ࠊࡋ⨨㓄ࢆேဨ࡚ࡅタࢆᐊ✲◊ࢡࣥࣂࢱ࣮ࢹࣥࢸࣟࣉ࣭࣮ࢱࣥࢭ㝃ᒓ⺮ⓑ㉁ḟୡ௦ᵓ㐀ゎᯒࡓ᪂࡚ࡗ

PDBj  ࠋࡿ࠸࡚ࡋ᥎㐍ࢆᴗࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ
୍᪉ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡢࡇࠊᴗ࡛ࠊࡣ⡿ᅜᵓ㐀ࢫࢡࢸ࣐࢛ࣇࣥ࢜ࣂඹྠᶵ 㸦ɔResearch Collaboratory for 

Structural Bioinformatics: RCSB㸧ࠊ ḢᕞศᏊ⏕≀Ꮫ◊✲ᡤ㸦EMBL㸧ࡢ PDB in Europe - Ḣᕞ࢛ࣇࣥ࢜ࣂ

 㸦BMRB: Biologicalࢡࣥࣂࢱ࣮ࢹయ᰾☢Ẽඹ㬆⏕ࡢᏛࢺࢵ࢝ࢳࢿࢥ⡿ᅜࠊ ᡤ 㸦PDBe-EBI㸧✲◊ࢫࢡࢸ࣐
Magnetic Resonance data Bank㸧ඹྠ4ࠊ࡚ࡋ  :㸦worldwide PDBࢡࣥࣂࢱ࣮ࢹᅜ㝿⺮ⓑ㉁ᵓ㐀࡛࣮ࣂ࣓ࣥࡢࡘ
wwPDB㸧ࢆ⧊⤌ࡿ࡞タࠊࡋᅜ㝿༠ຊࡾࡼ⺮ⓑ㉁ᵓ㐀ࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹⓏ㘓࣭⥔ᣢ࣭⟶⌮ࢆ㐍ࡇࠋࡿ࠸࡚ࡵ

ࡢ wwPDB  ᅜ㝿ㅎၥጤဨ㸦wwPDB Advisoryࡿࢀࡉ⧊⤌࡚ࡗࡼᑓ㛛ᐙࡢᵓ㐀⏕≀Ꮫࠊẖᖺࠊࡣ࡛⧊⤌
Committee: wwPDBAC㸧ࢆ㛤ദࠊࡋᅜ㝿ඹྠ⤌⧊ࡢ㐠Ⴀࡢ࡚࠸ࡘຓゝࡶ࠺⾜ࢆㄢ㢟ࢆㄢࠊࡾ࠾࡚ࡋ

ᅜ㝿ⓗ࡞⛉Ꮫ⪅♫ࡢ୰࡛ࡢ࡛⏕⏘ⓗ࡞㐠Ⴀࢆᚰ2020ࠋࡿ࠸࡚ࡅࡀ ᖺ 9 ᭶ 30 ᪥㹼10 ᭶ 1 ᪥ࠊࡣBMRB
࡛ࣥࣛࣥ࢜ࡾ࡞ࢺࢫ࣍ࡀ wwPDBAC ㆟ࡀ㛤ദࠊࢀࡉPDBj ⤫ᣓ㈐௵⪅࡛ࡿ࠶ᰩᰨ ※Ⴙ ᩍᤵࠊPDBj
㍜ ᩍᤵ㸦 ⏣⚄ࡧࡼ࠾㸧࣮ࢱࣥࢭ✲◊ᒣᮏ 㞞㈗ 㒊㛛㛗㸦⌮Ꮫ◊✲ᡤᨺᑕග⛉Ꮫࡿ࠶ᅜෆㅎၥጤဨ࡛ࡢ

⏕య㜵ᚚ་Ꮫ◊✲ᡤ㸧ࡀཧຍࠋࡓࡋ 
ᮏࡣ࡚࠸ࡘⓏ㘓ࡢࡽ୰ᮾᆅ༊࣭ࢪ PDBj PDBjࠊࡾ࠾࡚ࡋᢸᙜࡀ ࡿࡅ࠾ PDB ࠊࡣᩘ௳⌮Ⓩ㘓ฎࡢ

2001 ᖺ 383 2002ࠊ௳ ᖺ 657 2003ࠊ௳ ᖺ 1,026 2004ࠊ௳ ᖺ 1,614 2005ࠊ௳ ᖺ 2,110 2006ࠊ௳ ᖺ 1,945 2007ࠊ௳
ᖺ 2,299 2008ࠊ௳ ᖺ 1,994 2009ࠊ௳ ᖺ 2,173 2010ࠊ௳ ᖺ 2,041 2011ࠊ௳ ᖺ 1,816 2012ࠊ௳ ᖺ 1,888 2013ࠊ௳
ᖺ 2128 2014ࠊ௳ ᖺ 2015ࠊ1,781 ᖺ 2016ࠊ2,100 ᖺ 2,240 2017ࠊ௳ ᖺ 2,798 2018ࠊ௳ ᖺ 2,897 2019ࠊ௳ ᖺ 3,356
2020ࠊ௳ ᖺ 3,438 ⣙ࡣ᪥ᮏ࡛ࡲࢀࡇࠊ࡚ࡋᑐⓏ㘓ᩘࡢୡ⏺యࡢᮇྠࠊࡾ࠶࡛௳ ࠸࡚ࡋࢆᐤࡢ22%

2016ࠋࡿ ᖺᗘࡽ wwPDB ࡛ࢺࢧඹ㏻ࠕ࡞OneDep PDBjࠊࡋ㛤ጞࡓ᪂ࢆⓏ㘓ࡿࡼ࣒ࠖࢸࢫࢩ ࠸࠾

᪂つࡶ࡚ OneDep ࡢࡇࠋࡓࡋഛᩚࢆࣝࢱ࣮࣏ OneDep Xࠊࡣ࡛࣒ࢸࢫࢩ ⥺⤖ᬗゎᯒࠊNMRࠊ㟁Ꮚ㢧ᚤ㙾ࡼ

ࡢࣉ࣮ࣝࢢࡓࢀࡉ࡞ࡀᵓ㐀Ỵᐃࠊ㝿ࡿࢀࡉⓏ㘓ࡀᵓ㐀ࡿ PI ⓗື⮬ࠊࡤࢀ࠶୰ᮾ࡛࣭ࢪࡀᅜࡿࡍᡤᒓࡀ

PDBj ࡢ OneDep PDBjࠊࢀࡉࢺࢡࣞࢲࣜࢺࢧ 2016ࠊࡓࡲࠋࡿࢀࢃ⾜ࡀ⌮Ⓩ㘓ฎ࡚ ᖺ 12 ᭶࢟ࢭࠊࡽ

HTTPSࠊࡵࡓࡢᙉࡢ⬟ᶵࢸࣜࣗ  ࠋࡓࡋ⾜⛣㏻ಙࡿࡼ
PDBj ⱥࠋࡿࡍ⏝ࢆࣂ࣮ࢧⓏ㘓ࡢୖࢺࢵࢿ࣮ࢱࣥࠊࡣ㝿ࡿࡍⓏ㘓ࢆయᵓ㐀❧ࡢయ㧗ศᏊ⏕࡛ࢺࢧࡢ

ㄒࡀᇶᮏ࡛ࠊࡀࡿ࠶ࡣ᪥ᮏㄒࠊ㡑ᅜㄒ㸦ᮅ㩭ㄒ㸧ࠊ⡆యᏐ୰ᅜㄒࠊ⦾యᏐ୰ᅜㄒࣝ࣊ࢪ࣮࣌ࣉࢵࢺࡿࡼ
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ኚࡢᏛ㛵㐃≀⏕ࡢ᪥ᮏㄒࡽⱥㄒࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡗᅗࢆᐅ౽ࡿࡍᑐ⪅Ⓩ㘓ࠊࡋసᡂ࣭බ㛤ࢆࢪ࣮࣌ࣉ

㎡᭩ࢆ⏝ࠊࡋ᪥ᮏㄒ᳨ࡶ࡛ࢻ࣮࣮࣡࢟ࡢ⣴ࠋࡿ࠸࡚ࡋ࠺ࡼࡿࡁ࡛ࡀPDB ࢻ࣮ࣟࣥ࢘ࢲࡢࣝࣇࢱ࣮ࢹ

2014 ࡣᩘ ᖺᗘ 64,174,652 2015ࠊ௳ ᖺᗘ 71,731,333 2016ࠊ௳ ᖺᗘ 76,323,314 2017ࠊ௳ ᖺᗘ 70,187,534 ࠊ௳

2018 ᖺᗘ 69,732,015 2019ࠊ௳ ᖺᗘ 128,135,982 2020ࠊ௳ ᖺᗘ㸦4 ᭶㹼12 ᭶ᮎ㸧93,980,391 ࠋࡿ࠸࡚ࡗࡰࡢ௳

୍᪉ࠊPDBj ⣔≀⏕࡞ᅜ㝿ⓗࠊ࡚ࡋ⎔୍ࡢ NMR ࡶࡿࡍᣢ⥔ࢆࢺࢧ࣮࣑ࣛࡢ㸦BMRB㸧ࢡࣥࣂࢱ࣮ࢹ

2020ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ⓗ⥆⥅ࢆ㈏సᴗ୍ࡢ⌮ฎࡅࡅཷࡢࢱ࣮ࢹⓏ㘓ࠊ ᖺࡣ 109㸦BMRB య࡛ࡣ 930

௳㸧ࡢⓏ㘓ࢆᐇ2020ࠋࡓࡋ ᖺࡢ PDBj-BMRB ࡣᩘࢫࢭࢡࡢ 27,489,478  ࠋࡓࡗ࠶࡛

PDBj wwPDBࠊࡣ࡛ ୗ࡛ࡢࡳ⤌ᯟࡢᅜ㝿㐃ᦠࡢ RCSB-PDB, EBI-PDBe, ࡧࡼ࠾ BMRB ࡢⓑ㉁⺮ࠊࡋ༠ຊ

❧యᵓ㐀࣒ࣀࢤሗࢆࡁࡘࡧ⤖ࡢᙉ୍ࡿࡵ᪉ࠊXML ࢆ⾡᪂ሗᢏ᭱ࡢ࡞ࣈ࢙࣭࢘ࢡࢵࢸ࣐ࣥࢭࡸ

ࡧࡼ࠾ ,グ㏙㸦PDBML, PDB/RDF, BMRB/XMLࢱ࣮ࢹ࠸ࡋ᪂ࡢ࡚ࡋ‽ୡ⏺ᶆࡶࡢ㐃ᦠ࡞ᅜ㝿ⓗࠊࡋ⏝

BMRB/RDF㸧ࠊ⾲♧᳨࣭⣴࣮ࣝࢶ㸦PDBj Mine㸧ࡧࡼ࠾ࠊ Web 㸱Dࡢࢫ࣮࣋ ࣈࢱ࡛࣒ࣛࢢࣟࣉ࣭࣮ࣗࣅ

࡞⬟ྍࡀ♧⾲ࡢ㏿㧗ࡶ࡛ࢺࢵࣞ Molmilࡢࠎ✀ࡧࡼ࠾ࠊḟⓗࢆࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ㛤Ⓨ࡚ࡋຍ౯್ࢆࡅຍ࡚࠼

ࠊɔ࡚ࡋ࠺ࡼࡢࡇࠋࡿ࠸ 㐀⏕≀Ꮫ⪅ࢆࡅࡔᑐ㇟ࡿࡍᑓ㛛ⓗࠊࡽࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ࡞ᗈࡃ⏕⛉Ꮫࠊ⪅✲◊ࡢ

⏘ᴗ⏺ࡢ⯡୍ࡣࡽࡉࠊேࡶᙺ❧ࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡘ㧗ᗘࢆ᥎㐍ࡽࡉࠋࡿ࠸࡚ࡋ wwPDB య㉸⏕ࠊࡣ࡛

ศᏊࡸ⭷⺮ⓑ㉁ࢆ୰ᚰࠊࡿࡍ㧗ศゎ⬟ࡢ㟁Ꮚ㢧ᚤ㙾ࣉࢵ࣐㸦ࣝࣕࢩࣥࢸ࣏࣮ࣥࣟࢡ㸧ࢆ EMDB㸦Electron 

Microscopy Data Bank㸧㞟ࠊࡾ࠾࡚ࡋPDBj ࠸࡚ࡋᥦ౪ࢆࢫࣅ࣮ࢧ㜀ぴ࡛⛠ྡ࠺࠸EM Navigatorࠖࠕࡣ࡛

PDBࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉᥦ౪࡛ୖࡢぢࠖ㸦Yorodumi㸧ࠕࡳ⤌ᯟࡢࡵࡓࡿࡍ㜀ぴࢆศᏊᵓ㐀ࡣࢀࡇࠋࡿ ࡀᑐᛂࡢ

ᑠゅᩓࡣぢࡓࡲࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ♧⾲ྠࢆศᏊᵓ㐀ࡿࡼཎᏊᗙᶆ㟁Ꮚᐦᗘࡣ࡚࠸ࡘࡢࡶࡿ࠶

ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ SASBDB 㢮ఝ࡚ࡋᶓ᩿ࢆࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡢࡽࢀࡇࠊࡋᑐᛂࡶࠖࡕࡓࠕࡢศᏊࡓࢀࡉⓏ㘓

ࡿࡁ⣴᳨࡛ࢆࠖࡕࡓࠕࡓࡋ Omokage ᳨⣴ࡶࢫࣅ࣮ࢧࡢᥦ౪ࠋࡿ࠸࡚ࡋ 

୍᪉ࠊRCSB-PDB ᪥ᮏࡢศᏊࠖ㸦Molecule of the Month㸧ࡢ᭶ࠕศᏊ⤂グࡢࡅྥ⯡୍ࡿ࠸࡚ࡋసᡂࡀ

ㄒヂࢆ๓సᡂ࡚ࡋ᪥⡿ྠ୍⯡බ㛤ࡿ࠸࡚ࡋ㸦2020 ᖺ 12 ᭶ᮎ࡛ࡲ 252  ࠋබ㛤㸧ࢆ௳

2004 ᖺᗘࡽẖᖺࠊPDBj  ࠋࡿ࠸࡚ࡋᐇࢆ♧ᒎࠊ࣮ࢼ࣑ࢭࡸㅮ⩦࡞ࠎᵝࡢ࡚࠸ࡘ⏝ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ

2019 ᖺ 10 ᭶௨㝆ࢆࡢࡶࡢୗグࠋࡍ♧ 

࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ᪥ࡢ࣮ࢦ࣮ࢺ ● 2019㸸2019 ᖺ 10 ᭶ 5 ᪥㸦ᅵ㸧 ᪥ᮏ⛉Ꮫᮍ᮶㤋㸦ᮾி㒔Ụᮾ༊㸧 

ㅮ₇⪅㸦࣮࣡ࣉࢵࣙࢩࢡ㸧㸸 ᕤ⸨ 㧗⿱ࠊᶓᆅ ᨻᚿ 

● ᪥ᮏࢱ࣮ࣗࣆࣥࢥᏛ 2019 ⛅Ꮨᖺ㸸2019 ᖺ 10 ᭶ 24 ᪥㸦ᮌ㸧�25 ᪥㸦㔠㸧 JMS ࢨࣛࣉ࣮ࣝࢸࢫ

㸦ᗈᓥ┴ᗈᓥᕷ㸧 

● CBI㸦ሗィ⟬Ꮫ⏕≀㸧Ꮫ 2019 ᖺ ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸸2019 ᖺ 10 ᭶ 23 ᪥㸦Ỉ㸧 ࣮࣮ࣝ࣍࣡ࢱ⯪ᇼ

㸦ᮾி㒔Ụᡞᕝ༊㸧 

ㅮ₇⪅㸸 ᰩᰨ ※Ⴙ      

● ᪥ᮏࢱ࣮ࣗࣆࣥࢥᏛ 2019 ⛅Ꮨᖺ୍⯡ྥࢺࣥ࣋ࡅ㸸2019 ᖺ 10 ᭶ 26 ᪥㸦ᅵ㸧 ᗈᓥᕷ❧Ꮫࢸࢧ

 㸦ᗈᓥ┴ᗈᓥᕷ㸧ࢫࣃࣥࣕ࢟ࢺࣛ

ㅮ₇⪅㸸 ᰩᰨ ※Ⴙ      
● ᪥ᮏ⤖ᬗᏛ௧ඖᖺ㸦2019 ᖺ㸧ᗘᖺࡧࡼ࠾ဨ⥲ ࣮ࣛࣥࢼ࣑ࢭࣥࣙࢳ㸸2019 ᖺ 11 ᭶ 19 ᪥㸦ⅆ㸧

㔠ἑᕷᩥ࣮ࣝ࣍㸦▼ᕝ┴㔠ἑᕷ㸧 

ㅮ₇⪅㸸ᰩᰨ ※ႹࠊGert-Jan Bekker 

● 㜰Ꮫඹ DAY@EXPOCITY㸸2019 ᖺ 11 ᭶ 30 ᪥㸦ᅵ㸧࣮ࡱࡽࡽࠊ EXPOCITY㸦㜰ᗓ྿⏣ᕷ㸧 

● ➨ 42 ᅇ ᪥ᮏศᏊ⏕≀Ꮫᖺ ࢫ࣮ࣈฟᒎ㸸2019 ᖺ 12 ᭶ 3 ᪥㸦ⅆ㸧�6 ᪥㸦㔠㸧 ࢭࢵ࣓࣐ࣥࣜ⚟ᒸ㸦⚟

ᒸ┴⚟ᒸᕷ㸧 

● ➨ 42 ᅇ ᪥ᮏศᏊ⏕≀Ꮫᖺ ࣒࣮࢛ࣛࣇ㸸2019 ᖺ 12 ᭶ 3 ᪥㸦ⅆ㸧 ⚟ᒸᅜ㝿㆟ሙ㸦⚟ᒸ┴⚟ᒸᕷ㸧 

ㅮ₇⪅㸸ᕤ⸨ 㧗⿱ 

● CiCLE: 㟁Ꮚ㢧ᚤ㙾 ヨᩱホ౯ㅮ⩦㸸 2020 ᖺ 01 ᭶ 6 ᪥㸦᭶㸧�7 ᪥㸦ⅆ㸧㜰Ꮫ ⺮ⓑ㉁◊✲ᡤ 

ㅮ₇⪅㸸ᰩᰨ ※Ⴙ 

● 2020 ᖺ㡑ᅜ⏕యศᏊ⛉Ꮫ㐃ྜᏛᏛ⾡㸦2020 Federation of the Korean Societies for Biomolecular 

Sciences Conference, 2020 FKSBS Conference㸧 ࣮ࣛࣥࢼ࣑ࢭࣥࣙࢳ㸸2020 ᖺ 01 ᭶ 10 ᪥㸦㔠㸧ගᕞ⛉Ꮫ

ᢏ⾡㝔 Oryong Hall 

ㅮ₇⪅㸸୰ᕝ ᩔྐఀࠊ⸨ ᬸ⪽ 

● 2020 ᖺ㡑ᅜ⏕యศᏊ⛉Ꮫ㐃ྜᏛᏛ⾡㸦2020 Federation of the Korean Societies for Biomolecular 

Sciences Conference, 2020 FKSBS Conference㸧 ᮏㅮ₇㸦plenary lecture㸧㸸2020 ᖺ 01 ᭶ 10 ᪥㸦㔠㸧ගᕞ
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⛉Ꮫᢏ⾡㝔 Oryong Hall 
ㅮ₇⪅㸸ᰩᰨ ※Ⴙ 

● ⺮ⓑ◊࣮ࢼ࣑ࢭ㸸PDBj࣭BINDS ⏝ἲࠖ㸸ࡢࢱ࣮ࢹᵓ㐀ࡿࡅ࠾⸆࣭⏕⛉Ꮫࠕ㐃ᦠㅮ⩦ࢺࢵࢽࣘ

2020 ᖺ 01 ᭶ 30 ᪥㸦ᮌ㸧㜰Ꮫ ⺮ⓑ㉁◊✲ᡤ 
ㅮ₇⪅㸸ᰩᰨ ※Ⴙࠊᕝ➃ ⊛ 

● ➨ 58 ᅇ ᪥ᮏ⏕≀≀⌮Ꮫᖺ ࣥࣛࣥ࢜ᒎ♧㸸2020 ᖺ 09 ᭶ 16 ᪥㸦Ỉ㸧-18 ᪥㸦㔠㸧㸸ࣥࣛࣥ࢜ 
ㅮ₇⪅㸸ᰩᰨ ※Ⴙࠊᕝ➃ ⊛ 

࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ᪥ࡢ࣮ࢦ࣮ࢺ ● Ⓨ⾲㸸2020࣮ࢱࢫ࣏ 2020 ᖺ 10 ᭶ 05 ᪥㸦᭶㸧㸸ࣥࣛࣥ࢜ 
ㅮ₇⪅㸸ᕤ⸨ 㧗⿱ࠊᶓᆅ ᨻᚿ 

ࣛࢦࢫ࢚ࣥࢧ ● 2020㸸2020 ᖺ 11 ᭶ 22 ᪥㸦᪥㸧㸸ࣥࣛࣥ࢜ 
ㅮ₇⪅㸸ᰩᰨ ※Ⴙ 

● ➨ 43 ᅇ ᪥ᮏศᏊ⏕≀Ꮫᖺ ࣒࣮࢛ࣛࣇ㸸2020 ᖺ 12 ᭶ 2 ᪥㸦Ỉ㸧㸸ࣥࣛࣥ࢜ 
ㅮ₇⪅㸸ᕤ⸨ 㧗⿱ 

 

㸷� ௦⾲ⓗࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ࡞◊✲ 

※2016 ᖺᗘⅬ࡛⥅⥆୰ࢀࡑࡧࡼ࠾௨㝆⋓ᚓࡓࡋእ㒊㈨㔠㸸⿵ຓ㔠ཷࠊク◊✲1000ࠊࡣ࡚࠸ࡘ㈝◊⛉ࠊ ௨ୖࠊ 

ඹྠ◊✲ࡣ࡚࠸ࡘ 100 ௨ୖ࡛ィୖࠋ 

⿵ຓ㔠 

1 
ᅜ❧◊✲㛤Ⓨἲே᪥ᮏ་⒪◊✲㛤Ⓨᶵᵓ� ⸆➼ࣛࢫ࢚ࣥࢧࣇ◊✲ᨭᇶ┙ᴗ 

2017㸫2021 ⸆➼ࣛࡢࡵࡓࡢ✲◊ࢫ࢚ࣥࢧࣇ┦㛵ᵓ㐀ゎᯒࡿࡼ࣒࣮࢛ࣇࢺࢵࣛࣉᨭ㧗ᗘ㸦⸆

 㧗ᗘ㸧ᨭࡢ⾡ከ㝵ᒙᵓ㐀⏕⛉Ꮫゎᯒᢏࡢࡵࡓࡢ✲◊ࢫ࢚ࣥࢧࣇࣛ➼

2 
ᅜ❧◊✲㛤Ⓨἲே᪥ᮏ་⒪◊✲㛤Ⓨᶵᵓ� ⸆➼ࣛࢫ࢚ࣥࢧࣇ◊✲ᨭᇶ┙ᴗ 

2017㸫2021 
Structure-based protein design  ᨭࡢ⏘⏕ⓑ㉁⺮࠼㧗㞴ᗘ⤌ᡂࡢ≀ᢠయ௦᭰ࡓࡋ㥑ࢆ

3 
ᅜ❧◊✲㛤Ⓨἲே᪥ᮏ་⒪◊✲㛤Ⓨᶵᵓ� ⸆➼ࣛࢫ࢚ࣥࢧࣇ◊✲ᨭᇶ┙ᴗ 

2017㸫2021 
⸆➼ࣛಁࢆ✲◊ࢫ࢚ࣥࢧࣇ㐍ࡿࡍ◊✲ᨭࢫ࢚ࣥࢧࢱ࣮ࢹ 

4 
ᩥ㒊⛉Ꮫ┬� ⸆➼ࣛࢫ࢚ࣥࢧࣇ◊✲ᨭᇶ┙ᴗ 

2012㸫2016 
ື≀⣽⬊Ⓨ⌧⣔ࡓ࠸⏝ࢆ㧗㞴ᗘࢡࣃࣥࢱ㉁⏕⏘ᨭࠊ⢾㙐ᕤᏛ࣭ᢠయᕤᏛࡢࡑࡓ࠸⏝ࢆ㧗ᗘ 

5 
ᩥ㒊⛉Ꮫ┬� ⸆➼ࣛࢫ࢚ࣥࢧࣇ◊✲ᨭᇶ┙ᴗ 

2012㸫2016 
᭱ඛ➃ NMR ᵓ㐀ゎᯒࡓࡅྥ⺮ⓑ㉁ヨᩱホ౯ㄪ〇ࡢ࣒ࢸࢫࢩ㧗ᗘእ㒊ᨭ 

6 
ᩥ㒊⛉Ꮫ┬� ⸆➼ࣛࢫ࢚ࣥࢧࣇ◊✲ᨭᇶ┙ᴗ 

2012㸫2016 
ᵓ㐀⏕⛉Ꮫࡿࡅ࠾ࢻ࢘ࣛࢡࢱ࣮ࢹ⺮ⓑ㉁ᵓ㐀ࢱ࣮ࢹゎᯒ㛵㐃ᢏ⾡ࡢ㛤Ⓨᨭ 

7 
ᩥ㒊⛉Ꮫ┬� ⸆➼ࣛࢫ࢚ࣥࢧࣇ◊✲ᨭᇶ┙ᴗ 

2012㸫2016 
⸆➼ᨭࢡࣃࣥࢱࡢࡵࡓࡢ㉁❧యᵓ㐀ゎᯒ⥲ྜᢏ⾡ᇶ┙ࡿࡼ࣒࣮࢛ࣇࢺࢵࣛࣉᨭ㧗ᗘ 

8 
ᩥ㒊⛉Ꮫ┬� ඛ➃◊✲ᇶ┙ඹ⏝࣭࣒࣮࢛ࣇࢺࢵࣛࣉᙧᡂᴗ 

2010㸫2016  
ඛ➃᰾☢Ẽඹ㬆⨨⩌ࡢ⏘ᴗ⏝ᨭ࣒ࣛࢢࣟࣉ 

⛉Ꮫ◊✲㈝⿵ຓ㔠�  

1 
⊂❧⾜ᨻἲே᪥ᮏᏛ⾡⯆� ⛉Ꮫ◊✲㈝⿵ຓ㔠� � ᇶ┙◊✲㸦A㸧 

2020 - 2022 
ࡓࡋ⏝ࢆ࣮ࣝࢶ࣮ࢪࣟ࢜ࣂ࣑ࣝ࢝ࢣ Wnt  ᵓ㐀ⓗゎ᫂ࡢఏ㐩ᶵᵓࣝࢼࢢࢩ

2 
⊂❧⾜ᨻἲே᪥ᮏᏛ⾡⯆� ⛉Ꮫ◊✲㈝⿵ຓ㔠� Ꮫ⾡ኚ㠉㡿ᇦ◊✲㸦B㸧 

2020 - 2022 
⣽⬊ෆᒁᡤࢡࢵࣜࢺ࣓ࣛࣃ⩻ヂࡿࡅ࠾≀⌮Ꮫⓗㄪ⠇ᶵᵓࡢゎ᫂ 

3 
⊂❧⾜ᨻἲே᪥ᮏᏛ⾡⯆� ⛉Ꮫ◊✲㈝⿵ຓ㔠� ᇶ┙◊✲㸦A㸧 

2019㸫2021 
RAD51/DMC1-DNA 」ྜయືࡢⓗኚࡿࡼ⤌࠼ᛂไᚚ࣒ࢬࢽ࣓࢝ࡢ 

�
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4  
⊂❧⾜ᨻἲே᪥ᮏᏛ⾡⯆� ⛉Ꮫ◊✲㈝⿵ຓ㔠� ᪂Ꮫ⾡㡿ᇦ◊✲ 

2019㸫2023 
」〇࣒ࣀࢤࣆ࢚ࡿࡅ࠾ࣝࢡࢧሗ㧗ḟࣥࢳ࣐ࣟࢡᵓ㐀ࡢ㐃ᦠࡢゎ᫂ 

5 
⊂❧⾜ᨻἲே᪥ᮏᏛ⾡⯆� ⛉Ꮫ◊✲㈝⿵ຓ㔠� ᅜ㝿ඹྠ◊✲ຍ㏿ᇶ㔠 

2017㸫2018 
1 ⣽⬊⇕ຊᏛ❧☜ࡢᛂ⏝ୖࡢୗᒎ㛤 

6 
⊂❧⾜ᨻἲே᪥ᮏᏛ⾡⯆� ⛉Ꮫ◊✲㈝⿵ຓ㔠� ᅜ㝿ඹྠ◊✲ຍ㏿ᇶ㔠 

2017㸫2018 
᪂つ⸆ࢆ┠ᣦ࣮࣐ࣁࢶࣝࡓࡋ༴㝤ᅉᏊ sorLA  ᥈⣴࣮ࢲࣥࣂపศᏊࡿࡍᑐ

7 
⊂❧⾜ᨻἲே᪥ᮏᏛ⾡⯆� ⛉Ꮫ◊✲㈝⿵ຓ㔠� ᇶ┙◊✲㸦A㸧 

2017㸫2019 
Wnt  ࣒ࢬࢽ࢝ᵓ㐀࣓ࡢ⏝ᐜయ┦సཷ-ࢻࣥ࢞ࣜ

8 
⊂❧⾜ᨻἲே᪥ᮏᏛ⾡⯆� ⛉Ꮫ◊✲㈝⿵ຓ㔠� ᪂Ꮫ⾡㡿ᇦ◊✲ 

2017㸫2021 
⅖ᝈࡢ௦ㅰࣥࣙࢩ࣮ࢸࣉࢲ 

9 
⊂❧⾜ᨻἲே᪥ᮏᏛ⾡⯆� ⛉Ꮫ◊✲㈝⿵ຓ㔠� ᪂Ꮫ⾡㡿ᇦ◊✲ 

2016㸫2020 
ᵓ㐀ࢆᇶ┙ࣥࢺࣟࣉࡓࡋฟࡢᡓ␎ⓗศᏊタィ 

10 
⊂❧⾜ᨻἲே᪥ᮏᏛ⾡⯆� ⛉Ꮫ◊✲㈝⿵ຓ㔠� ᪂Ꮫ⾡㡿ᇦ◊✲ 

2016㸫2020 
ሗ㓘/┠ⓗᣦྥ⾜ືࡢ⚄⤒ᅇ㊰ᶵᵓ 

11 
⊂❧⾜ᨻἲே᪥ᮏᏛ⾡⯆� ⛉Ꮫ◊✲㈝⿵ຓ㔠� ᪂Ꮫ⾡㡿ᇦ◊✲ 

2015㸫2019 
⣽⬊ෆእࡿࡅ࠾ᒁᡤ ᗘ᭱ࡢඛ➃ィ ᢏ⾡ࡢ㛤Ⓨᐇ㊶ 

12 
⊂❧⾜ᨻἲே᪥ᮏᏛ⾡⯆� ⛉Ꮫ◊✲㈝⿵ຓ㔠� ᪂Ꮫ⾡㡿ᇦ◊✲ 

2015㸫2019 
ᰁⰍయ㍈㸫࣮ࣝࣉᵓ㐀㸦ᰁⰍయ 3D ᵓ㐀㸧ᇶ࡙ࡃῶᩘศᮇࡢᰁⰍయᶵ⬟ࡢไᚚ 

13 
⊂❧⾜ᨻἲே᪥ᮏᏛ⾡⯆� ⛉Ꮫ◊✲㈝⿵ຓ㔠� ᪂Ꮫ⾡㡿ᇦ◊✲ 

2012㸫2016 
ィ⟬࣭ሗ⛉Ꮫࡿࡼ㌿ࡿࡅ࠾ࣝࢡࢧሗኚᶵᵓࡢゎ᫂ 

14 
⊂❧⾜ᨻἲே᪥ᮏᏛ⾡⯆� ⛉Ꮫ◊✲㈝⿵ຓ㔠� ᪂Ꮫ⾡㡿ᇦ◊✲ 

2012㸫2016 
ච⚄⤒ࣝࢼࢢࢩࡿࡅ࠾ࢫ࣮࢙ࣇ࣮ࢱࣥᤵཷࡢᵓ㐀ⓗᇶ┙ 

 
ཷク◊✲�  

1 
ᅜ❧◊✲㛤Ⓨἲே᪥ᮏ་⒪◊✲㛤Ⓨᶵᵓ� ⸆ᨭ᥎㐍ᴗ࣭⸆⥲ྜᨭᴗ 

2018㸫2021 
 ᥈⣴ࡢ᪂つ⥙⭷ಖㆤࡿࡼไᚚࡢᶵᵓࢡࢵࢸࢿ࢙ࢪࣆ࢚ࡿࡅ࠾⭷⥙

2 
㜰Ꮫ� ⏕་⒪ࡢ⏘ᴗࡓࡅྥホ౯ᇶ┙ᢏ⾡㛤Ⓨᴗ�  

2017㸫2021 
⭠⫢ᚠ⎔ࡢ⸆≀ືែࢆ⌧ྍ⬟ࡢࢫࣂࢹ࡞㛤Ⓨ/⤖ࢺࣄ iPS ⣽⬊⏤᮶⫢⣽⬊ࡢ౪⤥ 

 3 
ᅜ❧◊✲㛤Ⓨἲே᪥ᮏ་⒪◊✲㛤Ⓨᶵᵓ� ⏕་⒪ᐇ⌧ᣐⅬ㺦㺍㺢㺺㺎㺖㺪㺽㺹㺖㺼㺵㺯 

2020㸫2021 
ᵓᡂᇶᗏ⭷㺗㺼㺷ࡿ࠸⏝ࢆ⛣᳜ᚰ➽⣽⬊ࡢ⏕╔࣭ᡂ⇍ಁ㐍ᢏ⾡ࡢ㛤Ⓨ 

 4 
ᅜ❧◊✲㛤Ⓨἲே᪥ᮏ་⒪◊✲㛤Ⓨᶵᵓ� ⏕་⒪ᐇ⌧ᣐⅬ㺦㺍㺢㺺㺎㺖㺪㺽㺹㺖㺼㺵㺯 

2020㸫2022 
ḟୡ௦ᆺ㺭㺢㺶㺍㺖㺛ࡿࡼ㧗ຠ⋡㦵᱁➽ᖿ⣽⬊ศㄏᑟἲࡢ㛤Ⓨ 

5 
ᮾிᏛ� 㠉᪂ⓗඛ➃◊✲㛤Ⓨᨭᴗࣉࢱࢺ࣮࣋ࣗ࢟ࣥ㸦LEAP㸧 

2020㸫2024 
㞴ᛶ⚄⤒➽ᝈࡢ⏬ᮇⓗ⒪ࡓࡅྥ➽≉␗ⓗཷᐜయࢮ࣮ࢼ࢟ࣥࢩࣟࢳάᛶࡢ㛤Ⓨ 

6 
ி㒔ᗓ❧་⛉Ꮫ� ᪂⯆࣭⯆ឤᰁᑐࡿࡍ㠉᪂ⓗ་⸆ရ➼㛤Ⓨ᥎㐍◊✲ᴗ 

2020 
㧗ぶᛶᨵኚ ACE2 ኚ␗ᢠᛶࢫࣝ࢘ࡿࡼ SARS-CoV-2 ୰〇ࡢ㛤Ⓨ 

7 
ᅜ❧◊✲㛤Ⓨἲே⛉Ꮫᢏ⾡⯆ᶵᵓ� ᮍ᮶♫㐀ᴗ 

2019㸫2020 
⸆ࢆຍ㏿ࡿࡍ⣽⬊ࣔࢢࣥࣜࢹᇶ┙ࡢᵓ⠏ 

8 
᪥ᮏ㟁Ꮚᰴᘧ♫� ་⒪◊✲㛤Ⓨ㠉᪂ᇶ┙ᡂᴗ 

2018㸫2021 
 ⨨㛤Ⓨࡓࡅྥࢺࢵࣉ࣮ࣝࢫࣁࡢ㉁ᵓ㐀ゎᯒࢡࣃࣥࢱ

9 
ྡྂᒇᏛ� ⸆➼ࣛࢫ࢚ࣥࢧࣇ◊✲ᨭᇶ┙ᴗ 

2017㸫2021 
 ᢏ⾡ᨭ⏘⏕ࡢ㉁」ྜయࢡࣃࣥࢱ⭷ࡃᇶ࡙ࢡࢵࣂࢻ࣮ࣇࡢ㟁Ꮚ㢧ᚤ㙾࢜ࣛࢡ

10 
ᅜ❧◊✲㛤Ⓨἲே⛉Ꮫᢏ⾡⯆ᶵᵓࠊ⤫ྜ᥎㐍࣒ࣛࢢࣟࣉ 

2017㸫2021 
⺮ⓑ㉁ᵓ㐀᳨ࢱ࣮ࢹࡢࢡࣥࣂࢱ࣮ࢹド㧗ᗘ⤫ྜ 
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11 
ᅜ❧◊✲㛤Ⓨἲே⛉Ꮫᢏ⾡⯆ᶵᵓࠊᡓ␎ⓗ㐀◊✲᥎㐍ᴗಶேᆺ◊✲㸦ࡅࡀࡁࡉ㸧 

2017㸫2019 
ᦤືィ ࡿࡼಶయࡢ࣮ࣟࣇ࣮ࢠࣝࢿ࢚ࡢ 1 ⣽⬊ศゎゎᯒ 

12 
ᅜ❧◊✲㛤Ⓨἲே᪥ᮏ་⒪◊✲㛤Ⓨᶵᵓ� ඛ➃ィ ศᯒᢏ⾡࣭ᶵჾ㛤Ⓨ࣒ࣛࢢࣟࣉ 

2016㸫2019 
㉸㡢Ἴࢆᛂ⏝ࡓࡋ⚄⤒ኚᛶᝈࡢపくデ᩿ᶵჾ㛤Ⓨ 

13 
ᅜ❧◊✲㛤Ⓨἲே⛉Ꮫᢏ⾡⯆ᶵᵓࠊᡓ␎ⓗ㐀◊✲᥎㐍ᴗ࣒࣮ࢳᆺ◊✲㸦CREST㸧 

2016㸫2018 
Ⅳ⣲⣔ࢫࢡࢽࣟࢺࢡ࢚ࣞࣀࢼᇶ࡙ࡃ㠉᪂ⓗ࡞⏕య☢Ẽィ ࡢ࣒ࢸࢫࢩฟ 

14 
ᅜ❧◊✲㛤Ⓨἲே᪥ᮏ་⒪◊✲㛤Ⓨᶵᵓ� 㠉᪂ⓗࢇࡀ་⒪ᐇ⏝◊✲ᴗ 

2016㸫2017 
 㛤Ⓨࢪ࣮ࢣࢵࣃࣝࢱ࣮ࢺࡢᨵⰋ࣮ࢱࢡ࣋㞟⦆࣒ࣀࢤ⣽⬊⎔ቃࡢⅭࡢୖྥ⋠㞟ຠ⦆࣒ࣀࢤ

15 
ᅜ❧◊✲㛤Ⓨἲே⛉Ꮫᢏ⾡⯆ᶵᵓࠊඛ➃ィ ศᯒᢏ⾡࣭ᶵჾ㛤Ⓨ࣒ࣛࢢࣟࣉ 

2015㸫2020 
㉸㧗ឤᗘࣥࣆࢫ┦㛵㧗ศゎ⬟ NMR ⨨㛤Ⓨ 

16 
ᅜ❧◊✲㛤Ⓨἲே᪥ᮏ་⒪◊✲㛤Ⓨᶵᵓ� 㠉᪂ⓗඛ➃◊✲㛤Ⓨᨭᴗ 

2015㸫2017 
ᖿ⣽⬊ࡿࡅ࠾ከศ⬟ᛶ⥔ᣢࡢศᏊᶵ⬟࣒ࣀࢤࣆ࢚ᵓ㐀୕ࡢḟඖⓗゎᯒ 

17 
ᅜ❧◊✲㛤Ⓨἲே⛉Ꮫᢏ⾡⯆ᶵᵓࠊᡓ␎ⓗ㐀◊✲᥎㐍ᴗ࣒࣮ࢳᆺ◊✲㸦CREST㸧 

2014㸫2019 
᪂つ⣽⬊⭷㟁ࡢࣝࢼࢢࢩᵓ㐀ᇶ┙ࡢゎ᫂ 

18 
ᅜ❧◊✲㛤Ⓨἲே᪂࣭࣮ࢠࣝࢿ࢚⏘ᴗᢏ⾡⥲ྜ㛤Ⓨᶵᵓ 

2014㸫2018 
 㛤Ⓨࡢ࣒ࢸࢫࢩ⏕་⒪〇ရ〇㐀ࡢከ⬟ᛶᖿ⣽⬊⏤᮶ࢺࣄ

19 
ᅜ❧◊✲㛤Ⓨἲே᪥ᮏ་⒪◊✲㛤Ⓨᶵᵓ� 㠉᪂ⓗࢇࡀ་⒪ᐇ⏝◊✲ᴗ 

2014㸫2017 
 ✲◊ࡿࡍ㛵❧ᶞ࣒ࢸࢫࢩ⒴᪩ᮇデ᩿⭢⫵ࡓࡋ⏝ᛂࢆฟ᳨ࡢ∦ᒀ୰⺮ⓑ㉁᩿ࡿࡍᡂ⏕ࡀ⬊⣽ࢇࡀ

20 
ᅜ❧◊✲㛤Ⓨἲே⛉Ꮫᢏ⾡⯆ᶵᵓࠊᡓ␎ⓗ㐀◊✲᥎㐍ᴗ࣒࣮ࢳᆺ◊✲㸦CREST㸧 

2014㸫2017 
⣽⬊ࡢ㟁Ẽⓗಙྕࢆᵝ࡞ࠎ⏕⌮άᛶኚࡿࡍ⭷㟁ࡢ࣮ࢧࣥࢭసືᶵᵓࡢゎ᫂ 

21 
ᅜ❧◊✲㛤Ⓨἲே⛉Ꮫᢏ⾡⯆ᶵᵓࠊ⤫ྜ᥎㐍࣒ࣛࢢࣟࣉ 

2014㸫2016 
⺮ⓑ㉁ᵓ㐀ࡢࢡࣥࣂࢱ࣮ࢹ㧗ᗘ⤫ྜⓗ㐠⏝ 

22 
ᅜ❧◊✲㛤Ⓨἲே⛉Ꮫᢏ⾡⯆ᶵᵓࠊᡓ␎ⓗ㐀◊✲᥎㐍ᴗ࣒࣮ࢳᆺ◊✲㸦CREST㸧 

2013㸫2018 
 ┙ᵓ㐀ᇶࡢ㐣Ώⓗ㉸ศᏊ」ྜయࡿࡍ⌧ᐇࢆቃ㐺ᛂ⎔ࡢ≀᳜

23 
ᅜ❧◊✲㛤Ⓨἲே⌮Ꮫ◊✲ᡤ� NMR ඹ⏝࣒࣮࢛ࣇࢺࢵࣛࣉ 

2013㸫2020 
NMR ඹ⏝࣒࣮࢛ࣇࢺࢵࣛࣉ 

24 
ᅜ❧◊✲㛤Ⓨἲே⛉Ꮫᢏ⾡⯆ᶵᵓࠊ⏕་⒪ᐇ⌧ᣐⅬ࣒ࣛࢢࣟࣉࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ 

2013㸫2017 
ᖿ⣽⬊ᇵ㣴⏝ᇶᮦࡢ㛤Ⓨ 

25 
㧗࣮ࢠࣝࢿ࢚ຍ㏿ჾ◊✲ᶵᵓࠊ⸆➼ᨭᢏ⾡ᇶ┙࣒࣮࢛ࣇࢺࢵࣛࣉゎᯒᣐⅬ┦㛵ᵓ㐀ゎᯒᴗົ 

2013㸫2016 
㟁㢧ࢆࢢࣥࢪ࣮࣓㍈ࡓࡋ┦㛵ゎᯒᢏ⾡ࡢ㛤Ⓨᛂ⏝ 

26 
ᩥ㒊⛉Ꮫ┬ࠊX ⥺⮬⏤㟁Ꮚ࣮࣮ࣞࢨ㔜Ⅼᡓ␎◊✲ㄢ㢟 

2012㸫2016 
 ❧☜ࡢゎᯒἲࡢ㞴⤖ᬗᛶ⺮ⓑ㉁࣮ࣝࣗࢪࣔࢳ࣐ࣝ࡞ࣝࣈࢩ࢟ࣞࣇ

 

ᴗ➼ࡢඹྠ◊✲ 

1 ᪫ᡂ࣐࣮ࣇᰴᘧ♫ 2020㸫2021 

2 ᳃ୗோᰴᘧ♫ 2020㸫2021 

 〇⸆ᰴᘧ♫ 2020㸫2021ࢺ࣮ࣟ 3

4 ᐩኈ࣒ࣝࣇᰴᘧ♫ 2019㸫2021 

5 ୕Ꮫᰴᘧ♫ࠊᐑᓮᏛ 2019㸫2020 

6 ᰴᘧ♫2019 ࣒࣮ࢯࢡࣜࢺ࣐㸫2021 

7 ᪥ᮏ㟁Ꮚᰴᘧ♫ 2018㸫2021 

8 DIC ᰴᘧ♫ 2018㸫2019 
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9 ⸆2017 ࣒ࢩ࣮ࢯࣥࢥ㸫2019 

 〇⸆ᰴᘧ♫ 2017㸫2018ࢺ࣮ࣟ 10

11 ሷ㔝⩏〇⸆ᰴᘧ♫ 2017㸫2018 

12 ᰴᘧ♫ᮾ࣮ࢯศᯒ2017 ࣮ࢱࣥࢭ 

13 ᰴᘧ♫2017 ࣒࣮ࢯࢡࣜࢺ࣐㸫2019 

14 ➨୍୕ඹᰴᘧ♫ 2016㸫2019 

15 ࡢ⣲ᰴᘧ♫ 2016㸫2019 

16 ⰼ⋤ᰴᘧ♫ 2016㸫2020 

17 ᪥ᮏྜᡂᏛᕤᴗᰴᘧ♫ 2016㸫2017 

 ᰴᘧ♫ 2016ࢡࢵࢽࢯࢼࣃ 18

19 ᪥ᮏఫ〇⸆ᰴᘧ♫ 2015㸫2016 

20 ᑠ㔝⸆ရᕤᴗᰴᘧ♫ 2015㸫2016 

21 ᰴᘧ♫2013 ࣒ࢲ࣐ࣥ㸫2021 

22 ḟୡ௦ኳ↛≀Ꮫᢏ⾡◊✲⤌ྜ 2013㸫2017 

23 ᮾᾏᏛ 2013㸫2016 

24 ᅜ❧◊✲㛤Ⓨἲே⛉Ꮫᢏ⾡⯆ᶵᵓࠊᡓ␎ⓗ㐀◊✲᥎㐍ᴗಶேᆺ◊✲㸦ࡅࡀࡁࡉ㸧 2013㸫2016 

 〇⸆ᰴᘧ♫ 2012㸫2016ࢫࣛࢸࢫ 25

 

 άື✲◊ࡁࡍ➹≉ࡢࡢࡑ
 ᮇ㛫✲◊ ࣐࣮ࢸ㸭ྡ࣒ࣛࢢࣟࣉ 

㸦ᖺᗘ㸧 

1 
᪥ᮏ⺮ⓑ㉁ᵓ㐀ࢡࣥࣂࢱ࣮ࢹ㸸 
PDBj 㸦PDB japan㸧 ࡢ㐠⏝ 2001ࠥ2020 
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� � � � � � � � � � � � � � � � � � �

㸯㸮� ᩍ⫱ 

㸯㸮㸫㸯� Ꮫ㝔ᩍ⫱ 

ᮏ◊✲ᡤྛᩍဨࡣ௨ୗࡢᮏᏛᏛ㝔⤌⧊ཧຍྛࠊࡾ࠾࡚ࡋᑓᨷࡢᏛ㝔⏕ཷࢆධࠊࢀ◊✲ᣦᑟࠊᑓᨷࡢㅮ⩏㸦≉ㄽࢭࠊ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡵດቃᩚഛ⎔ࡢ⫱Ꮫ㝔ᩍ࡚ࡋᡤ✲◊ࠊࡿࡍᢸᙜࢆ㸧࡞࣮ࢼ࣑ࢭู≉ࠊ࣮ࢼ࣑

理学研究科化学専攻 
⺮ⓑ㉁᭷ᶵᏛ 㸦ᲄ◊㸧 
ᶵ⬟࣭Ⓨ⌧ࢫࢡ࣑࢜ࢸࣟࣉ 㸦㧗ᑿ◊㸧 
ᶵ⬟ᵓ㐀ィ Ꮫ 㸦⸨ཎ◊㸧 
ィ⟬⏕≀Ꮫ 㸦Ỉཱྀ◊㸧 

理学研究科生物科学専攻 
⺮ⓑ㉁᭷ᶵᏛ 㸦ᲄ◊㸧 
⺮ⓑ㉁ࣀࢼ⛉Ꮫ 㸦ཎ⏣◊㸧 
ศᏊ〇Ꮫ 㸦㧗ᮌ◊㸧 
ᶵ⬟࣭Ⓨ⌧ࢫࢡ࣑࢜ࢸࣟࣉ 㸦㧗ᑿ◊㸧 
⭷⺮ⓑ㉁Ꮫ 㸦୕㛫◊㸧 
ᶵ⬟ᵓ㐀ィ Ꮫ 㸦⸨ཎ◊㸧 
⺮ⓑ㉁⤖ᬗᏛ 㸦ᰩᰨ◊㸧 
㟁Ꮚ⥺ᵓ㐀⏕≀Ꮫ 㸦ຍ⸨◊㸧 
 

㉸ศᏊᵓ㐀ゎᯒᏛ 㸦୰ᕝ◊㸧 
ศᏊⓎ⏕Ꮫ 㸦ྂᕝ◊㸧 
 ᰁⰍయᶵ⬟ 㸦⠛ཎ◊㸧-࣒ࣀࢤ
㧗ḟ⬻ᶵ⬟Ꮫ 㸦⏣◊㸧 
 㸦୰◊㸧࣮ࢪࣟ࢜ࣂࣛࢿ࢞ࣝ࢜
⣽⬊࣒ࢸࢫࢩ 㸦ᒸ⏣◊㸧 
ィ⟬⏕≀Ꮫ 㸦Ỉཱྀ◊㸧 
⏕యศᏊゎᯒ㸦ዟᮧ◊㸧 

理学研究科高分子科学専攻 
⺮ⓑ㉁⤖ᬗᏛ 㸦ᰩᰨ◊㸧 
㟁Ꮚ⥺ᵓ㐀⏕≀Ꮫ 㸦ຍ⸨◊㸧 
㉸ศᏊᵓ㐀ゎᯒᏛ 㸦୰ᕝ◊㸧 

医学系研究科 
ศᏊⓎ⏕Ꮫ 㸦ྂᕝ◊㸧 
㧗ḟ⬻ᶵ⬟Ꮫ 㸦⏣◊㸧 

生命機能研究科 
ศᏊ〇Ꮫ 㸦㧗ᮌ◊㸧  
ᶵ⬟࣭Ⓨ⌧ࢫࢡ࣑࢜ࢸࣟࣉ 㸦㧗ᑿ◊㸧 
㟁Ꮚ⥺ᵓ㐀⏕≀Ꮫ 㸦ຍ⸨◊㸧 
㉸ศᏊᵓ㐀ゎᯒᏛ 㸦୰ᕝ◊㸧 

ศᏊⓎ⏕Ꮫ 㸦ྂᕝ◊㸧 
㧗ḟ⬻ᶵ⬟Ꮫ 㸦⏣◊㸧 
㧗☢ሙ NMR ศගᏛ 㸦ᐑࣀධ◊㸧

 
 

2020 ᖺᗘࠊᮏ◊✲ᡤࡣ 112  ࠋࡿ࠸࡚ࡋᅾ⡠ࡀ⏕Ꮫࠊ⏕Ꮫ㝔ࡢྡ

 

2020 ᖺᗘᅾ⡠⪅㸦2020.12 ᭶⌧ᅾ㸧 

⌮Ꮫ◊✲⛉ 
༤ኈ๓ᮇ㸦ಟኈㄢ⛬㸧 ༤ኈᚋᮇㄢ⛬ ྜィ 

63 27 90 

་Ꮫ⣔◊✲⛉ 
༤ኈ๓ᮇ㸦ಟኈㄢ⛬㸧 ༤ኈᚋᮇㄢ⛬ ྜィ 

1 2 �   3 

⏕ᶵ⬟◊✲⛉ 
༤ኈ๓ᮇ㸦ಟኈㄢ⛬㸧 ༤ኈᚋᮇㄢ⛬ ྜィ 

0 6 6 

 Ꮫ㒊Ꮫ⏕ 

⌮Ꮫ㒊 11 

་Ꮫ㒊 2 
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2019 ᖺᗘᅾ⡠⪅㸦2019.12 ᭶⌧ᅾ㸧 

⌮Ꮫ◊✲⛉ 
༤ኈ๓ᮇ㸦ಟኈㄢ⛬㸧 ༤ኈᚋᮇㄢ⛬ ྜィ 

73 27 100 

་Ꮫ⣔◊✲⛉ 
༤ኈ๓ᮇ㸦ಟኈㄢ⛬㸧 ༤ኈᚋᮇㄢ⛬ ྜィ 

1 4 �  5 

⏕ᶵ⬟◊✲⛉ 
༤ኈ๓ᮇ㸦ಟኈㄢ⛬㸧 ༤ኈᚋᮇㄢ⛬ ྜィ 

2 6 8 

 Ꮫ㒊Ꮫ⏕ 

⌮Ꮫ㒊 11 

་Ꮫ㒊 1 

 

Ꮫ㝔ᩍ⫱ࠊ࡚ࡋ⎔୍ࡢTA ࡸ RA ไᗘ୍ࡢᒙࡢᐇࢆᅗ2019ࠋࡓࡗ ᖺᗘཷධࡓࢀ RA 20ࠊࡣ ㈝◊⛉ࠊࡓࡲࠋࡓࡗ࠶࡛ྡ

ሗ࿌㸦2019✲◊ࠊ࡚ࡋሙࡢ⫱ᩍࡢ⏕Ꮫࠋࡓࡗ⾜ࡶ⏝㞠ࡢ࡚ࡋဨ✲◊௵≉ࡿࡼ➼ ᖺ 11 ᭶ 21 ᪥㹼22 ᪥㸧ࢆタࠊࡓࡲࠋࡓࡅ

18 Ꮫࠋࡓࡅタࢆᶵࡿࢀゐᖖᐇែ✲◊ࡢࡑඛ➃ⓗ◊✲ㄢ㢟ࠊ࡚ࡋ㏻ࢆ࡞࣮ࢼ࣑ࢭᐊ✲◊ࠊ࣮ࢼ࣑ࢭⓑ㉁◊✲ᡤ⺮ࡢ௳

4ࠊࡋ⏬ࢆ࣒ࠖ࢘࢟ࣟࢥ◊ⓑ⺮ࠕࡿㄒࢆ᪉㔪✲◊ࠊ࣐࣮ࢸ✲◊ࡢ㌟⮬ࡀᩍဨࡢᡤෆࠊࡵࡓࡢ⫱ᩍࡢ⪅✲◊࠸ⱝࡸ⏕ ᅇ⾜ࠋࡓࡗ

௨ୖࢆ㏻࡚ࡌᐇ㊶ⓗ࡞Ꮫ㝔ᩍ⫱ࠋࡓࡗ࡞⾜ࢆᏛྲྀᚓ⪅ྛࡣ✀ண⟬ࠋࡓࡋ⏝௵࡚ࡋࢡࢻࢫ࣏ࡿࡼ 

� 2017 ᖺᗘࠊࡾࡼ㜰ᏛࡢᏛ㝿⼥ྜᩍ⫱ࡿ࠶࡛⎔୍ࡢᏛ㝔➼㧗ᗘࠕ࣒ࣛࢢࣟࣉ⺮ⓑ㉁ゎᯒඛ➃◊✲࡛࣒ࠖࣛࢢࣟࣉᮏ

◊✲ᡤࡶཧຍࠊࡋᵓ㐀⏕≀Ꮫ⯆ࢆᣢࡘᏛ㝔⏕ࢆᑐ㇟ᤵᴗࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ 2019 ᖺᗘࠊࡾࡼ᪂࡞ࡓᑡேᩘ࣮ࢼ࣑ࢭᆺ

ึᖺḟᑟධ⛉┠ࠕᏛၥࡢᡬ㸦࣑ࢮࢿ࢝ࢳ࣐㸧ࠖࡀᏛᚲಟ⛉┠࡚ࡋ᪂タࠋࡓࢀࡉ⺮ⓑ㉁⛉Ꮫࡢධ㛛ㅮᗙ࡚ࡋ 2019 ᖺᗘࠕࡣ⺮

ⓑ㉁ࠊࢢࣥࢹ࣮࢛ࣝࣇࢫ࣑ࢢࣥࢹ࣮࢛ࣝࣇࡢẼ ࡿࡍ㆟ㄽࢆࡳ⤌ࡢయࠊࡓぢࡽ㑇ఏᏊ㉁ࢡࣃࣥࢱࠕࠊࠖ ࡢ⏕ࠕࠊࠖ

ࡿ࠼⪄ࢆࡳ⤌ ࡿ▱ࢆᙧࠕࠊࠖ 2020ࠊࠖ ᖺᗘࡢࡑࠕࡣാࡁᙧࢆぢࡿ ࠺ࢁ▱ࢆⓑ㉁⺮ࠕࠊࠖ ࡿ▱ࢆᙧࠕࠖ 㛤ࢆࠖࡎዴぢ୍ࡣ⪺ⓒࠕࠖ

ㅮࠋࡓࡋ 

㸯㸮㸫㸰� Ꮫ㒊ࡧࡼ࠾ඹ㏻ᩍ⫱ 

⺮ⓑ㉁◊✲ᡤࡢ≉ᚩࠊࡋ⏕ࢆᏛ㝿ศ㔝ࡢ࡚ࡋ⺮ⓑ㉁⛉Ꮫࡢᩍ⫱ࢆ≀⌮ᏛࠊᏛࠊ㧗ศᏊᏛࠊ⏕≀Ꮫࠊᇶ♏་Ꮫࠊሗ⛉Ꮫ

♏ᇶࡢ௦⏕⛉Ꮫ⌧ࠕ┠⛉⫱ᇶ♏ᩍ㣴ᩍࠊࡣ࡛┠⛉⫱Ꮫඹ㏻ᩍࠋࡓࡋᐇ࡚ࡗࡓࢃ Ꮫᇶ♏ᴫㄽࠕ┠⛉⫱ᑓ㛛ᇶ♏ᩍࠊࠖ I ࠊࠖ

 ࠋࡓࡋᢸᙜࢆ⩦ᇶ♏ᐇࡸ┠⛉ᑓ㛛ࡢ⛉Ꮫ㒊⏕≀Ꮫ⌮ࠊࡓࡲࠋࡓࡋᢸᙜࢆ⩦ᇶ♏⏕Ꮫࠖᇶ♏ᐇࠕᏛᇶ♏ᴫㄽⅡࠖࠕ

⌮Ꮫ㒊ࡧࡼ࠾་Ꮫ㒊ࡢᏛ㒊Ꮫ⏕ࢆ◊✲ᡤࡅཷධࢆࡇࡿࢀᏛ㒊ഃఏࠊ࠼ᕼᮃࡿࡍᏛ⏕ࡀ 2019 ᖺᗘ 12 2020ࠊྡ ᖺᗘ

12 ྡ㓄ᒓࠋࡓࢀࡉ㓄ᒓࡓࢀࡉᏛ⏕ࠊࡣ࡚࠸ࡘᡤෆ◊✲ሗ࿌ࡸ⺮ⓑ㉁◊✲ᡤ➼࣮ࢼ࣑ࢭཧຍ࡛ࡿࡁᶵࢆࠋࡓ࠼ 

� ࢆ⏕Ꮫ㝔✲◊ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ RA㸦2019 ᖺᗘ 20 2020ࠊྡ ᖺᗘ 22 ྡ㸧ཷ࡚ࡋධࠊࢀ⤌⧊ⓗཧຍࡢࡇࠋࡓࡏࡉάື࡛ࡢ◊

✲ᡂᯝࢆⓎ⾲ࡵࡓࡿࡍᅜෆᏛࠊࡾࡼࡶࡣᾏእᏛࡢཧຍࢆ࠸ዡບ2019ࠊࡋ ᖺᗘࡣ 2 2020ࠊྡ ᖺᗘࡣ 1 ᾏࡀ⏕Ꮫࡢྡ

እὴ㐵ࠋࡓࢀࡉᏛྲྀᚓ⪅ࡸᚋᮇㄢ⛬ᅾᏛࡢᏛ⏕ྛࢆ✀ண⟬ࡿࡼ≉௵◊✲ဨ࡚ࡋ᥇⏝ࡋ㸦2019 ᖺᗘࡣ 32 2020ࠊྡ ᖺᗘࡣ

35 ྡ㸧ࠊᐇ㊶ⓗᩍ⫱ࡸカ⦎ࠋࡓࡗ࡞⾜ࢆ 
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㸯㸯� ⺮ⓑ㉁◊✲ᡤࡢ⮬ᕫホ౯άື 

⺮ⓑ◊࡛ࠊࡣẖᖺᏳㅮ⩦⛅ࠊ㜵⅏ㅮ⩦ࢆ㛤ദࡸ✲◊ࠊࡋ㏻ᖖࡢᡤෆάືࡿࡅ࠾Ᏻព㆑ࢆୖྥࡢᅗࠋࡿ࠸࡚ࡗ

2019 ᖺ 10 ᭶ 29 ᪥࡚ࡋ⎔୍ࡢࡑࡣ㑊㞴カ⦎࡚ࡏࢃྜࢀࡑࠊ࠸⾜ࢆබṇ✲◊࡞㛵ࡿࡍ FD ㅮ⩦ࢆ㛤ദ2020ࠋࡓࡋ ᖺᗘ

ࡶㅮ⩦ࡢ⛅ࠊࠊᙳ㡪࡛ࡢឤᰁᣑࢫࣝ࢘ࢼࣟࢥ᪂ᆺࡣ Web ◊ಟኚ᭦ࠋࡓࡗ⾜࡚ࡋ 

� 2ࠊࡓࡲ ࣨ᭶୍ᗘࠊᡤෆࡢⱝᡭᩍဨࡿࡼㅮ₇ࠕ⺮ⓑ◊ࢆ࣒ࠖ࢘࢟ࣟࢥᡤෆᩍဨ࣭Ꮫ㝔⏕࡚ࡅྥ㛤ദࠊࡀࡿ࠸࡚ࡋ

ᮇࠊࡣ᪂ᆺࢫࣝ࢘ࢼࣟࢥឤᰁᣑࡢᙳ㡪୍࡛୰᩿ࡓࡗ࠶ࡀ2020ࠊ ᖺ 3 ᭶௨㝆ࡣ web ど⫈ษࠋࡓࡗ⾜࡚࠼᭰ࡾ 

� ࡣ᭶࠸࡞ࡋ㛤ദࢆ࣒࢘࢟ࣟࢥ FD ㅮ⩦ࠊࡀࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆᮏᖺᗘࡶࢀࡇࡣ web 㛤ദࠋࡓࡋ 

� ẖᖺ⛅ࠊࡣ◊✲ᐊࡢᇉ᰿ࢆ㉸✲◊ࡓ࠼㛵ࡿࡍ㆟ㄽࡸពぢࠊࡵࡓ࠺⾜ࢆᡤෆᩍ⫋ဨ࣭Ꮫ㝔⏕ྠ୍ࡀ࡚ࡋ⺮ⓑ◊ࣜ

ࡣᮏᖺᗘࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆࢺ࣮ࣜࢺ 11 ᭶ 24 ᪥࣭25 ᪥➨ 19 ᅇࢆ㛤ദࡿࡍணᐃ࡛ࠊࡀࡓࡗ࠶ぢ㏦ࠋࡓࡗ࡞ࡾ 

 
FD ㅮ⩦ 
ᐇ᪥ ෆᐜ ᐇሙᡤ ㅮᖌ 
2019/10/29 ⺮ⓑ◊㜵⅏Ᏻㅮ⩦ ㅮᇽ  
2019/10/29 බṇ࡞◊✲ ㅮᇽ ⺮ⓑ㉁◊✲ᡤ�  

㧗ᑿᩄᩥᩍᤵ 
ࣁ࣭࣮࣡ࣃࡧࡼ࠾ࢺ࣓ࣥࢫࣛࣁ࣭ࢡࢵ࣑ࢹ࢝ 2019/12/24

 㜵Ṇ⟇ᑐࡢࢺ࣓ࣥࢫࣛ
ㅮᇽ ࢺ࣓ࣥࢫࣛࣁ┦ㄯᐊ 

ᗙྂ≉௵ᩍᤵ㸦ᑓ㛛┦ㄯဨ㸧 
2020/2/20 ሗࢸࣜࣗ࢟ࢭ ㆟ᐊ� ሗࢸࣜࣗ࢟ࢭᮏ㒊�  

⊦ಛᩔኵᩍᤵ 
2020/4/28 ⺮ⓑ◊࣓ࢹᤵᴗᐇἲ ࣥࣛࣥ࢜ ⺮ⓑ㉁◊✲ᡤ�  

ᰩᰨ※Ⴙᩍᤵ 
2020/6/1~6/26 ձᐇ㦂Ᏻࡢᇶᮏ 

ղᏛ≀㉁ࢆࡓࡗᐇ㦂 
ճ㑇ఏᏊ⤌࠼ 
մࢸࣇ࣮ࢭ࢜ࣂ 
յAED  ࡚࠸ࡘ᪉࠸ࡢ

e-learning  

ࡇ㹼ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡢ⏕Ꮫࡢ௦ࢼࣟࢥ 2020/10/15

 㹼࠺ࡼࡅࡘࢆẼᡤ࡞ࢇ
 ࣇࣛࢫࣃࣥࣕ࢟ ࣥࣛࣥ࢜

ᗣᨭ࣮ࢱࣥࢭ 
Ỉ⏣୍㑻ᩍᤵ 

2020/10/30㹼11/30 ⺮ⓑ◊㜵⅏Ᏻㅮ⩦ ື⏬ど⫈  
�࡚࠸ࡘ㜵Ṇࢺ࣓ࣥࢫࣛࣁ࣭ࣝࣗࢩࢡࢭ 2020/12/17 �ㄯᐊ┦ࢺ࣓ࣥࢫࣛࣁ ࣥࣛࣥ࢜

℈⏣⥤ຓᩍ�

 
⺮ⓑ◊࣒࢘࢟ࣟࢥ 
ᐇ᪥ ෆᐜ ᐇሙᡤ ㅮ₇⪅ 
2020/1/16 ձNeural circuits underlying reward and aversive 

learning 
ղDNA ᮏ㙐ษ᩿ಟᶵᵓ࡛ാࡃ 
ࢺࣄ MRE11/RAD50/NBS1 」ྜయࡢᵓ㐀ᶵ⬟ゎᯒ 

ㅮᇽ ⺮ⓑ㉁◊✲ᡤ 
ձMacphersom Tom ≉௵ຓᩍ 
ղྂ㒆㯞Ꮚᩍᤵ 

2020/3/12 ձ⺮ⓑ◊࡛ࡢ 12 ᖺ㛫ࢻ࣑ࣟ◊✲ 
ղ⺮ⓑ◊࡛㐣ࡓࡋࡈ 11 ᖺ 

ㅮᇽ 
Youtube 㓄ಙ 

⺮ⓑ㉁◊✲ᡤ 
ձ᐀ṇᬛຓᩍ 
ղຍ⣡⣧Ꮚᩍᤵ 

ᅇ⭷㈏㏻ᆺ୍ࡿ࠶༴㝤ᅉᏊ࡛࣮࣐ࣁࢶࣝ 2020/11/19

ཷᐜయ SorLA ┠ࢆゎ᫂ࡢయᵓ㐀ศᏊᶵᵓࡢ

ᣦ࡚ࡋ 

ㅮᇽ 
Webex 

⺮ⓑ㉁◊✲ᡤ�  
㒓ᝆຓᩍ 

 
⺮ⓑ◊ࣜࢺ࣮ࣜࢺ 
ᐇ᪥ ෆᐜ ᐇሙᡤ 
2019/11/21㹼11/22 2019 ᖺᗘ➨ 18 ᅇ⺮ⓑ㉁◊✲ᡤሗ࿌�  

IPR Retreat2019 
㖟ᮥ㤋 3F 
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㸯㸰�  㐃ᦠࡢ♫ࡢࡢࡑ

◊✲άືࡢ♫ࡢබ㛤ࠊሗⓎಙࠊ࡚ࡋ⎔୍ࡢ◊✲ᡤࡢබ㛤ࠊタぢᏛཷࡢධࢆ௨ୗ࠺ࡼࡢᐇࠋࡓࡋ 

2019 ᖺᗘ� ぢᏛ➼ᐇ⦼ 

᪥⛬ ⾜ྡ ぢᏛ⪅ ேᩘ 
2019 ᖺ 05 ᭶ 03 ᪥ 229 ⯡୍ ⚍࠺ࡻࡕ࠸ ྡ 

2019 ᖺ 09 ᭶ 10 ᪥ タぢᏛ 㛗㔝┴㣤⏣㧗➼Ꮫᰯ 30 ྡ 

2019 ᖺ 09 ᭶ 27 ᪥ タぢᏛ රᗜ┴❧Ꮫ㝃ᒓ㧗➼Ꮫᰯ 25 ྡ 

2019 ᖺ 10 ᭶ 25 ᪥ 

2019 ᖺ 11 ᭶ 15 ᪥ 
タぢᏛ ḷᒣ┴❧ྥ㝧㧗ᰯ ྛ᪥ 30 ྡ 

 

㸯㸱� ཷ㈹ 
௧ 2 ᖺᗘ᪥ᮏ⤖ᬗᏛ㐍Ṍ㈹�  

2020 ᖺ 11 ᭶ 27 ᪥ࠊ◊✲ㄢ㢟ࢡࣃࣥࢱࠕ㉁⤖ᬗᛂ⏝ྍ⬟࡞᪂つᑠᆺᢠయࢺࢵ࣐࣮࢛ࣇ Fv-clasp  ࠊࡾࡼ⦼ᴗࡢ㛤Ⓨࠖࡢ
᭷᳃㈗ኵ≉௵ຓᩍ௧ 2 ᖺᗘ᪥ᮏ⤖ᬗᏛ㐍Ṍ㈹ࡀᤵࠋࡓࢀࡉ 

2020 ᖺ᪥ᮏ᰾☢Ẽඹ㬆Ꮫ㐍Ṍ㈹ 
� 2020 ᖺ 11 ᭶ 18 ᪥ࠕࠊ㧗☢ሙ࣭ᴟప  DNP ⏝⨨ࠊ᪉ἲㄽࡢ㛤Ⓨᛂ⏝ࠖࡢ◊✲ᴗ⦼ࠊࡾࡼᯇᮌ㝧ᩍᤵ 2020 ᖺ᪥ᮏ 
᰾☢Ẽඹ㬆Ꮫ㐍Ṍ㈹ࡀᤵࠋࡓࢀࡉ 

2020 ᖺᮍ᮶㐀Ⓨ᫂㈹ 
2020 ᖺ 10 ᭶ 2 ᪥ࠕࠊ௧ 2 ᖺᗘᅜⓎ᫂⾲ᙲࠖ㸦බ┈♫ᅋἲேⓎ᫂༠ദ㸧ࠊ࡚࠸࠾㛵ཱྀΎಇ� ᐤ㝃◊✲㒊㛛ᩍᤵࡢࡽ

 ࠋࡓࢀࡉᤵࡀᮍ᮶㐀Ⓨ᫂㈹ࠖࠕⓎ᫂ࠖࡢᇵ㣴ᇶᮦࡢ⬊⏕་⒪⏝ከ⬟ᛶᖿ⣽ࠕ
2020 ᖺᗘ᪥ᮏ㑇ఏᏛዡບ㈹ 

2020 ᖺ 9 ᭶ 18 ᪥࣒ࣀࢤࠕࠊᏳᐃ⥔ᣢ㛵ࡿࢃ㓝⣲」ྜయࡢᵓ㐀ᶵ⬟㛵ࡿࡍ◊✲㸭Studies of enzyme complexes working for  
genome maintenanceࠖࡢ◊✲ᴗ⦼ྂࠊࡾࡼ㒆㯞Ꮚᩍᤵ 2020 ᖺᗘ᪥ᮏ㑇ఏᏛዡບ㈹ࡀᤵࠋࡓࢀࡉ 

2020 ᖺ᪥ᮏ⏕Ꮫዡບ㈹ 
2020 ᖺ 7 ᭶ࠕࠊ⧄ẟෆࢡࣃࣥࢱࡿࡅ࠾㉁㍺㏦ไᚚ࣒ࢬࢽ࣓࢝ࡢ⏕⌮ⓗព⩏ࡢゎ᫂ࠖࡢ◊✲ᴗ⦼ࠊࡾࡼⲔᒇኴ㑻ᩍᤵ 
2020 ᖺ᪥ᮏ⏕Ꮫዡບ㈹ࡀᤵࠋࡓࢀࡉ 

௧ 2 ᖺᗘࠕ⛉Ꮫᢏ⾡ศ㔝ᩥࡢ㒊⛉Ꮫ⮧⾲ᙲࠖ 
2020 ᖺ 4 ᭶ࠊ⛉Ꮫᢏ⾡ࡢ⯆ᐤࡿࡍάືࡀㄆࠊࢀࡽࡵ୰ᮧᮌྡᩍᤵࡧࡼ࠾ᰩᰨ※Ⴙᩍᤵ௧ 2 ᖺᗘᩥ㒊⛉Ꮫ⮧

⾲ᙲ⛉Ꮫᢏ⾡㈹㸦⛉Ꮫᢏ⾡⯆㒊㛛㸧ࡀᤵࠋࡓࢀࡉ 
 

➨ 2 ᅇ ᪥ᮏࣥࣙࢩ࣮࣋ࣀࣥࣉ࣮࢜㈹� ཌ⏕ປാ⮧㈹ 
2020 ᖺ 2 ᭶ 27 ᪥ࠊෆ㛶ᗓࠊࡾࡼỈཱྀ㈼ྖᩍᤵࡀ௦⾲࣒ࢩ࣮ࢯࣥࢥࢫ࢙ࣥࢪࣜࢸࣥࣇࣛࠕࡿࡵົࢆ㸦LINC㸧ࠖ➨ 2 
ᅇ᪥ᮏࣥࣙࢩ࣮࣋ࣀࣥࣉ࣮࢜㈹� ཌ⏕ປാ⮧㈹ࡀᤵࠋࡓࢀࡉ 

2019 ᖺᗘ᪥ᮏᩘᏛ� ᛂ⏝ᩘᏛ◊✲ዡບ㈹ 
2020 ᖺ 2 ᭶ 17 ᪥ࠕࠊ┿᰾⏕≀㑇ఏᏊⓎ⌧ࣝࢹࣔ⋠☜ࡢ Probabilistic model of eukaryotic gene expressionsࠖࡢ◊✲ᴗ⦼ࠊࡾࡼ 
㣤⏣ኴຓᩍ௧ 1 ᖺᗘ᪥ᮏᩘᏛ� ᛂ⏝ᩘᏛ◊✲ዡບ㈹ࡀᤵࠋࡓࢀࡉ 

௧ඖᖺᗘ㜰Ꮫ㈹㸦ⱝᡭᩍဨ㒊㛛㸧 
� 2019 ᖺ 11 ᭶ 21 ᪥ࠊ㜰Ꮫࡢᩍ⫋ဨࡢୖ✲◊ࠊࡕ࠺ࡢᴗ⦼ࡀ♫ⓗ㧗࠸ホ౯ࡀࡇࡓࡅཷࢆㄆࠊࢀࡽࡵᮡ⏣ᚁᙪ≉௵ຓ

ᩍ㸦ᖖ㸧௧ඖᖺᗘ㜰Ꮫ㈹㸦ⱝᡭᩍဨ㒊㛛㸧ࡀᤵࠋࡓࢀࡉ 
➨ 37 ᅇ㸦2019 ᖺᗘ㸧㜰⛉Ꮫ㈹ 

2019 ᖺ 11 ᭶ 13 ᪥ࠕࠊ⏕య࣮ࢠࣝࢿ࢚ኚ㛵ࡿࢃ⏕య㉸ศᏊ」ྜయࡢᵓ㐀◊✲ࠖࡢ◊✲ᴗ⦼ࠊࡾࡼᰩᰨ※Ⴙᩍᤵ➨ 37
ᅇ㸦2019 ᖺᗘ㸧㜰⛉Ꮫ㈹ࡀᤵࠋࡓࢀࡉ 

௧ඖᖺ㸦2019 ᖺ㸧ᗘ㟁Ꮚࢫ࢚ࣥࢧࣥࣆࢫᏛᏛ㈹ 
� 2019 ᖺ 11 ᭶ 8 ᪥ࠕࠊ㟁Ꮚࣥࣆࢫศᴟࢆ⏝ࡿࡍ㧗☢ሙືⓗ᰾ศᴟࡿࡼ㧗ឤᗘ㧗ศゎ⬟ᅛయ᰾☢Ẽඹ㬆ᐇ㦂ἲࡢ㛤Ⓨࠖࡢ◊

✲ᴗ⦼ࠊࡾࡼ⸨ཎᩄ㐨ᩍᤵ㟁Ꮚࢫ࢚ࣥࢧࣥࣆࢫᏛᏛ㈹ࡀᤵࠋࡓࢀࡉ 
᪥ᮏ⏕≀≀⌮Ꮫ➨ 15 ᅇ 2019 ᖺ➨ 57 ᅇᖺⱝᡭᣍᚅㅮ₇㈹ 
� 2019 ᖺ 9 ᭶ 24 ᪥ࠊ➨ 57 ᅇ᪥ᮏ⏕≀≀⌮Ꮫᖺⱝᡭᣍᚅㅮ₇㑅ࡓࢀࡤඃ⚽࡞ⱝᡭ◊✲⪅㏦ࡿࢀࡽⱝᡭ◊✲㈹ࠊࡀሐ◊

ኴ≉௵◊✲ဨᤵࠋࡓࢀࡉ 
 

－ 31 －



᪥ᮏ⤖ྜ⤌⧊Ꮫ� Young Investigator Award 
2019 ᖺ 5 ᭶ 31 ᪥ࠊ᪥ᮏ⤖ྜ⤌⧊Ꮫࠊࡾࡼ◊✲ㄢ㢟ࠕVentricular-subventricular zone fractones are speckled basement membranes 
that function as a neural stem cell niche. బ⸨♸ဢ≉௵◊✲ဨ㸦6ࠊࡋᑐࠖ ᭶ 1 ᪥ࡾࡼ⚄ᡞᏛᏛ㝔་Ꮫ◊✲⛉࣭ㅮᖌ㸧 Young 
Investigator Award  ࠋࡓࢀࡉᤵࡀ

㝮ᇶ♏⛉Ꮫᡂ㈈ᅋ� 㓝ẕ࣮࢙ࣟࣇ࣒ࢩ࣮ࢯࣥࢥ� ⛠ྕ 
2019 ᖺ 4 ᭶ 19 ᪥ࠊ㝮ᇶ♏⛉Ꮫᡂ㈈ᅋࡾࡼຍ⣡⣧Ꮚᩍᤵ㓝ẕࡀྕ⛠ࡢ࣮࢙ࣟࣇ࣒ࢩ࣮ࢯࣥࢥᤵࠋࡓࢀࡉ 
 

➨ 37 ᅇ᪥ᮏ⢾㉁Ꮫ࣮ࢱࢫ࣏㈹ 
� 2018 ᖺ 8 ᭶ࠊ➨ 37 ᅇ᪥ᮏ⢾㉁Ꮫࣝࢪࣥ࣋ࣝࢳ࣓-4ࠕࠊ࡚࠸࠾ಖㆤࢆࣥࣙࢩ࣮ࢤࣛࢻࢳࣉ࣌ࢺࢵ࣏ࣥ࣡⏝ࡓࡋ⢾ࡁ

ࣥࢺࢫࣄ H2A  ࠋࡓࡋ㈹ཷࢆ㈹࣮ࢱࢫ࣏ࠊࡋ⾲Ⓨ࣮ࢱࢫ࣏ࡀᮅẚዉ㞝ஓຓᩍ࡛ࣝࢺࢱ࠺࠸Ꮫྜᡂࠖࡢ
ᖹᡂ 30 ᖺᗘ➨ 6 ᅇ᪥ᮏࢫࢩ࣮ࢻ࣑ࣟ◊✲Ꮫ⾡㞟� ඃ⚽࣮ࢱࢫ࣏㈹ 

2018 ᖺ 8 ᭶ 25 ᪥ࠊ᐀ṇᬛຓᩍ➨ 6 ᅇ᪥ᮏࢫࢩ࣮ࢻ࣑ࣟ◊✲Ꮫ⾡㞟� ඃ⚽࣮ࢱࢫ࣏㈹ࡀᤵࠋࡓࢀࡉ 
ᖹᡂ 30 ᖺ᪥ᮏ⤖ྜ⤌⧊Ꮫ㧗㈹ 

2018 ᖺ 6 ᭶ 30 ᪥ࠊ᪥ᮏ⤖ྜ⤌⧊Ꮫࠊࡾࡼ◊✲ㄢ㢟ࠕRecombinant laminin fragments endowed with collagen-binding activity: a tool 
for conferring laminin-like cell-adhesive activity to collagen matricesࠖᑐࠊࡋబ⸨㸦すෆ㸧ᾴᏊ᪥ᮏᏛ⾡⯆≉ู◊✲ဨᖹᡂ

30 ᖺᗘ᪥ᮏ⤖ྜ⤌⧊Ꮫ㧗㈹ࡀᤵࠋࡓࢀࡉ 
ᖹᡂ 30 ᖺᗘ᪥ᮏ⺮ⓑ㉁⛉Ꮫⱝᡭዡບ㈹ 

2018 ᖺ 6 ᭶ 28 ᪥ࡿࡅ࠾࣒࣮ࢯࢯࣜࠕࠊ mTORC1 άᛶࡢ㊊ሙࢆᥦ౪ࡿࡍ Ragulator-Rag GTPase 」ྜయࡢᵓ㐀ᇶ┙ࠖࡢ◊

✲ᡂᯝࡀㄆࠊࢀࡽࡵ⡿ཎᾴ≉௵◊✲ဨ᪥ᮏ⺮ⓑ㉁⛉Ꮫⱝᡭዡບ㈹ࡀᤵࠋࡓࢀࡉ 
ᖹᡂ 30 ᖺᗘ⛉Ꮫᢏ⾡ศ㔝ᩥࡢ㒊⛉Ꮫ⮧⾲ᙲ⛉Ꮫᢏ⾡㈹� ◊✲㒊㛛 

2018 ᖺ 4 ᭶ࠊ◊✲ㄢ㢟ྡࠕᐇ㦂ࡿࡼྜ⼥ࡢࣝࢹࣔ⌮ᩘ⣽⬊࣓ࡢࠖ✲◊ࡢ࣒ࢬࢽ࢝ᴗ⦼ࠊࡾࡼᒸ⏣┾㔛Ꮚᩍᤵᖹᡂ 30
ᖺᗘ⛉Ꮫᢏ⾡ศ㔝ᩥࡢ㒊⛉Ꮫ⮧⾲ᙲ⛉Ꮫᢏ⾡㈹㸦◊✲㒊㛛㸧ࡀᤵࠋࡓࢀࡉ 

ᖹᡂ 30 ᖺᗘ㜰Ꮫ㈹㸦ⱝᡭᩍဨ㒊㛛㸧 
2018 ᖺࠊⱝᡭᩍဨࠕࠊࡕ࠺ࡢ㟁Ꮚ㢧ᚤ㙾ࡿࡼከ㝵ᒙ⏕⛉Ꮫࡢࠖ✲◊ࡢᴗ⦼ࠊࡾࡼᐑ㷂┤ᖾຓᩍ㜰Ꮫ㈹㸦ⱝᡭᩍ

ဨ㒊㛛㸧ࡀᤵࡓࢀࡉ 
 

ᖹᡂ 29 ᖺᗘ㛗℩◊✲⯆㈹ 
2017 ᖺࠊබ┈㈈ᅋἲே㛗℩⛉Ꮫᢏ⾡⯆㈈ᅋࠊࡾࡼ◊✲ㄢ㢟ࠕ⣽⬊᥋╔ࢆ㉳Ⅼࡓࡋ⣽⬊௦ㅰᛂ⟅ࡢࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿゎ᫂ࠖ

ᑐࡋᒸ⏣┾㔛Ꮚᩍᤵ㛗℩◊✲⯆㈹ࡀᤵࠋࡓࢀࡉ 
ᖹᡂ 29 ᖺᗘ᪥ᮏ⚄⤒⢭⚄⸆⌮Ꮫ➨ 6 ᅇᏛ⾡ዡບ㈹�  

2017 ᖺ 9 ᭶ 29 ᪥ࠊ᪥ᮏ⚄⤒⢭⚄⸆⌮Ꮫࠊࡾࡼ◊✲ㄢ㢟ࠕㄆ▱Ꮫ⩦⢭⚄ᝈࡿࡅ࠾⚄⤒ᅇ㊰ᶵᵓࠖࡢᴗ⦼ࠊࡾࡼ⏣

㈗ಇᩍᤵ 2017 ᖺ᪥ᮏ⚄⤒⢭⚄⸆⌮Ꮫ➨ 6 ᅇᏛ⾡ዡບ㈹ࡀᤵࠋࡓࢀࡉ 
ᖹᡂ 29 ᖺᗘ ᪥ᮏ⤖ྜ⤌⧊ᏛᏛ⾡㈹ 

2017 ᖺ 6 ᭶ 16 ᪥ࠊ᪥ᮏ⤖ྜ⤌⧊Ꮫࠊࡾࡼ㛗ᖺ⤖ྜ⤌⧊◊✲࡚࠸࠾Ꮫ⾡ࡢⓎᒎⴭ࠸ࡋ㈉⊩ࡓࡋࢆຌ⦼ࠊࡾࡼ㛵ཱྀΎಇ

ᐤ㝃◊✲㒊㛛ᩍᤵ 2017 ᖺᗘ᪥ᮏ⤖ྜ⤌⧊ᏛᏛ⾡㈹ࡀᤵࠋࡓࢀࡉ 
ᖹᡂ 29 ᖺ㜰Ꮫᰤᩍᤵ ⛠ྕ 

2017 ᖺ 4 ᭶ 7 ᪥ࠊ᪥ᮏᏛ⾡⯆㈹࡞ⴭྡ࡞㈹ཷࢆ㈹ࠊࡋᮏᏛࡢᩍ⫱ࠊ◊✲ཬࡧ♫㈉⊩ࡢ᥎㐍ඛᑟⓗ࡞ᙺࢆᢸ࡚ࡗ

 ࠋࡓࢀࡉࡀྕ⛠ᕝ㈗ஂᩍᤵྂࠊ࡚ࡋࡿ࠸
 

ᖹᡂ 28 ᖺᗘ᪥ᮏ⤖ᬗᏛᏛ⾡㈹ 
2016 ᖺ 11 ᭶ 17 ᪥ࠕࠊ⏕య࣮ࢠࣝࢿ࢚ኚ㛵ࡿࢃ⏕య㉸ศᏊ」ྜయࡢᵓ㐀◊✲ࠖࡢᴗ⦼ࠊࡾࡼᰩᰨ※Ⴙᩍᤵᖹᡂ 28
ᖺᗘ᪥ᮏ⤖ᬗᏛᏛ⾡㈹ࡀᤵࠋࡓࢀࡉ 

➨ 53 ᅇ᪥ᮏࢻࢳࣉ࣌Ꮫ�  ㈹ཷ㈹࣮ࢱࢫ࣏
2016 ᖺ 10 ᭶ 27 ᪥ࠊᮅẚዉ㞝ஓຓᩍ➨ 53 ᅇ᪥ᮏࢻࢳࣉ࣌Ꮫ�  ࠋࡓࢀࡉᤵࡀ㈹࣮ࢱࢫ࣏

ᖹᡂ 28 ᖺᗘ᪥ᮏ⏕≀Ꮫⓗ⢭⚄་Ꮫⱝᡭ◊✲⪅⫱ᡂ࣒᭱ࣛࢢࣟࣉඃ⚽ዡບ㈹�  
2016 ᖺ 9 ᭶ 9 ᪥ࠊ◊✲ㄢ㢟ྡࠕពᛮỴᐃ⸆≀౫Ꮡࡿࡅ࠾⬻ᇶᗏ᰾⚄⤒ᅇ㊰ᶵᵓࠖࡢᴗ⦼ࠊࡾࡼ⏣㈗ಇᩍᤵᖹᡂ

28 ᖺᗘ᪥ᮏ⏕≀Ꮫⓗ⢭⚄་Ꮫⱝᡭ◊✲⪅⫱ᡂ࣒᭱ࣛࢢࣟࣉඃ⚽ዡບ㈹ࡀᤵࠋࡓࢀࡉ 
ᖹᡂ 28 ᖺᗘ᪥ᮏ㑇ఏᏛዡບ㈹ 

2016 ᖺ 9 ᭶ 8 ᪥᭱ࠊ㏆ࡢ◊✲ᡂᯝࡀㄆࠊࢀࡽࡵຍ⣡⣧Ꮚᩍᤵᖹᡂ 28 ᖺᗘ᪥ᮏ㑇ఏᏛዡບ㈹ࡀᤵࠋࡓࢀࡉ 
ᖹᡂ 28 ᖺᗘ� ⛉Ꮫᢏ⾡ศ㔝࣭ᩥ㒊⛉Ꮫ⮧⾲ᙲ࣭⛉Ꮫᢏ⾡㈹㸦㛤Ⓨ㒊㛛㸧 

2016 ᖺ 4 ᭶ 20 ᪥ࠊ⛉Ꮫᢏ⾡ศ㔝≉࡚࠸࠾ඃࡓࢀᡂᯝࡓࡆ࠶ࢆㄆࠊࢀࡽࡵ㛵ཱྀΎಇᩍᤵᖹᡂ 28 ᖺᗘ⛉Ꮫᢏ⾡ศ㔝࣭

ᩥ㒊⛉Ꮫ⮧⾲ᙲ࣭⛉Ꮫᢏ⾡㈹㸦㛤Ⓨ㒊㛛㸧ࡀᤵࠋࡓࢀࡉ 
 

➨ 13 ᅇ㸦ᖹᡂ 27 ᖺᗘ㸧⏘Ꮫᐁ㐃ᦠຌປ⪅⾲ᙲ࣭ᩥ㒊⛉Ꮫ⮧㈹ 
2015 ᖺ 8 ᭶ 26 ᪥ࠊ⏘Ꮫᐁ㐃ᦠάືࡢ᥎㐍ከ࡞㈉⊩ࡓࡋࢆඃࡓࢀຌ⦼ࡀㄆࠊࢀࡽࡵ㛵ཱྀΎಇᩍᤵ⏘Ꮫᐁ㐃ᦠຌປ⪅⾲ᙲ࣭

ᩥ㒊⛉Ꮫ⮧㈹ࡀᤵࠋࡓࢀࡉ 
ᖹᡂ 27 ᖺ㜰Ꮫ⥲㛗㢧ᙲ 

2015 ᖺ 7 ᭶ 14 ᪥ࠊ㜰Ꮫົࡿࡍᩍဨࠊࡕ࠺ࡢ◊✲㒊㛛ࡿࡅ࠾ᴗ⦼≉ࡀ㢧ⴭ࡛ࡿ࠶ㄆࠊࢀࡽࡵᯇᮌ㝧ຓᩍ2015ࠊ
ᖺ㜰Ꮫ⥲㛗㢧ᙲࡀᤵࠋࡓࢀࡉ 
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ᖹᡂ 27ᖺ㜰Ꮫ⥲㛗㢧ᙲ 
2015ᖺ 7᭶ 14᪥ࠊ㜰Ꮫົࡿࡍᩍဨࠊࡕ࠺ࡢᩍ⫱ࠊ✲◊ࠊ♫࣭ᅜ㝿㈉⊩ཪࡣ⟶⌮㐠Ⴀୖࡢᴗ⦼≉ࡀ㢧ⴭ࡛ࡿ࠶
ㄆࠊࢀࡽࡵ୰ᕝᩔྐᩍᤵᖹᡂ 27ᖺ㜰Ꮫ⥲㛗㢧ᙲࡀᤵࠋࡓࢀࡉ 

ᖹᡂ 27ᖺ㜰Ꮫ⥲㛗ዡບ㈹ 
2015ᖺ 7᭶ 14᪥ࠊⱝᡭᩍဨࠊࡕ࠺ࡢᩍ⫱ཬࡢ✲◊ࡧᴗ⦼ࡿ࠶ࡀㄆࠊࢀࡽࡵᒣୗᰤᶞຓᩍᖹᡂ 27ᖺ㜰Ꮫ⥲㛗ዡບ㈹
 ࠋࡓࢀࡉᤵࡀ

ᖹᡂ 27ᖺ㜰Ꮫ⥲㛗ዡບ㈹ 
2015ᖺ 7᭶ 14᪥ࠊⱝᡭᩍဨࠊࡕ࠺ࡢᩍ⫱ཬࡢ✲◊ࡧᴗ⦼ࡿ࠶ࡀㄆࠊࢀࡽࡵᰩᰨ※Ⴙᩍᤵᖹᡂ 27ᖺ㜰Ꮫ⥲㛗ዡບ㈹
 ࠋࡓࢀࡉᤵࡀ
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３．蛋白質研究所の評価





 【全体評価】

１．研　究

 【評価の視点】

○

○

○

○

　研究所の研究活動、共同利用・共同研究拠点に関する取組や機能の状況に関して、以下の視点か
ら評価をいただく。

　担当をお願いした研究室について、研究の目標とそれに基づく研究テーマの設定および研究方法
は適切か。（担当以外の研究室についても、可能であればコメントをお願いします。）

　原田慶恵研究室：細胞内センサー、一分子イメージングについて最先端の技術開発を行っており、
発展性のある成果が上がっている。観察している現象と蛋白質との関わりを明確にし、これらの技
術の応用を図ることで、さらなる展開が期待できる。
　篠原彰研究室：ゲノム・染色体の安定性・組換えに係る蛋白質の機能解明において、安定して高
度な成果を上げている。研究分野のリーダーとしての活躍も卓越している。統合的アプローチを目
指しているが、共同研究者との役割分担を明確にすることで、より蛋白研らしい展開が図れると思
われる。
　上記に限らず、発表を聞いた全ての研究室が十分な成果を上げており、かつ専門領域の進歩に貢
献する研究が行われていることを確認した。一方で、蛋白質高次機能学研究部門について、個々の
研究のレベルは高いが、個体レベルの蛋白質機能の解析という共通点では、ややまとまりに欠ける
印象を拭えない。研究内容を維持しつつ、もうひとつくらい 4 つの研究室を結ぶ「蛋白質」に関連
する基調テーマを考えられないか？（蛋白質複合体の制御と疾患？蛋白質の修飾と疾患とか？）

　主担当の研究室（栗栖、藤原研）は適切な研究目標を設定し成果を上げている。
栗栖研は競争の激しい光合成エネルギー変換タンパク質複合体において優れた成果を出し、世界的
に見てリードしている。また MicroED 法など次世代手法開発に関しても積極的であり今後の展開
が期待される。
　藤原研は主として DNP を用いた固体 NMR の高感度測定の開発を行い、世界的に見てもトップ
クラスの研究を行っている。さらに開発した技術を基に企業と共同で装置開発など社会実装も行っ
ている。今後は開発した手法の学術的応用例が出てくるとさらに素晴らしいと考える。

　岡田研究室：着任後 4 年で確固とした研究体制を築き、着実に成果をあげている。適切なコメン
トかどうかわからないが、今後プレスリリースを行うときに、蛋白質研究所という看板を意識して、
たとえば数理モデルに登場するタンパク質の構造解析の共同研究を加えるなどを工夫するのはどう
だろうか。
　水口研究室：まだ着任して日が浅いので、これからの活躍に期待したいところである。研究テー
マ設定などに問題はないと思うが、たとえば核酸アプタマーの研究が活動の中で目立つようになる
と、蛋白研でやるべき研究なのかという声がでるかもしれない（研究の自由は尊重すべきだと思う
が）。
　栗栖研究室：X 線結晶解析にとどまらず、様々な構造解析法を併用していくアプローチは、まさ
にこの研究所で展開するにふさわしいと思う。ますますの発展に期待する。
　加藤研究室：拠点活動とも関連するが、本研究所もしくは大阪大学がクライオ EM 研究のメッカ
となるように活躍してほしい。研究内容としては、今後は出身研究室との切り分けが進むのだろうか。

　古川研：網膜発生の分子機構解析で一貫して優れた成果を上げており、発見した分子の多くが疾
患関連分子として同定され、病因解明に貢献している。目標としている創薬開発、治療法開発に関
する進捗の報告はなかったが、特許出願を行っている。大学院生の筆頭論文執筆を多く指導し、多
くの人材を輩出して育成に貢献している。視覚は一般にも関心の高いトピックスなので、アウトリー
チ活動への貢献も期待される。

蛋白質研究所の評価
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○

　疋田研：高次脳機能と精神疾患の回路機構を解析するマウス分子遺伝学手法とイメージング手法
を駆使し、コンスタントに成果を上げている。大学院生を多く受け入れ、人材育成に貢献している。
熾烈な国際競争のある分野で、蛋白研の強みである蛋白質分子デザイン技術や電子顕微鏡解析など
の技術的優位性を生かす事が出来れば更なる飛躍に繋がると考えられる。
　原田研：1 分子イメージング技術における優位性に加え、異なる専門技術のエキスパートと効果
的な共同研究を展開し、独創的な細胞内温度センシング、温度操作技術の開発を行っている。論文
発表はこれからであるが、技術が完成し実証する実験データが揃えば有力誌に発表されると期待さ
れる。研究室規模は比較的小さいが、大学院生などの人材育成へのさらなる貢献が期待される。
　高木研：蛋白研の中心的課題を担い、蛋白質科学で一貫して優れた研究成果を上げている。蛋白
質精製、作成技術の共同研究など、多くの国内外共同研究で成果を上げている。最近開発した活性
分子大規模スクリーニング法は今後の応用に期待が掛かる。発表では大きく触れられなかったが、
結晶構造解析とクライオ電顕解析を適宜組み合わせて複数の蛋白質構造を決定している。若手教員
のキャリアパスも順調であるが、最近博士学位取得者がない点が唯一残念である。
　篠原研：ゲノム生物学分野を牽引するグループの一つとして一貫して優れた研究成果を上げてい
る。ゲノム生物学のアプローチが急速に進化する中、蛋白研の強みを生かした構造解析を含む多角
的解析を取り入れ、高い国際競争力を維持している。研究コミュニティ、社会貢献活動も積極的に
行っている。留学生が多く、若手教員のキャリアパスも順調で人材育成にも貢献しているが、国内
の学生が安定的に入学するフローが出来ると良いと思う。

　いずれの研究室も、適切な目標を掲げ、それに基づいて、適切な研究テーマの設定と方法がとら
れており、高く評価できる。また、学問領域によってその成果に若干の上下はあるものの、基本的
には、十分な成果を上げていて、専門領域の進歩そのものにも大きく貢献していると、高く評価で
きる。
　高木研においては、蛋白質工学・構造生物学研究において中核的な役割を果たすだけでなく、コ
ロナ禍において要請される蛋白質供給、創薬に直結する新しいモダリティ創出等、社会要請にも大
きく貢献しうる研究領域を担当し、実際にその責務を果たしている。
　藤原研においては、固体 NMR の蛋白質構造生物学への貢献を果たすべく技術開発を継続してお
り、膜タンパク質や不溶性会合蛋白質解析などへの貢献が強く期待される領域を担当している。研
究進捗は十分であるが、更なる加速を強く期待したい。
　加藤研においては、最も要請の強いクライオ電顕を用いた構造生物学の発展に資する重要な課題
設定の下、貢献する研究体制が確実に準備されつつある。特に先端技術開発に関しては、国際的な
立場にあり、その成果に強く期待したい。専門領域が世界の発信源として発展することが期待され
る。
　中川研においては、昨今話題になるウイルス関連では、結晶構造解析において先駆的かつ顕著な
成果を収めてきている。最先端構造生物学に特に特徴を有している研究所であるだけに、SPring-8
における指導的位置づけはもとより、引き続き重要となる結晶構造解析に対してその継続的な貢献
を強く期待したい。

　上記以外の研究室で小職の専門領域に近いところについても、触れておきたい。
　例えば栗栖研に関しては、特に生命金属科学という新しい学問領域への貢献が甚大であり、その
発展に期待したい。クライオ電顕で全体構造が記述できる時代であるからこそ、有機分子レベルの
解像度での結晶構造が重要になることから、その重要な領域を担当する、本邦を代表する研究室と
しての更なる発展に期待したい。
　北條研に関しては、とにかく独自性が高いことからその立場をフルに活かして、より積極的な姿
勢を打ち出したい。化学修飾は今後も大きなカギを握るところであり、今後生命科学の本質的理解
への貢献を強く期待したいところである。
　岡田研に関しては、実験研究者が計算科学を取り入れてさらなる生命科学的展開を図るという観
点で理想的に進めていることが感じられる。蛋白質研究そのものの今後を占う重要な領域を担当し
ており、その発展に大きく期待したい。
　また、水口研が担当する領域は、次世代創薬等に直結する内容を包含しており、研究所としての
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○

　
２．予算・体制

 【評価の視点】

　

○

○

新しい展開のカギを握ると思われる。他領域との緊密な連携から、その使命を強く意識し、本領域
の発展に大きく貢献することが期待される。

　北條研究室はタンパク質のライゲーション法を改良しタンパク質のあらたな化学合成法を開発
した。こうした方法の開発は生物学の背景を持つ研究者には困難であるが、タンパク質の機能解析
に新たなブレークスルーをもたらすと思われる。タンパク質内部の動きを、その機能を理解するの
に十分な空間分解能と時間分解能で、構造生物学的方法で可視化することが困難な場合に、生物学
者の方法は変異導入によるアミノ酸置換の効果の解析に限られるが、化学合成が可能となれば導入
できる変異は多彩な変化が可能となり、タンパク質の機能に必要な構造を解析する可能性が大きく
広がると期待できる。こうした化学的変異の利用を進めて、タンパク質の機能の研究を進めていた
だきたい。それには生物学者との共同研究が必要であろうが、蛋白研にはそのような機会があると
思われるが、北條研のアプローチは生物学系の研究者には極めてユニークで貴重なものであろう。
なお、これまでにグループとして十分な研究成果が出されている。
　高尾研究室は質量分析法を駆使しタンパク質研究を進めている。研究分野は多岐にわたるが、翻
訳後修飾の構造解析は多くの所外との共同研究を展開し、共同研究者の研究のブレイクスルーを進
め、いくつかの重要な発見に大きく貢献した。私自身も時計タンパク質のリン酸化部位の決定で大
変お世話になったが、測定とデータ解析が見事に進められていくのを見て、大変感銘をうけたこと
をよく覚えている。こうした例は他にもたくさんありそれぞれが大変大きな成果に発展しており、
高尾研の貢献は蛋白研の拠点活動の大変良い例であろう。翻訳後修飾の他にも生体試料のプロテオ
ミクス解析やマーカーの探索なども大きな成果を挙げている。特に尿中のペプチドやタンパク質の
プロファイリングによるがん診断法の開発はその進展が期待されるものである。このように高尾研
の研究は拠点活動としての共同研究や新しい蛋白研究の応用研究にも大きな成果をあげている。な
お、論文発表、獲得研究費いずれも十分高いレベルである。
　古川研究室は脊椎動物の網膜の分子細胞生物学を展開し、多くの優れた成果を上げている。研究
は発生生物学を基礎にして大変レベルが高い。従って高次機能の解明を目指す部門の目的は十分に
満たされていると言えよう。一方で、高次機能現象もその原因を追求していくと最終的にはタンパ
ク質の機能が担っていくことが期待されよう。これは困難な目的かもしれないが、蛋白研はそうし
たタンパク質の新たな機能の解明を目指すためにはもっとも恵まれた環境だと思われる。なお論文
発表、獲得研究費、受賞などは大変高いレベルである。
　疋田研究室は高次脳機能の神経基盤の解明を目指している。蛋白研ではもっとも高次な生命科学
を担っている研究室である。大変重要な分野で医学的な可能性も大変高いプロジェクトであるの
で、解析が進展し、このような高次生理現象がタンパク質レベルで語られることを目指していただ
きたい。

　　　　　　　共同利用・共同研究拠点の運営・支援体制がどのように整備され、機能しているか。
　

　共同利用・共同研究拠点への予算面の不足は明らかで、様々な事業から支援を獲得して機器やデー
タベースの運用・更新を行っておられる教員各位のご苦労がよくわかった。その中で教員やスタッ
フは最善を尽くしておられると思う。本来、共同利用・共同研究拠点には（研究所の運営費交付金
とは別に）必要な運営費交付金が配分されるべきであり、教員やスタッフの負担を軽減し、最先端
の技術開発や教員自身の研究などに専念できる環境を整備することが望ましい。
　一方、ニューノーマル時代に適応するため共同利用・共同研究のリモート化・自動化を進める必
要があると思われる。それらを教員・スタッフの負担軽減にうまく繋げることができないか。初期
投資が必要であり、かつ通信容量やセキュリティの問題もあると思うが、文科省の支援事業などを
活用してぜひ整備を進めていただきたい。

　運営費および外部資金の全体予算のうち、20%を外部研究者の支援に充てており、拠点活動にお
いて十分ではないかもしれないが、研究所の研究アクティビティ維持・向上を考えると適切なレベ
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○

○

○

　
３．拠点活動

 【評価の視点】

　

○

○

○

ルであると考える。

　大型装置の共同利用体制は年月をかけてしっかり整えられていると思うが、昨今の予算や人材の
問題を考えると、簡素化できるところは簡素化を進めていくことが可能かもしれない。たとえば、
クライオ EM で行われているというオンライン手続きの仕組みは、（もしまだであれば）他の装置
の利用にも転用できないだろうか。また、クライオで行われているという課金制度を他へも少額で
も広げていくことは考えられないだろうか。さらに、本家 PDB では企業の参画が進んでいると聞
いた気がするが、PDBj でも企業に対するサービス強化とそれに伴う収入獲得の道を探れないだろ
うか（すでに努力されているとは思うが）。

　NMR、電子顕微鏡はじめ高額機器の保守契約を含めた維持にも莫大なコストが掛かり、研究拠
点予算は全く十分でなくむしろ減額傾向で厳しい状況であるが、AMED、文科省などから設備支援
の外部資金を獲得して運営に充当し、安定な拠点活動を続けている。十分に努力していると評価さ
れるが、逆に活動に必要な予算額に交付金が大きく不足しているのは問題である。
　共同利用・共同研究拠点の運営、支援体制は十分整備され機能しており、拠点として認定される
に相応しいレベルと判断できる。

　国としての財務状況が楽観を許さない中、大学の附置研究所として独立に存在するに値する規模
を維持・発展するための予算獲得に、最大限の努力を継続しており、きわめて高く評価できる。体
制についても、抜本的な見直しに加え、蛋白質研究に要請される現状と今後を適切に把握した組織
整備がなされており、その努力に敬意を表したい。
　蛋白質ネットワーク生物学研究部門の設置と、蛋白質次世代構造解析センターへの改組は、蛋白
質研究を取り巻く環境の変化と領域拡大に適切に対応したものであり、高く評価できる。
　共同利用・共同研究拠点の運営・支援体制の維持発展を目指し、学問領域の現状に適切に対応し
ており、先端性の高い所属教員の尽力によるものである、と極めて高く評価できる。自らの研究を
発展させつつ、共同利用・共同研究拠点としての役割も積極的に果たしていく姿勢は、まさに、拠
点として認定されるにふさわしいレベルである。

　　　　　　　共同利用・共同研究拠点の活動が適切に行われているか。
　

　適切に活動が行われており、共同研究の成果がハイインパクトジャーナルに掲載されている（令
和元年の FWCI 1.51、トップ 10% 論文率 15.1%）。研究所の教員とスタッフの献身的な努力により、
難しい研究課題にも挑戦することで、国内・国外の研究者コミュニティに広く寄与していることを
高く評価したい。アンケートの実施などを通して、研究者コミュニティの意見の把握・反映のため
の取組が適切に行われ、常に改善の努力がなされている。産業界との共同研究も盛んである。それ
ぞれの装置や技術の専門性を生かし、国際ジョイントラボ（国際ネットワーク）、融合研究の推進
が適切に進められている。新型コロナ禍にもかかわらず共同利用・共同研究の停滞は最低限であり、
願わくば、教員やスタッフの負担がこれ以上増えることなく、共同利用・共同研究拠点の活動が適
切に継続されることを期待する。

　X 線ビームライン、高磁場 NMR、クライオ EM など大型設備、共同研究や蛋白研セミナーなど
の人材育成、およびプロテインデータバンクのアジア地域のデータ管理など研究所の人員数からみ
て、充分な活動を行っていると判断する。

　文部科学省における評価が、大型設備などの共同利用などに関する側面と、個々の研究室の研究
活動（予算獲得状況など）に関する側面とがごっちゃになって行われているのだろう。ただし、こ
の点は本質的に切り分けが難しい側面もあるだろうし、嘆いていても仕方がないかもしれない。私
見では、大型機器の共同利用を促進するよりも、個々の研究室の活動を活性化した方が、より文科
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○

○

○

省からは好ましく見られるのではないかと思う。共同利用が低調だと、その分の予算を削られてし
まう危険はあると思うが。

　SPring-8 ビームライン、NMR, 電子顕微鏡とも国内屈指の共同利用施設として多くの研究を受け
入れ、有力雑誌に発表される成果に結びついている。限られた予算の中、積極的に外部資金やプロ
ジェクトに参画し、最新設備の更新も行っており、強力な体制の維持にも成功している。また、蛋
白質データベースの構築と世界的連携も積極的に行い、世界中の研究コミュニティの情報共有に献
身的に貢献している。今年度においては、リモート対応、自動化へもいち早く対応し、利用者の便
宜を計っている。
　研究者コミュニティの意見の把握・反映のための取組も行われているが、利用において異なる設
備を用いた複合的な解析をアドバイスする相談窓口の一本化と、共同研究の有無に依らない（支援
する教員のエフォートの持ち出しがない）公平なサービスが各研究室の負担なくできるシステムが
求められていると感じた。実現には国の予算が必要である。

　国内外から高く評価される、創造的でかつ先端的学術研究を推進する共同利用・共同研究が継続
して実施されており、高く評価できる。クライオ電顕の整備など施設の導入が行われている一方で、
限られた国家予算の範囲で、拠点の名にふさわしい設備の更新が適切に行われているかどうかは、
評価が分かれるところである。これは、所属教員の尽力に比して、全学あるいは本省の理解が必ず
しも十分ではないことによるものであり、その位置づけを再確認したい。
　拠点活動としては、構造生物学、化学を中心に、国内外の研究者コミュニティに広く寄与するミッ
ションを果たしていると高く評価できる。また、特に生物学的観点から、研究者コミュニティの意
見の把握・繁栄のための取り組みと社会への還元に関しても、不断の努力が図られているものと評
価できる。
　以前に比して、蛋白質を包含する研究領域は広がりを見せている。そのような中、本研究所にお
ける拠点活動は、構造生物学、化学を中心に、その領域の進歩に大きく貢献している。また国際ジョ
イントラボ、あるいは融合研究の推進は適切に進められており、今後の更なる発展に大きな期待が
寄せられる。

　タンパク質が生命の最も多様で重要な分子であり、その研究は必須であるとともに無限の可能性
をもつ。こうした点から 1958 年に赤堀教授を所長として全国共同利用研究所として蛋白質研究所
が設立されたことはまさに先見の明だったと言えよう。タンパク質の重要性と多様性は 60 年以上
たった今でも変わっておらず、一層の貢献が期待されているところである。
　蛋白研がタンパク質研究の拠点であるために拠点活動が特に重要である。これまでも施設の共同
利用や共同研究や蛋白研セミナーなど、多様なプログラムが用意され、多くの成果が挙げられてい
るが、さらに充実することが望まれる。特にこれまでタンパク質レベルの研究とはかなり距離があ
ると考えられていた生命現象が蛋白質レベルの解析が必要になりつつあることに注意し、積極的に
共同利用や共同研究を誘致する努力が必要かと思われる。これまでの生理学、分子生物学などの方
法で生命現象に向き合ってきた研究者との共同作業が今後の新たな蛋白質科学を切り開いていくこ
とが期待されるところである。このため蛋白研が新たな蛋白研セミナーなどを利用し、新たな共同
研究者をひきつけていっていただきたい。
　生理学者や分子生物学の研究者からみた時、多くの大型機器を利用するのは大変な覚悟を必要と
するものである。例えば、専門家からタンパク質の結晶構造をみるためには 1 年ほど暗中模索の努
力を続けることが必要だ、などと言われると、それが事実でも、やはり一歩を踏み出すのは止めて
置こうということになる。今はそんなことはないのだろうが、このあたりの障壁を低くする方法の
開発とその普及が望まれる。
　一方でタンパク質の内部の微細な動きがどこまで捉えられるか、限界はどこにあるのかなども知
りたいところであるし、次世代構造解析センターが担当する新しい構造解析法の開発とその普及も
期待したいところである。タンパク質の構造と機能について驚くべき進歩が報告され、我々のタン
パク質の見方も変わってきているが、おそらくまた未知のタンパク質のからくりのほうが多いと思
われるので、蛋白研の研究がこうした分野を切り開いていくことを期待したい。
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４．教　育

 【評価の視点】

○

○

○

○

○

　

５．外部資金等の研究経費

 【評価の視点】

　
○

　　　　　　共同利用・共同研究を活かした人材養成の取組及び蛋白研の学部学生・大学院学生・
ポスドク等若手および外国人研究者の育成は適切に行われているか。
　
　常時 100 名以上の学生（学部生、修士課程、博士課程）が在籍し、毎年 20 名以上の大学院生が
研究所の研究施設を利用して学位を取得するなど、共同利用・共同研究を活かした教育が行われて
いる。また、学生の約 40% が女性で、同じく 30% が外国人であり、ダイバーシティに富む点も共
同利用・共同研究として好ましい特徴である。一方で、博士課程学生の半数以上が外国人となって
おり、ここでも日本人学生の大学院離れが顕在化しているように思われる。現時点でも毎年 20 名
以上の学生にRAや奨学金が与えられているが、今後優秀な学生、特に博士課程学生を獲得するには、
情報発信と支援の拡充が重要になってくると思われる。教員のダイバーシティについても、その約
30%が女性で（女性教授 2名）、10%以上が外国人であるなど、特筆に値する成果が上がっている。

　学部を持たない附置研では学生が集まりにくいのにもかかわらず、多くの日本人学生に教育研究
を行っている。加えて留学生の受け入れも多い。以下は私見であるが、留学生の受け入れ数の多寡
も重要であるが、受け入れ留学生が大学での研究終了後、日本で経験を生かした活躍（アカデミア、
ノンアカデミアを問わず）ができるよう取り組みがあっても良い。

　研究室における大学院生などの育成は問題なく行われていると思うが、この研究所ならではの教
育の取り組み。たとえば阪大や他大学の学生のための構造生物学実験法 1 日速修コースのようなも
のがあってもよいのではないか。評者が所属する大学では、附属病院における大学院生の見学授業
が以前、好評だったときく。

　若手教員間の融合研究を促進する支援プログラムや、若手教員を中心としたリトリートやセミ
ナーを行うなどの取り組みが見られる。大学院生の数、特に博士号取得者の輩出は研究室数に対し
て多くない。学部と直結しない研究所では宿命的ではあるが、優れた研究室が集まり、教員数も多
いので、若手教員が教育歴を積むためにも、全ての研究室が大阪大学大学院の学生をコンスタント
に受け入れて教育できる立場を獲得することが望まれる。外国人の留学生や教員も多いが、HP の
セミナー情報で見る限り殆どの研究会や講習会が日本語で行われているようである。国際化に向け
て公式行事を英語化していくことは、日本人学生の教育上も総合的にプラスの面が多いと考える。

　構造生物学分野に特に強い特色を有する拠点として、一定数の学内外大学院学生の学位取得に貢
献できている。また、幅広い専門分野の教員からなることもあり、100 名を超える学生が在籍し、
また 40名弱の外国人学生が在籍していることも評価できる。
　外国人教員数を適正規模にすることによる留学生のスムーズな在籍、ジェンダーバランスへの配
慮も図られており、評価できる。大学院学生のみならずポスドクなどの育成が適切に行えている。
　学部学生の教育については、各教育部局の理解がより重要な面があるが、これは、研究所のみな
らず、大阪大学全体が意識を高め、附置研究所の教育への貢献を果たせる環境づくりがさらに重要
になる、と思われる。これは国立大学全体で考えるべき課題ではあるが。

　　　　　　研究活動に必要な研究経費の確保に努めているか。

　多くの科学研究費補助金を獲得して（教員あたり平均 1 件は素晴らしい！）独自の研究を推進し
ているほか、それ以外にも補助金や受託研究を獲得し、その資金を共同利用・共同研究拠点として
の共用施設・機器・データベースの運用・更新を行っている点を評価する（上述したように、本来
は安定した運営費交付金として配分されるべきであるが）。民間との共同研究による資金の獲得も
一定程度あり、今後はその拡充による資金増もありえると期待される。特別推進研究、基盤研究（S）、
CRESTなどの大型研究費を取得する努力を行い、研究所の存在感をより一層高めていただきたい。
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○

○

○

○

　

６．情報公開・社会連携

 【評価の視点】

　

○

○

○

○

○

　科研費をはじめ、AMED、JSTなどの競争的資金の獲得に十分な努力を行っている。

　外部資金の獲得の努力はもちろんなされているが、残念ながらこのあたりが一番わかりやすい評
価軸として使われてしまいがちなので、さらなる努力が必要なのだと思う。大型資金の獲得に秀で
た研究者を招聘するとか、企業などとの共同研究を促進するなどの努力が、健全な学問の発展によ
いことかどうかは別として、これからますます求められていくのだろう。

　研究拠点活動の外部予算は獲得努力がなされている。個々の研究活動経費についてはまとまった
発表がなかったが、資料によると科研費の獲得状況は必ずしも良好でない。

　限られた承継教員数、特任教員数を考えれば、科研費の採択件数、採択金額いずれも妥当である。
ほぼ全員の教員が何らかの科研費に採択されていること、平均値としての採択金額も適切である。
　その他の外部資金に関しても、大型設備費の獲得を除いても、研究所としてのアクティビティの
高さを感じさせるものである。件数、金額に関しては若干の上下があるが、おおむね順調である、
と評価できる。普段の業務に加え、種々の受託研究、産学連携への貢献を求められることは、ある
意味で酷であるが、蛋白質研究所が果たすべき使命を考えれば、やむを得ない。とはいえ、大阪大
学として、全国で唯一の蛋白質を主たる研究対象とする研究所が置かれている楽観を許さない状況
をよく理解して、位置づけ等の処遇などについて、なお一層の改善を図ることを期待したい。

　　　　　　研究所の活動を十分に社会に発信しているか。

　ホームページが刷新されてアピーリング・好印象になった点は高く評価できる。研究者コミュニ
ティ向けのシンポジウム、蛋白研セミナー、講習会のほか、一般・学生向けの講演会・公開講座等
の活動についても適切に実施されている。研究成果の商品化、データ・技術の公開、データベース
運用などによる社会還元のほか、ベンチャー企業の設立や、企業とコンソーシアムを組んでオープ
ンイノベーションを推進するなど、十分に社会に発信する努力をしている。

　歴史のある蛋白研セミナーを定期的に開催し、その内容も今後のサイエンスを先取りするものや、
海外からの演者を招くなど精力的に行い、十分な研究活動の広報を行っている。

　多数の報告書やパンフレット類、所外活動などを通して、多大な努力がなされていると思う。研
究者がそれで疲弊してしまわないことを望む。今後は、よりネットなどを利用した情報発信や、逆
にオープンキャンパスのような、わかりやすい活動がより重要かもしれない。

　研究コミュニティ、一般市民に対してセミナーや公開講座を定期的に開催して活動の発信に努め
ている。ホームページも見やすく、タイムリーな情報発信を行っている。また PDB にて社会的に
関心の高いコロナウイルスの構造情報データを公開するなど、社会連携を意識した情報発信が十分
なされている。また、複数の成果が製品化されるなど、一般社会に還元されている。

　よりビジブルな研究所を目指したホームページの更新は、極めて高く評価できる。従前から、本
研究所の大きな特徴であった、講演会、公開講座等についての活動も順調であり、一定レベルの内
容を発信できているものと評価できる。ラミニン関連研究の社会貢献、計算科学、実験科学におけ
る一般社会への貢献に関する努力も高く評価してよい。
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７．国際交流

 【評価の視点】

○

○

○

○

○

　

 【総合討論】

１．
２．

○１．

　２．

　　　　　　大学附置研究所として、また共同利用・共同研究拠点として、十分な国際交流活動を
行っているか。
　
　この規模の研究所、共同利用・共同研究拠点として、15 にのぼる部局間学術交流協定を結んで
各国の研究機関と国際交流活動（国際ネットワーク）を行っていることは特筆すべきである。令和
元年の国際共著論文比率が 40%を超えている点も高く評価したい。国際データベース PDBjは日本
の蛋白質研究を支える基盤であり、また、海外の研究機関と共通の研究設備を介した交流も高く評
価できる。今年度は新型コロナの影響を受けたものの、国際会議・研究集会が定期的に行われてい
ること、海外の研究者を一定期間招聘する国際ジョイントラボが設置されていること、海外の日本
人研究者を特任教授として招聘したことなど、十分な国際交流活動を行っていると評価できる。

　共同研究や学術交流協定により海外の大学、研究機関と活発に国際交流活動を行っている。

　国際交流活動はかなり行われていると思う。おそらく、海外の研究者からみて、この研究所の研
究者と共同研究したり、施設を利用することがどの程度魅力的に見えるかという視点が重要であろ
う。PDBj などの活動は特筆されるべきだと思う。今後、中国との関係をうまく調整していくこと
が必要になるだろうと思う。

　PDB の世界連携において、日本 PDB がアジアの中核として機能するべく同地域での連携を深め
る活動を行っている。2018 年に関連する国際集会を複数回行っている。本年度はコロナ禍で国際
共同研究は難しかったが、来年度以降の活動再開が期待される。蛋白研セミナーはコミュニティで
評価が高いが、半数以上は日本語で開催されている。日本語開催の良さも大きいが、国際セミナー
の数も増やしていく事が望ましい。国際共同研究の数は多く、優れた成果が発表されている。

　部局間学術交流協定について、今までの 9組織に加え、第 3期中期期間中に 7組織と新たに締結
を完了できたことは、極めて高く評価できる。種々の準備が必要とされる国際共同研究についても、
その数を確実に増やしており、教員の努力が伺える優れた成果であろう。コロナ禍だからこそでき
る共同研究もあり、今後の更なる発展が期待できる。他方、国際拠点形成事業の推進、国際共同セ
ミナーの開催に関しても、他組織にない独自性の高い取り組みがなされ、高く評価できる。
　蛋白研セミナーについては、伝統あるイベントとして、本邦の蛋白質研究者にきわめて重要なも
のであるが、その実施に関して構成員の不断の努力が見られ、充実した内容が発信されている。更
なる発展を強く期待したい。

　研究所の活動状況と領域構成は適切であるか（改組に対するコメントもお願いします）。
　研究所の将来の方向性について、蛋白質科学、生命科学等の将来展望を見据えた方向性が示され
ているか。

　　令和 2 年 10 月に、異分野融合研究を推進する研究部門（特に蛋白質ネットワーク生物学研究
　部門）と技術開発や設備の運用を中心とするセンターへの改組が行われ、研究所内の組織の役割
　が明確化された点は高く評価できる。また、海外の研究者を招聘する国際ジョイントラボを設置
　し、細胞核動態情報研究室に英国から永野隆特任教授を招聘するなど、国際化の努力をしている
　点も共同利用・共同研究拠点にふさわしい。以上の 2 点は、中間評価結果の評価コメント「異分
　野融合研究の推進や国際ジョイントラボの形成に向けた更なる取組が期待される」に応える活動
　といえる。
　　世界の変化は激しく、AI を用いた蛋白質構造予測アルゴリズムが、瞬時に結晶構造解析並の
　精度を出すまでに進化したと聞く。これまで蛋白研は蛋白質の構造解析で卓越していたと思うが、
　今後は方向性を見直す必要があるのだろうか。研究テーマを一分子計測や蛋白質ネットワークな
　どにシフトすることは正しい方向性だと思うが、私には、研究所の将来について、蛋白質科学、
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○

○

○１．

　生命科学等の将来展望を見据えた方向性が示されているか、という質問に答える自信はない。こ
　れは研究所の教員が自分達でお考えいただくしかないのではなかろうか。ありきたりの助言だが、
　一研究所の活動には限りがあるので、他の研究機関のプロテオミクスセンターや、同じ共同利用・
　共同研究拠点である徳島大学先端酵素学研究所などとネットワークを組むことで道が開ける可能
　性があるのではないか。

　蛋白研の強みは、構造生物学の大型設備を配し、共同利用を行っている点である。しかしながら、
近年、JST, AMEDなどの施策により、一般の大学や研究機関でも大型設備を購入することが可能に
なり、導入の代償として産学を含んだ共同利用などが推奨されるようになってきた。すなわち、全
国の大学で共用システムを動かしているといっても過言でない。このような状況下で蛋白研が共同
研究拠点としてプレゼンスを示すのは簡単でないかもしれないが、従来からの高いサイエンスのレ
ベルを前面に出し、単に装置を有しているだけでなくソフト的にも問題解決能力があることを前面
に打ち出すこともプレゼンスを示すための一案であろう。その観点から今回の改組の方向性は良い
と思う。機関評価の際には、独自の活動が評価されるような評価軸を設定し、それを用いてもらう
ようにアピールする活動も考えられる。
　また、高いサイエンスを行うためには十分な研究時間が必要であるので、単に評価スコアを稼ぐ
ための活動をなるべく少なくし、研究に専念できる時間を増やすことも肝要ではないかと思う。

　正直言って、現在の取り組みが不適切であるとはまったく思わない。ただ、文部科学省などから
みると、この研究所が、重厚長大な旧国鉄のような古めかしい存在に見えてしまうということはあ
るのだと思う。生命科学にも間違いなく、流行があり、それに追随すれば、当面は予算獲得なども
しやすくなる側面は否定できないだろう。そういう目先の流行に左右されずにこれまでの伝統を
守っていくというのも一つの選択だと思うし、たとえば昨今、相分離などが注目されているが、そ
ういうものを足掛かりに、これまで以上に物理化学とか生物物理などとのボーダーレスな研究に力
をいれていくという可能性もあるのかもしれない。他の生命系の附置研究所とのカラーの違いを、
その魅力を損なわない形でどう出していくべきか、難しいが、常に考えていくべきだろう。

　拠点活動に関係の深いタンパク質高次構造解析や技術開発のエキスパートが集結し、相互補完的
な研究グループが形成され、方向性が強く打ち出された領域構成になっている。改組に伴い新設さ
れた蛋白質ネットワーク生物学研究部門と蛋白質次世代構造解析センターは、拠点のミッションを
強く反映しており、共同利用・共同研究拠点の活動と相乗的に研究を展開することに成功している。
懸念があるとすれば、拠点の方向性を明確にすることで各グループの研究を束縛し、自由な発想に
よる研究が生み出すセレンディピティを抑圧するかもしれない点である。蛋白質高次機能学部門の
研究室は、個々にレベルの高い研究を展開しているが、狭義のタンパク研究にははまらず、新体制
の中でやや異質な部門になっている。生物学研究の多くは広義には蛋白質を対象としており、思い
がけないブレークスルーの芽を育むためにも、広い分野の優れた研究を許容できる見せ方があれば
と思う。

　　現員による研究スタッフによる活動状況は適切であり、十分であるといえる。また領域構成は、
　近年の当該領域のさらなる拡大を踏まえ、適切な改組が実施されている。特に解析部門の先端化・
　先鋭化を目指したセンター再編と、ネットワーク研究を新たに軸とした領域設定は、よく練られ
　たものであり、高く評価できる。本研究所が優位性を有する伝統的な研究領域の維持発展も、現
　員が担当する領域において適切に位置づけられ、かつアップデートされた内容に基づいて進めら
　れている。伝統と革新の双方が常に意識された組織運営である。他方、その担当領域の広さに対
　して、承継教員を始めとする常勤スタッフの定員が不十分であることは否めない。
　　各大学、各部局がこのことについて常に厳しい状況に置かれていることは十分に理解できるも
　のの、蛋白質研究所という名前を日本で唯一持つことができている状況を鑑みれば、全学として、
　そのさらなる充実を図る必要があろう。全国的にみても、ユニークでかつレベルの高いことはい
　うを待たない。全学側として、本研究所への人員面を中心としたさらなる充実を期待したい。
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 【その他】

○

○

○

○

　　将来の方向性に関しては、十分に練られた方針に基づいて着実に前に進められていることを高
　く評価したい。蛋白質科学のみならず生命科学等の将来展望を見据えた方向である。他方、この
　将来展望そのものは、他部局あるいは他大学においても十分出せる内容であることは否めず、蛋
　白質研究所という、ユニークな位置づけの維持発展のためにも、化学領域，構造生物学領域等を
　中心に、より特色を出す領域の強化は求められるであろう。

その他　（他にコメントがあればお願いします）

　毎年研究会・セミナーを開催する資金が確保されているのは共同利用・共同研究拠点の強みであ
り、是非これらを新分野の開拓、若手の育成に生かして欲しい。ただし、毎年のように類似のテー
マで開催するとマンネリ化、お友達クラブ化する可能性があることが問題で、大型研究費を取るた
めのチーム形成のようなつまらない会にならぬよう、企画者と運営側が自由な討論とトップサイエ
ンスを目指し、優秀な若手を発掘することが重要と思われる。

　所属の大学では企業の出資による社会連携講座のようなものが多くありますが、ここではどうな
のでしょうか。

　産学連携の強化、企業との共同開発による技術革新、活動運営費の獲得が将来必要である。
　ジェンダーバランスへの取り組みは国内でも先進的である。
　共同利用施設運営を専属で行える技術員の育成と配置を可能にするシステムと予算を国が整備し
てくれればと思います。

　大学の附置研究所である以上、教育面を充実させることは必須である。博士研究員，博士課程学
生を中心に、研究員そのものに関する人材育成には一定の貢献をしていることは理解できる。しか
しながら、本研究所の魅力ある研究内容に比して、やはり学部学生の配属数は満足いくものではな
い。そういう意味で、結晶学領域において、工学研究科からの学部学生配属が開始されたことは、
きわめて高く評価できる。今後、例えば、理学部の化学、高分子科学、生物科学を専攻する学部学
生の一定数の配属により、大学全体としても特色を出した教育・研究をアピールできるものと考え
られる。各教育部局の理解はもちろん重要であるが、研究所構成員も、学部教育の重要性を鑑みた
活動を継続して進めていく必要があろう。
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４．外部評価のまとめと今後の対応について





　外部評価は、令和 2年 11月～令和 3年 3月に実施いたしました。
　令和 2 年 12 月 15 日の外部評価委員会は、主に蛋白研の活動全体の評価を目的として、国内の学識
経験者で特に共同利用・共同研究拠点活動に関してご造詣が深く、また各 PI 教授の研究に対応する専
門分野を代表する以下の 6 名の先生方に対して、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止の観点から、
オンライン開催として行われました。

評価委員
見　學　美根子　　教　　授（京都大学　物質－細胞統合システム拠点）
近　藤　孝　男　　名誉教授（名古屋大学　大学院理学研究科）
佐々木　裕　之　　教　　授（九州大学　生体防御医学研究所）
嶋　田　一　夫　　チームリーダー（理化学研究所　生命機能科学研究センター）
津　本　浩　平　　教　　授（東京大学　大学院工学系研究科）
中　井　謙　太　　教　　授（東京大学　医科学研究所）

　評価委員の先生方にはあらかじめ、蛋白質研究所全体の概要、拠点活動、各研究室の研究内容等を
まとめ、蛋白質研究所の「2020年版要覧」および「蛋白研レポート 2018-2019」とともにお渡し、研究
所の研究、予算・体制、拠点活動、教育、外部資金等の研究経費、情報公開・社会連携及び国際交流
に関する取組や機能の状況に関して評価をいただきました。

　外部評価委員会当日は、まず中川敦史所長から研究所の全体説明を行い、研究所の理念、沿革と構成、
目標が述べられました。現状の多様な構成員と組織構成、特に拠点活動や研究活動をさらに強化する
ことを目指して行われた附属センターの改組と新しい研究部門の設置の説明を中心に、学部学生・大
学院学生の人数や研究科との関係、構成員のダイバーシティ、科研費や受託研究費等の外部資金の獲
得状況、共同利用・共同研究拠点活動の概要、産業界との連携、国際交流などについて、最近の統計
値を交えて紹介されました。
　
　次に、共同利用・共同研究委員会委員長の高木淳一教授から、蛋白質研究共同利用・共同研究拠点
活動全体について、詳細な報告が行われました。さらに、構造生物学のための三種の神器である放射
光ビームライン（中川敦史教授）、NMR（藤原敏道教授）、クライオ電子顕微鏡（加藤貴之教授）と、
生命科学研究の基礎を支える蛋白質構造データバンク事業 PDBj（栗栖源嗣教授）の現状と利用状況、
さらに将来展望について、報告が行われました。
　
　その後、各研究室の PI 教授から各研究室の現在の研究内容について説明が行われ、最後に全体を通
しての総合討論が行われました。

外部評価のまとめと今後の対応について
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　評価の詳細な内容については別途記載しておりますが、下記に全体をまとめます。

　各研究室に対する個別のコメントは、「3．蛋白質研究所の評価」の項に譲りますが、全体を通して「い
ずれの研究室も、適切な目標を掲げ、それに基づいて、適切な研究テーマの設定と方法がとられており、
高く評価できる。また、学問領域によってその成果に若干の上下はあるものの、基本的には、十分な
成果を上げていて、専門領域の進歩そのものにも大きく貢献していると、高く評価できる。」
との高い評価を頂きました。

　その一方で、「蛋白質高次機能学研究部門について、個々の研究のレベルは高いが、個体レベルの蛋
白質機能の解析という共通点では、ややまとまりに欠ける印象を拭えない。研究内容を維持しつつ、
もうひとつくらい 4つの研究室を結ぶ「蛋白質」に関連する基調テーマを考えられないか？」とのご指
摘もありました。

　「共同利用・共同研究拠点の運営・支援体制の維持発展を目指し、学問領域の現状に適切に対応して
おり、先端性の高い所属教員の尽力によるものである、と極めて高く評価できる。自らの研究を発展
させつつ、共同利用・共同研究拠点としての役割も積極的に果たしていく姿勢は、まさに、拠点とし
て認定されるにふさわしいレベルである。」との高い評価を頂きました。

　一方、「共同利用・共同研究拠点への予算面の不足は明らかで、様々な事業から支援を獲得して機器
やデータベースの運用・更新を行っておられる教員各位のご苦労がよくわかった。本来、共同利用・
共同研究拠点には（研究所の運営費交付金とは別に）必要な運営費交付金が配分されるべきであり、
教員やスタッフの負担を軽減し、最先端の技術開発や教員自身の研究などに専念できる環境を整備す
ることが望ましい。」
　「NMR、電子顕微鏡はじめ高額機器の保守契約を含めた維持にも莫大なコストが掛かり、研究拠点予
算は全く十分でなくむしろ減額傾向で厳しい状況であるが、AMED、文科省などから設備支援の外部
資金を獲得して運営に充当し、安定な拠点活動を続けている。十分に努力していると評価されるが、
逆に活動に必要な予算額に交付金が大きく不足しているのは問題である。」
等、予算不足を指摘される声が多くありました。
　また、「ニューノーマル時代に適応するため共同利用・共同研究のリモート化・自動化を進める必要
があると思われる。それらを教員・スタッフの負担軽減にうまく繋げることができないか。」
　「大型装置の共同利用体制は年月をかけてしっかり整えられていると思うが、昨今の予算や人材の問
題を考えると、簡素化できるところは簡素化を進めていくことが可能かもしれない。たとえば、クライ
オ EMで行われているというオンライン手続きの仕組みは、他の装置の利用にも転用できないだろうか。

＜外部評価のまとめ＞

１．研　究

２．予算・体制

－ 46 －



また、クライオで行われているという課金制度を他へも少額でも広げていくことは考えられないだろ
うか。PDBjでも企業に対するサービス強化とそれに伴う収入獲得の道を探れないだろうか。」
等、維持経費の獲得や負担軽減の方策を探る努力も必要とのご指摘もありました。

　「適切に活動が行われており、共同研究の成果がハイインパクトジャーナルに掲載されている。研究
所の教員とスタッフの献身的な努力により、難しい研究課題にも挑戦することで、国内・国外の研究者
コミュニティに広く寄与していることを高く評価したい。アンケートの実施などを通して、研究者コミュ
ニティの意見の把握・反映のための取組が適切に行われ、常に改善の努力がなされている。産業界と
の共同研究も盛んである。」
　「X 線ビームライン、高磁場 NMR、クライオ EM など大型設備、共同研究や蛋白研セミナーなどの
人材育成、およびプロテインデータバンクのアジア地域のデータ管理など研究所の人員数からみて、
充分な活動を行っていると判断する。」
　「拠点活動としては、構造生物学、化学を中心に、国内外の研究者コミュニティに広く寄与するミッ
ションを果たしていると高く評価できる。また、特に生物学的観点から、研究者コミュニティの意見の
把握・繁栄のための取り組みと社会への還元に関しても、不断の努力が図られているものと評価できる。」
等の高い評価を頂きました。

　一方で、「研究者コミュニティの意見の把握・反映のための取組も行われているが、利用において異な
る設備を用いた複合的な解析をアドバイスする相談窓口の一本化と、共同研究の有無に依らない（支援
する教員のエフォートの持ち出しがない）公平なサービスが各研究室の負担なくできるシステムが求め
られていると感じた。実現には国の予算が必要である。」
との、共同利用のための相談窓口設置の必要性等も指摘されました。

　また、「クライオ電顕の整備など施設の導入が行われている一方で、限られた国家予算の範囲で、拠点
の名にふさわしい設備の更新が適切に行われているかどうかは、評価が分かれるところである。これは、
所属教員の尽力に比して、全学あるいは本省の理解が必ずしも十分ではないことによるものであり、
その位置づけを再確認したい。」
　「大型機器の共同利用を促進するよりも、個々の研究室の活動を活性化した方が、より文科省からは
好ましく見られるのではないかと思う。共同利用が低調だと、その分の予算を削られてしまう危険はあ
ると思うが。」
等、拠点活動の仕方、あり方、見せ方を研究所として考えた方がよいとの指摘もありました。

　「常時 100 名以上の学生が在籍し、毎年 20 名以上の大学院生が研究所の研究施設を利用して学位を
取得するなど、共同利用・共同研究を活かした教育が行われている。また、学生の約 40% が女性で、
同じく 30%が外国人であり、ダイバーシティに富む点も共同利用・共同研究として好ましい特徴である。
教員のダイバーシティについても、その約 30%が女性で（女性教授 2名）、10%以上が外国人であるな

３．拠点活動

４．教育
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ど、特筆に値する成果が上がっている。」
　「外国人教員数を適正規模にすることによる留学生のスムーズな在籍、ジェンダーバランスへの配慮
も図られており、評価できる。大学院学生のみならずポスドクなどの育成が適切に行えている。」
等の高い評価を頂きました。

　一方で、「博士課程学生の半数以上が外国人となっており、ここでも日本人学生の大学院離れが顕在
化しているように思われる。現時点でも毎年 20 名以上の学生に RA や奨学金が与えられているが、今
後優秀な学生、特に博士課程学生を獲得するには、情報発信と支援の拡充が重要になってくると思わ
れる。」
　「留学生の受け入れ数の多寡も重要であるが、受け入れ留学生が大学での研究終了後、日本で経験を
生かした活躍ができるよう取り組みがあっても良い。」
　「この研究所ならではの教育の取り組み。たとえば阪大や他大学の学生のための構造生物学実験法
1日速修コースのようなものがあってもよいのではないか。」
　「大学院生の数、特に博士号取得者の輩出は研究室数に対して多くない。学部と直結しない研究所で
は宿命的ではあるが、優れた研究室が集まり、教員数も多いので、若手教員が教育歴を積むためにも、
全ての研究室が大阪大学大学院の学生をコンスタントに受け入れて教育できる立場を獲得することが
望まれる。外国人の留学生や教員も多いが、HP のセミナー情報で見る限り殆どの研究会や講習会が日
本語で行われているようである。国際化に向けて公式行事を英語化していくことは、日本人学生の教育
上も総合的にプラスの面が多いと考える。」
等、優秀な学生の獲得の手立てや教育方針に関する多くの助言がありました。

　「多くの科学研究費補助金を獲得して（教員あたり平均 1 件は素晴らしい！）独自の研究を推進して
いるほか、それ以外にも補助金や受託研究を獲得し、その資金を共同利用・共同研究拠点としての共用
施設・機器・データベースの運用・更新を行っている点を評価する。民間との共同研究による資金の獲
得も一定程度あり、今後はその拡充による資金増もありえると期待される。」
　「科研費をはじめ、AMED、JSTなどの競争的資金の獲得に十分な努力を行っている。」
　「限られた承継教員数、特任教員数を考えれば、科研費の採択件数、採択金額いずれも妥当である。
ほぼ全員の教員が何らかの科研費に採択されていること、平均値としての採択金額も適切である。その
他の外部資金に関しても、大型設備費の獲得を除いても、研究所としてのアクティビティの高さを感
じさせるものである。件数、金額に関しては若干の上下があるが、おおむね順調である、と評価できる。」
との評価をいただきました。

　その一方で、「特別推進研究、基盤研究（S）、CREST などの大型研究費を取得する努力を行い、研究所
の存在感をより一層高めていただきたい。」
　「外部資金の獲得の努力はもちろんなされているが、残念ながらこのあたりが一番わかりやすい評価
軸として使われてしまいがちなので、さらなる努力が必要なのだと思う。大型資金の獲得に秀でた研究
者を招聘するとか、企業などとの共同研究を促進するなどの努力が、健全な学問の発展によいことかど
うかは別として、これからますます求められていくのだろう。」

５．外部資金等の研究経費
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　「個々の研究活動経費についてはまとまった発表がなかったが、資料によると科研費の獲得状況は必
ずしも良好でない。」
等、外部資金獲得のためにさらなる努力をすべきとの指摘がありました。

　「ホームページが刷新されてアピーリング・好印象になった点は高く評価できる。研究者コミュニティ
向けのシンポジウム、蛋白研セミナー、講習会のほか、一般・学生向けの講演会・公開講座等の活動
についても適切に実施されている。研究成果の商品化、データ・技術の公開、データベース運用などに
よる社会還元のほか、ベンチャー企業の設立や、企業とコンソーシアムを組んでオープンイノベーショ
ンを推進するなど、十分に社会に発信する努力をしている。」
　「歴史のある蛋白研セミナーを定期的に開催し、その内容も今後のサイエンスを先取りするものや、
海外からの演者を招くなど精力的に行い、十分な研究活動の広報を行っている。」
　「PDB にて社会的に関心の高いコロナウイルスの構造情報データを公開するなど、社会連携を意識し
た情報発信が十分なされている。また、複数の成果が製品化されるなど、一般社会に還元されている。」
との評価をいただきました。

　また、「今後は、よりネットなどを利用した情報発信や、逆にオープンキャンパスのような、わかりや
すい活動がより重要かもしれない。」との助言も頂いています。

　「この規模の研究所、共同利用・共同研究拠点として、15 にのぼる部局間学術交流協定を結んで各国
の研究機関と国際交流活動を行っていることは特筆すべきである。令和元年の国際共著論文比率が 40%

を超えている点も高く評価したい。国際データベース PDBj は日本の蛋白質研究を支える基盤であり、
また、海外の研究機関と共通の研究設備を介した交流も高く評価できる。」
　「部局間学術交流協定について、今までの 9 組織に加え、第 3 期中期期間中に 7 組織と新たに締結を
完了できたことは、極めて高くできる。種々の準備が必要とされる国際共同研究についても、その数を
確実に増やしており、教員の努力が伺える優れた成果であろう。コロナ禍だからこそできる共同研究も
あり、今後の更なる発展が期待できる。他方、国際拠点形成事業の推進、国際共同セミナーの開催に関
しても、他組織にない独自性の高い取り組みがなされ、高く評価できる。蛋白研セミナーについては、
伝統あるイベントとして、本邦の蛋白質研究者にきわめて重要なものであるが、その実施に関して構成
員の不断の努力が見られ、充実した内容が発信されている。」
　「PDB の世界連携において、日本 PDB がアジアの中核として機能するべく同地域での連携を深める
活動を行っている。」
との高い評価を頂きました。
　
　一方で、「海外の研究者からみて、この研究所の研究者と共同研究したり、施設を利用することがどの
程度魅力的に見えるかという視点が重要であろう。PDBjなどの活動は特筆されるべきだと思う。今後、
中国との関係をうまく調整していくことが必要になるだろうと思う。」

６．情報公開・社会連携

７．国際交流
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　「蛋白研セミナーはコミュニティで評価が高いが、半数以上は日本語で開催されている。日本語開催
の良さも大きいが、国際セミナーの数も増やしていく事が望ましい。」
等、より積極的に国際化を進めるべきとの指摘も頂いています。

　最後に、総合討論を行い、当研究所の現在の活動状況と領域構成、将来の方向性に関する意見交換が
行われました。

　「令和 2年 10月に、異分野融合研究を推進する研究部門と技術開発や設備の運用を中心とするセンター
への改組が行われ、研究所内の組織の役割が明確化された点は高く評価できる。また、海外の研究者を
招聘する国際ジョイントラボを設置し、細胞核動態情報研究室に英国から永野隆教授を招聘するなど、
国際化の努力をしている点も共同利用・共同研究拠点にふさわしい。以上の 2 点は、中間評価結果の評
価コメント『異分野融合研究の推進や国際ジョイントラボの形成に向けた更なる取組が期待される』に
応える活動といえる。」
　「蛋白研の強みは、構造生物学の大型設備を配し、共同利用を行っている点である。しかしながら、
近年、 JST, AMED などの施策により、一般の大学や研究機関でも大型設備を購入することが可能にな
り、導入の代償として産学を含んだ共同利用などが推奨されるようになってきた。すなわち、全国の大
学で共用システムを動かしているといっても過言でない。このような状況下で蛋白研が共同研究拠点と
してプレゼンスを示すのは簡単でないかもしれないが、従来からの高いサイエンスのレベルを前面に出
し、単に装置を有しているだけでなくソフト的にも問題解決能力があることを前面に打ち出すこともプ
レゼンスを示すための一案であろう。その観点から今回の改組の方向性は良いと思う。」
　「拠点活動に関係の深いタンパク質高次構造解析や技術開発のエキスパートが集結し、相互補完的な
研究グループが形成され、方向性が強く打ち出された領域構成になっている。改組に伴い新設された蛋
白質ネットワーク生物学研究部門と蛋白質次世代構造解析センターは、拠点のミッションを強く反映し
ており、共同利用・共同研究拠点の活動と相乗的に研究を展開することに成功している。」
　「現スタッフによる活動状況は適切であり、十分であるといえる。また領域構成は、近年の当該領域
のさらなる拡大を踏まえ、適切な改組が実施されている。特に解析部門の先端化・先鋭化を目指したセ
ンター再編と、ネットワーク研究を新たに軸とした領域設定は、よく練られたものであり、高く評価で
きる。本研究所が優位性を有する伝統的な研究領域の維持発展も、現員が担当する領域において適切に
位置づけられ、かつアップデートされた内容に基づいて進められている。伝統と革新の双方が常に意識
された組織運営である。」
といったご意見を頂き、昨年行った当研究所の改組や将来の方向性に関して賛意を頂きました。
　
　一方で、将来の方向性に関して「一研究所の活動には限りがあるので、他の研究機関のプロテオミク
スセンターや、同じ共同利用・共同研究拠点である徳島大学先端酵素学研究所などとネットワークを組
むことで道が開ける可能性があるのではないか。」
　「現在の取り組みが不適切であるとはまったく思わない。ただ、文部科学省などからみると、この研
究所が、重厚長大な旧国鉄のような古めかしい存在に見えてしまうということはあるのだと思う。生命
科学にも間違いなく、流行があり、それに追随すれば、当面は予算獲得などもしやすくなる側面は否定

【総合討論】
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できないだろう。そういう目先の流行に左右されずにこれまでの伝統を守っていくというのも一つの選
択だと思うし、たとえば昨今、相分離などが注目されているが、そういうものを足掛かりに、これまで
以上に物理化学とか生物物理などとのボーダーレスな研究に力をいれていくという可能性もあるのか
もしれない。他の生命系の附置研究所とのカラーの違いを、その魅力を損なわない形でどう出していく
べきか、難しいが、常に考えていくべきだろう。」
　「将来展望そのものは、他部局あるいは他大学においても十分出せる内容であることは否めず、蛋白
質研究所という、ユニークな位置づけの維持発展のためにも、化学領域、構造生物学領域等を中心に、
より特色を出す領域の強化は求められるであろう。」
等、今後とも当研究所の特徴を生かした将来展望を継続して考えていくべきとのご助言を頂きました。

　また、「機関評価に際には、独自の活動が評価されるような評価軸を設定し、それを用いてもらうよう
にアピールする活動も考えられる。また、高いサイエンスを行うためには十分な研究時間が必要である
ので、単に評価スコアを稼ぐための活動をなるべく少なくし、研究に専念できる時間を増やすことも肝
要ではないかと思う。」
　「拠点の方向性を明確にすることで各グループの研究を束縛し、自由な発想による研究が生み出すセ
レンディピティを抑圧するかもしれない点である。蛋白質高次機能学部門の研究室は、個々にレベルの
高い研究を展開しているが、狭義のタンパク研究にははまらず、新体制の中でやや異質な部門になって
いる。生物学研究の多くは広義には蛋白質を対象としており、思いがけないブレークスルーの芽を育む
ためにも、広い分野の優れた研究を許容できる見せ方があればと思う。」
等、効率的によい評価受ける工夫をして、本質がぶれないように研究することの重要性、多様な研究が
うまく許容できるような体制づくり等についても助言をいただきました。
　
　なお、「他方、その担当領域の広さに対して、承継教員を始めとする常勤スタッフの定員が不十分であ
ることは否めない。各大学、各部局がこのことについて常に厳しい状況に置かれていることは十分に理
解できるものの、蛋白質研究所という名前を日本で唯一持つことができている状況を鑑みれば、全学と
して、そのさらなる充実を図る必要があろう。全国的にみても、ユニークでかつレベルの高いことは言
うを待たない。全学側として、本研究所への人員面を中心としたさらなる充実を期待したい。」
等、大学等からの支援の必要性についてもコメントが出されました。
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　共同利用・共同研究拠点中間評価を含めて、外部評価委員の先生方にいただいた評価や提言に対して
スピード感をもって対応していく所存ですが、個々には次のような対処を考えています。

　2020 年 10 月に行った組織改編のメリットを活かし、拠点活動の核となる構造解析技術の先端化・先
鋭化を進めるとともに、ネットワーク研究を新たな研究の軸として、蛋白質をキーワードに、分子から
高次機能までの研究を展開すべく研究部門・研究室間の有機的な連携を深め、蛋白研の独自性がより外
に見えるような研究活動を今後とも展開いたします。

　共同利用、共同研究に対する運営費交付金やスタッフの増強に関しては、蛋白研だけではどうにもな
らない面がありますが、機会があるごとに、研究所の活動を広報するとともにその必要性を文部科学省
に訴えるようにするように致します。さらに、当研究所の自助努力として大型装置を含む研究機器の更
新・維持経費の獲得を目指すとともに、装置利用の課金制度や受託測定制度などによる自己財源の確保
も進めていきます。

◆ 異なる解析装置の相談窓口の設置
　　現在、専門性の違いにより解析装置ごとに担当するスタッフが決まっております。窓口の一体化に
　は、スタッフの増員が必要となるため、すみやかに対応することは困難ですが、スタッフ同士の情報
　交換を定期的に行うなど、これまで以上に情報交換を密にして、利用者からの要望が実現できる解析
　法の提案ができる体制構築を行っていきます。
◆ 拠点活動の外部発信
　　「広報室」組織をさらに充実させるとともに、新しくなったホームページを活用して効果的でスピ
　ード感がある情報発信を行う所存です。
◆ 装置のリモート化、自動化
　　ポストコロナ・ウィズコロナ時代に対応して、共同利用等の負担軽減のためには、放射光ビームラ
　イン、NMR，クライオ電子顕微鏡のリモート化、自動測定システムの構築は喫緊の課題です。当研
　究所でもすでに自己資金や外部資金を活用して、放射光ビームラインや NMRのリモート測定システ
　ムの整備、クライオ電子顕微鏡要のグリッド作製の自動化を進めています。今後もさらに使いやすい
　システムを整備していきます。

＜今後の対応＞

１．研　究

２．予算・体制

３．拠点活動
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◆ 優秀な学生の確保
　　大阪大学内の配属学生数が限られているため、このことは、以前から課題となっています。配属学
　生数について研究科との調整を継続していきますが、まずは、他大学や海外からの優秀な学生の確保
　に努めていきます。その際には、ホームページが非常に重要であり、まずは昨年更新したホームペー
　ジの効果を検証する予定です。さらに、修了後の就職先情報等の掲載も重要と考えています。また奨
　学金や RAなどを利用して、優秀な大学院学生への経済支援の拡充を可能な限り進めていきます。
◆ 国際的なネットワーク作り
　　留学生は、修了後に母国でアカデミックポジションに着くことも多く、継続して共同研究などを行
　うことで、国際的なネットワーク作りの基礎を固めていくことを目指します。
◆ セミナーの国際化
　　蛋白研リトリートでの講演は英語を基本とし、その他の所内セミナーも積極的に英語での発表とす
　ることで、学生が英語に接する機会を増やすとともに、蛋白研セミナーを積極的に国際セミナーとし
　て行くことを目指します。また、蛋白研セミナーは所員以外も主催することが可能ですので、そのこ
　とを研究者コミュニティに広く周知し、オンライン開催も活用しながら数多く国際セミナーを開催で
　きるように努力する所存です。

◆ 大型研究費獲得のための努力
　　大型研究費の多くは、様々な分野からなる融合研究が中心になってきています。蛋白研では、個々
　の分野における基礎研究を大切にしておりますが、それと同時にこのような融合研究が可能となる多
　くの研究分野が存在しております。若手教員による独自の共同研究に対しての予算的な支援を積極的
　に行い、スタッフ同士のディスカッションをより活発にし、研究分野を融合した新しい研究提案が可
　能となるように、その芽となるアイデアを積極的に集めるように努力いたします。

　　ホームページの更新、講演会・公開講座等についての活動、知財の社会還元など、概ね高い評価を
　いただいておりますが、今後、さらに充実させていきたいと考えています。

◆ 国際セミナーの増加
　　これまでも国際セミナーを毎年数件ずつ開催していますが、より多くの国際セミナー開催ができる
　よう、適切なテーマの選定と、広報活動を進めていきます。また、令和 2年度より始まったオンライ
　ン開催のメリットを活かして、世界に向けた蛋白研セミナーの開催を目指します。蛋白研セミナーは
　所員以外も主催することが可能ですので、そのことを研究者コミュニティに広く周知し、国際セミナー
　を開催できるように努力する所存です。

４．教　育

５．外部資金等の研究経費

６．情報公開・社会連携

７．国際交流
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◆ 蛋白研の独自性の高い研究
　　５．の外部資金等の予算獲得で述べましたように、蛋白研の一つの特徴は、多くの異なる分野の研
　究が行われていることにあります。それらを組み合わせることにより、蛋白研でなければできない研
　究が可能となると考えており、そのような研究の芽を早急に育てるとともに、予算獲得につなげてま
　いりたいと考えています。

◆ 産学連携
　　本研究所は、基礎科学を指向する研究所ですが、基礎研究の中から、関口清俊名誉教授による高効
　率な細胞培養を可能とする細胞培養基質の開発を進めるベンチャー・株式会社マトリクソームの設立
　や、高木淳一教授による次世代バイオ医薬の開発を進めるベンチャー・ミラバイオロジクス株式会社
　の設立などが行われてきました。今後も産学連携活動を通して、社会に貢献していくことを目指しま
　す。

　蛋白質研究所は、蛋白質研究共同利用・共同研究拠点と認定され第 3期中期目標・中期計画 6年間の
5 年目が終了しようとしており、すでに期末評価のとりまとめを行っているところです。次期の第 4 期
中期目標・中期計画と拠点の認定を考える際には、今回の外部評価においてご指摘、ご激励いただいた
評価の各項目は極めて重要であり、大変参考となっています。評価委員になっていただいた全ての先生
方のご期待に応えるべく、研究所の教員が一層の努力を重ねる所存です。

　最後になりましたが、ここに改めて評価委員になっていただいた全ての先生方にお礼を申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和 3年 3月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪大学蛋白質研究所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所長　中川　敦史
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評価委員会委員長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授　北條　裕信

８．その他
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５．外部評価資料

（各研究室の研究活動資料等は別冊）
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